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だから、違うんだってば！




～セレブすぎるぶっ飛び御曹司は恋人役を溺愛して離さない～
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　一月二日。今年も蓮崎はすざき家の親類縁者が本家に集まった。

　父方の祖父の家は古いけれど大きな家で、人が集まると襖を取り外して一続きの部屋にする。親戚が多いのでそれでも狭く感じてしまうが、賑やかでいい。

　今日は昼前に祖父の家に母と来て、昼間は親戚の子たちを引き連れてコンビニへ行き、おやつを食べたあとは庭で一緒になって走り回っていた。

　夕方になると大きなテーブルを繋げて鍋を置き、みんなでつついた。普段は食べられないカニをたくさん食べようと思っていたが、子どもたちに全部取られてしまったのは残念だ。だけど、みんなが笑顔でいてくれるのがうれしい。

　私の父は二十年前に他界しているのだが、いまでも正月の集まりには参加している。祖父が、年に一度しか集まることもないし、みんなの顔を見たいからと招待してくれるのだ。

　食事も一段落して談笑モードに切り替わった頃。

「燿良あきら」

　そばにやってきた従兄が私を呼んだ。

　昼間に消耗した体力のまま、スルメをつまみにビールを飲んでいたせいか、ほろ酔い気味だ。

　飲み干したグラスを寂しく見つめていた私は、従兄に目を移した。

「時彦ときひこくん、今日来られたんだね。久しぶり」

　今日は仕事があって来られないかもしれないと聞いていたのだけど、今年も会えてよかった。

「みんな出来上がってて肩身が狭い……」

「隣、座ろうよ。こっちこっち」

　場所少し開けて時彦くんを手招きすると、彼は肩をすくめながら私の隣に腰を下ろした。

「燿良、仕事辞めたって？」

「うん。だから今日はお酒もスルメも美味しい。ストレスフリー」

「じゃあ、いま無職なんだ？」

　ただの酔っ払いと化しつつある私の話をちゃんと聞いてくれるのは、うれしいような、不思議なような気分だ。

「うん。ゆっくり次の仕事を探そうかなって思ってる。急いではずれは引きたくない……」

　げんなりして言うと時彦くんが笑う。

　私は、この年末に仕事を辞めた。理由は、上司の行為に嫌気がさしたから。

　人目に付かないようにこっそりと身体を触ってくるなんてのは当たり前で、口を開けば『彼氏いないの？　僕とかどう？』なんて言ってくる。既婚者の子持ちなのに。

　二十五歳を過ぎたあたりから『まだ結婚しないの？　結婚できなくなるよ』と言われるようになった。そこからは子ども産めなくなるよとか、僕でよければと言われて我慢の限界を超え、反論をしたら今度はパワハラに切り替わった。

　威圧するように大きな音を立てて机を叩かれたり、仕事は全部私に持ってこられたり、ミスをしたらだれの仕事でも私のせいにされた。それに抗議をしたら、今度は部署異動。営業から庶務で雑用係へ。雑用係から倉庫掃除。一年くらいそんな仕事が続いた。

　無の境地にはなったけれど、お金はもらえるし別にいいかなと思っていたのだ。

　部署が変わったあともときどきパワハラ上司と顔を合わせることがあったが、ちくちくと嫌味を言われるくらいなら問題なく仕事を続けられただろう。

　だけど、死んだ父を侮辱するような言葉だけは許せなかった。

　その言葉に限界を感じて、大学の奨学金を死ぬ気で返し終えたところで退職届を出してきた。それが、この年末。

「おばさんも元気になったみたいだし、いいタイミングだったじゃん」

「私もそう思う。いま、最高にハッピー」

　我が家は母子家庭だったので、ずっと母が必死に働いてくれていた。私も、高校を出たら働くつもりだったのだけれど、母の強い希望で大学に進むことになったのだ。だけど、やっぱり無理をしていたらしく、私が大学在学中に倒れてしまい、療養生活を送っていた。

　学生時代は母の貯金でどうにかしていたが、それだってすぐに底をつく。卒業後は少しでも給料のいい会社に入って、治療費や生活費を工面していたから、職場環境を理由に辞めるわけにはいかなかったのだ。けれど、去年の夏くらいから母が少しずつ仕事に復帰できるようになっていた。まだ無理はできないけど、これなら退職金でしばらくしのげるかなと思って決めたことだった。

「……じゃあ、また写真撮るの？」

　グラスを持っていた手がピクリと動く。そんな私に気づいたかどうかはわからないが、時彦くんが続ける。

「高校生くらいから撮らなくなったじゃん」

「写真は毎年撮ってるでしょ。ほら、今年もいっぱい撮ったよ」

　はぐらかすようにスマホを取り出して、昼間撮った親戚たちの写真を見せた。

「あ、これ今年ももらっていい？」

「いいよ」

　時彦くんには毎年、私がスマホで撮った親戚の写真データを渡している。今年も、私のスマホを片手にデータを移しはじめた。

「燿良さ。いま暇だよね。僕のお願い聞いてくれない？」

「バイトのお誘い？」

　時彦くんはたまにアルバイトをしないかと持ちかけてくれるので、今回もその可能性が高い。時給がいい仕事を回してくれるのでとても助かっているのだ。

　ちらりと時彦くんが私を見る。

　四つ年上で、子どもの頃から仲のよかった親戚の兄ちゃん。優しげな顔立ちをしていて、モテるんだろうなと思ったことがある。実際、けっこうモテるらしい。

　酔っているし、バイトの紹介みたいだから、ちょっといい男フィルターはかかっているかもしれない、と一人で上機嫌に笑った。

　そんな私に時彦くんが微笑んで口を開く。

「僕の友人が恋人役をしてくれる人を探してるんだけど、燿良、やってみない？」

「恋人役？　役なの？」

「そう。マクシアリードホテルで顔合わせ。そのあと、そのホテルでフレンチでもどうかな」

　グラスを置いて時彦くんに詰め寄った。

「マクシアリードホテルって、日比谷にある超高級ホテルだよね!?」

「そう。僕ら庶民は一生利用できないホテル」

「そこのフレンチ付き!?」

「すごい美味しいって噂は燿良も知ってるよね」

　首を縦に振りまくった。

「もしそいつと合わないなと思ったら、恋人役は断っていいって」

「それでも、フレンチは食べられる？」

「食べられる」

　時彦くんがしょうがないなと言いたげに笑う。でも、高級ホテルの高級フレンチだ。普通に生活していては入ることさえできないホテルに、ランチでさえ高すぎてグルメサイトのページをそっと閉じたレストランでの食事。未経験を一度に二つも体験できる機会なんてそうそう訪れない。

「行く。会うだけでいいんだよね。じゃあ、ぜひ！」

「わかった。伝えておくよ。相手は雪井ゆきいっていう、僕の同級生」

　またこくこくと頷いた。

「再来週の土曜日、時間は十一時。ホテルのラウンジでいいかな」

「うん、もちろんだよ！」

　最後に大きく頷いて承諾したが、高級フレンチに浮かれすぎて時彦くんに聞き忘れていたのだ。

　その相手が、どんな人なのかということを。






　国内トップクラスに名を連ねるマクシアリードホテルは、出入り口のドアを入る瞬間から緊張する場所だった。

　すぐに踏み込む勇気はなくてホテルの入り口でまごまごしていると、中からスタッフが近づいてきた。

　雪井という人と待ち合わせをしていると伝えると、ピリッと空気が張り詰めた気がしたのは、私が緊張しすぎていたせいかもしれない。

　ラウンジの奥へ通されたあと、雪井さんが来るまで待っていてほしいと言われ、ソファに腰を下ろした。体重をしっかり受け止めてくれる上等そうなソファだ。

　そこから見える中庭は、洋風の豪奢な庭園をモチーフにされている。いくつものアーチが並び、そこには艶やかなバラが咲いていた。冬にバラって珍しいかも。

　そんなことを考えながら、着慣れない服を整えた。ピンクグレーの上品なワンピースだ。レースがあしらわれていて、可愛すぎずシンプルすぎなくて気に入っている。……のだけれど、少し嫌な記憶がよみがえる。

　時彦くんと正月に会ったあと、やたらと身長や服のサイズを聞かれたのだ。なんでそんなことを聞くのかなと思いながらも、時彦くんが「友人がプレゼントをしたいらしくて、燿良のサイズを参考にしたくて」と言うので、なにも疑わずに馬鹿正直に答えた。時彦くんならそれくらいぼやかして言うことがあったからだ。

　一六二センチの中肉中背。正月太りが著しくお腹周りがちょっときついかも、とか髪を少し切って肩くらいまでになったとか、時彦くんがうまく聞いてくるので、本当にどうでもいいことまでペラペラと喋ってしまった。

　こんなもので参考になるのかなと思ったのだが、今日会う雪井さんも時彦くんの友人だということをすっかり忘れていた。それから少しして、時彦くんが家を訪ねてきたときに思い出したから、ときすでに遅しというか、覆水盆に返らずというか。

　時彦くんが服屋でも始めるのかと思うくらい大量に服を運んできたときには、玄関先で膝から崩れ落ちてしまった。

　服はすべて雪井さんからのプレゼントだったのだが、どれもサイズがぴったりで複雑な気分だった。時彦くんがどこまで私の体型やサイズを知らせたのか、と考えるとあまり喜べない。

　もちろん、マクシアリードホテルに入るのだから、ある程度の身だしなみは必要だ。ドレスコードは緩いみたいだと聞いていたけど、庶民の緩さとこのホテルの客層であるセレブの緩さは全然違う。だから服も買わないと、と思っていたから、よかったのは間違いないのだけれど、さすがにそんなにはいらない。というか、部屋が服で埋もれそうだったので、目についたこのワンピースだけを選んで持って帰ってもらった。が、そのあとはドレスに合わせてバッグや靴、コートが送られてきた。それこそ、今度は小物屋さんでも始めるのかなと思う量を再び、だ。

　そこで雪井さんってどういう人なのか気になった。一式プレゼントするなら、全部コーディネートしてから送ればよかったはず。それをしないで、業者かと思うような量を時彦くん経由で送りつけてきて、気に入ったものに合わせてまた送って……って効率が悪すぎる。

　時彦くんに聞いてみたら「全部店が準備してくるんだよね」という、どういうことかわからない返答をされた。もう少し詳しく聞いてみると、雪井さんは私のことを知らないので、行きつけの店に頼んで女性ものの服をまず手配するように依頼したのだそうだ。その結果が、あの大量の服。そのあと小物類を手配して……という流れらしい。時彦くんは私の写真さえ見せていなかったようだ。

　こんなので大丈夫なのかな。恋人役を選ぶにしても、見栄えとか必要じゃないだろうか。

　俯いて、自分のお腹をぷにっと摘まんだ。最近、毎晩発泡酒を飲んでいて、おつまみも食べ放題なのでよろしくない状態だ。ぽっこりお腹はこのドレスでは目立つんじゃないだろうかとお腹に力を入れて背筋を伸ばしていると、そばに人が立ったのがわかった。

「蓮崎さん？」

　耳にぐっと響く声だ。甘いバリトン。

　はじかれるように顔を上げると、スーツ姿の男性が立っている。濃紺の上下。白いシャツに、スーツと同じ濃紺のネクタイを合わせている。

　オーソドックスなコーディネートだが、見るからに質がいい。なにより、立ち姿がとてもきれいだ。それだけで圧倒されてしまうくらい、持っている空気が違う。

　慌てて立ち上がると、男性の顔がはっきりと見えた。

　精悍な顔立ちをした美丈夫だ。切れ長の目と筆をさっと走らせたような形のいい眉。通った鼻梁に、ほどよい厚みのある唇。どれをとっても芸術品の一言に尽きる。

「雪井さん……でしょうか。蓮崎燿良といいます」

　腰を深く折ったあと、顔を上げる。

「雪井皐弥たかみつです。本日はお時間をありがとうございます」

　名刺を一枚差し出された。まずい、字が読めない。

「たか……みつさん……？」

「そうです。少し読みづらいかもしれませんが」

　ソファに座るよう促され、それに従いながら名刺をじっと見る。

　会社で使っている名刺のようだが、社名に雪井商事と書かれており、肩書きは副社長となっている。

「雪井商事……」

　ちらりと彼を見ると、感情の読み取れない曖昧な笑顔を返された。

「副社長……」

「あまり読み上げないでいただけると助かります」

「……すみません。でも……」

　雪井商事といえば大手総合商社だ。この社名を知らない人は少ないだろう。

　雪井さんだとは聞いていたけど、まさか大企業の副社長が来るとは思わないじゃん……！

「時彦くんからなにも聞いていなくて……私、知らなくて」

　もともとこの場から浮いている気はしていたが、はっきりと場違いを認識してしまう。私はここにいてはいけない。こんな高級ホテルを指定してくるなんてと、思わなかったわけじゃないが、相手の見栄とか、背伸びとか、そういった思惑も込みかなと考えていたのだ。でも、そうじゃない。この雪井皐弥という人は、ごく当たり前にこのホテルを利用する。さっきのスタッフの反応だって、私の気のせいなんかじゃなかった。彼は生まれながらのセレブなのだ。

　恋人役とはいえ、私で釣り合うわけがない。しかも、この圧倒的に恵まれた容貌の持ち主。いろいろな理由から恋人役が必要なことはわかったが、その役目を果たすのは私じゃない。

「時彦は余計なことを言わないから信頼できる。だから、あなたを紹介されたとき、無条件にぜひお願いをしたいと思ったんです」

「時彦くんの紹介だから……ですよね」

「そうですね。付き合いも長いし、彼が言うなら信頼に足る人だろうと思ったので」

　ときどき、時彦くんの交友関係がわからなくなる。人脈が広いことは知っていたが、その幅の果てが見えない。著名人に知り合いが多かったり、こんなセレブと友人だったり。

「でも、私では力不足著しいと申しますか。お断りできればと……」

「え？」

　すごく不思議そうな顔をされたので、首をひねった。

「私はご覧のとおり、頑張ってもいろいろなものが並くらいなので。雪井さんの恋人と言うにはだいぶ無理がありますよ」

「……まさか断られるとは思ってなかったので……少し、どうしようかと」

　断られる予定じゃなかった……！

　そりゃあ、雪井商事の副社長だし、こんな美男の恋人役だったら光栄だ。たぶんセレブの生活を垣間見られるのだろう。だけど、そんな下心をむき出しで関わってはいけない。

　だって、それはこの人自身を見ていないから。肩書きや容姿に尻込みをしている時点で、私はこの人の隣に立ってはいけない。彼の持つステータスをすごいと思った時点で、その資格はなくなったのだと思う。だから、だめだ。

「燿良さん、ご趣味は？」

「趣味……？　えぇっと……旅行でしょうか。観光をしたいです」

「だったら、俺が連れていきますので、恋人役を引き受けていただけますか？」

　目をしばたたかせる。雪井さんはにこりと笑って、近くにいたスタッフを呼んだ。コーヒーを二つ頼んでくれたが、たぶん喉は通らないと思う。

「いえ、お断りしたいのですが……」

「今日のフレンチを喜んでくれたと、時彦から聞きました。お好きなら、いつでもお連れしますが」

　人の話を聞いてくれない！

「あの、ですから……お断――」

「他になにかお好きなものは？」

　品のいい笑顔を向けてくれるが、この人に引き下がるという選択肢はなさそうだ。それなら……。

「ビールとスルメが好きです！」

　ワインにチーズ、みたいな上品そうな組み合わせじゃないあたりに幻滅してくれないだろうか。そんな期待を込めたけれど。

「酒がお好きですか？　日本酒はいける口？」

「あ、はい。たまに飲みます。甘口が好きで……」

「だったら、酒蔵もご案内できると思います。飲み放題」

「わぁぁっ！」

　お酒！　飲み放題！　となれば魚の美味しい海の近くに旅行がしたい。

　両頬を押さえてむふふっと笑うと、雪井さんがふっと吹き出した。

「伊勢に別荘があります。料理人を呼んで好きなものを作ってもらうのもいいですね」

「焼き牡蠣とか……」

「いいですよ」

「アワビ食べ放題とか……伊勢エビも……」

「もちろん、燿良さんが望むなら」

　いいなぁ。そういう贅沢もしたいなぁ。

「地ビールが美味いところへも連れていけると思います」

「うぅ……ずるい。好きなもので釣るなんて」

「俺の恋人役、引き受けていただけませんか？」

　にこりと笑顔を作っているが、若干の悪意が見て取れる。ここでうっかり頷いたら、恋人役からは解放してもらえなさそうだ。

　すごく断りたいけど、私の知らない場所に連れていってもらえるのは魅力的。それに……。

　この人、被写体としてすごく絵になりそうなのよね。

　スタイルがよくて、顔もよくて、さりげない所作がきれいな人。話しているだけでそれを感じるのだから、もっと彼を観察すればまざまざと感じることになるだろう。

　それをカメラで一枚撮ってみたい。もっともきれいな瞬間を、日常から切り抜いてみたいと思った。一緒にいれば、一度くらいそんな機会もありそうだ。

「じゃあ……条件を出していいですか」

「どうぞ」

　そのときの雪井さんの表情は、少し諦めたような顔をしていた。

　条件付きでなにかを提案されることが多いのかもしれない。その条件はきっと、彼が期待するようなものではないのだろう。だから、諦める。それが癖になっているのかなと思った。

「恋人役をしている間、費用はすべて折半です」

「え……？」

「今日はたしかに、高級ホテルと高級フレンチに釣られて来ました。簡単に入れる場所ではなかったので、珍しくて」

「それはわかりましたが、さすがにすべて折半というわけには……」

「じゃあお断りします。私、雪井さんに奢ってもらうのは嫌です」

　彼が驚いた顔をしたのがわかった。

　スタッフが、先ほど頼んだコーヒーをテーブルに置く。いい香りが鼻腔をくすぐる。こういうラウンジで提供されるコーヒーはきっと美味しいのだろうけれど、やっぱり飲みたいとは思えなかった。

　じっと雪井さんを見ていると、彼がカップを取り上げて一口コーヒーを飲む。ソーサーに戻し、ふっと表情を緩めた。

「嫌……か。ずいぶんはっきりと言うな……」

　少しだけ彼の素が垣間見えた気がする。

　よそ行きのような笑顔ではなく、挑むような顔つきに変わった。

「あと、私、いま無職なので高いお店には行けません」

「だったら、俺に奢らせればいい。金ならいくらでも――」

「それが嫌だって言っています。ただの恋人役にお金を使ってどうするんですか」

　雪井さんが難しい顔をする。そんなに難しいことは言っていないつもりだけど。

　でも、本当に嫌なのだ。雪井さんに全部任せてしまえば、夢見心地の時間を過ごせるだろう。二度と経験できないことも体験できるかもしれない。だけど、背伸びをし続けるのは疲れる。そういうのは、お互い不健全だと思う。

　しばらく彼が思案したあと、口の端を持ち上げて私を見た。

「……わかった。それでいい」

「いいんですか？」

「ああ。その代わり、俺も取り繕うのはやめる。君のことは燿良と呼ぶし、俺のことも名前で呼んでほしい」

「それは……大丈夫ですけど」

「敬語もなしだ。対等な関係を築いていこう」

　対等な関係、か。私と彼が対等であるはずはないけれど、彼も譲歩してくれたのだ。私も歩み寄らないと。

「わかりま……わかった。しばらくよろしくね、皐弥さん」

「こちらこそよろしく、燿良」

　こうして、私は雪井皐弥の恋人役になった。

















二












　マクシアリードホテルで皐弥さんと会った日、私はたしかにフレンチを食べたはずだった。でも、記憶が発掘されない。どこへ行ってしまったのだろうか。

　人通りが少しずつ少なくなる通りを、おしゃれなカフェから眺めながらフレンチレストランの記憶を探す。さっぱり出てこない。

　皐弥さんと初めて会ったのがひと月前。それからずっと記憶探しをしているが全然思い出せないので、たぶん今日も思い出せないのだろうなと、ぬるくなったコーヒーに口を付けた。

　今日は、皐弥さんと二度目のデートだ。本当は顔合わせをしたすぐあとに会う約束をしたのだが、皐弥さんから急遽キャンセルの連絡が入った。どうしても抜けられない用事ができてしまったらしく、別の日で調整をし直した。けれど、やはり雪井商事の副社長ともなれば相当忙しいようで、それから何度もスケジュール調整をしていた。

　私は時間があるのでいつでも合わせられるし、仕事ならば仕方のないことだとも思っている。とはいえ、キャンセルになるとやっぱり残念だ。

　今日も、十九時に終わるからと言われて、雪井商事に近い有楽町駅で待ち合わせをした。

　私が、せっかくだから会社近くの駅まで行きたいと言ったからなのだが、皐弥さんが思いのほか喜んでくれたのは意外だった。

　少し早く到着したので、カフェに入って待ち合わせ時間を待とうと思っていたのだが、十八時を過ぎたくらいに皐弥さんから、二十二時くらいになりそうだとメッセージが届いた。

　それなら日を改めようかと打診をしたのだが、彼は『まだ家を出ていないなら迎えに行くから、家で待っていてくれ』と言い出したのだ。もちろんそれでもよかったのだけれど、私は彼に自宅を教えていないし、とっくに家は出ていた。

　それに、文面からどうしても会いたいという彼の気持ちがにじみ出ていて、そのまま帰るのはなんだか気の毒になってしまった。もしかしたら楽しみにしてくれていたのかな、なんて思ったら、自然と『駅前で待ってるね』と返信していた。自分でもちょっとやりすぎというか、重たい女になっている気がする。四時間近くも待たれたら、皐弥さんが引いてしまうのではないだろうか。

　そのメッセージ以降、彼から連絡は来ていないから、どう思われたかはわからない。でも、もう待ってしまった。

　そろそろ閉店時間なので店を出ることにする。

　皐弥さん、本当に忙しいんだな……。

　こんなに仕事に追われていたら、恋人を作っている暇なんてないだろうし、結婚を急かされる立場でもあるだろうから、いろいろと煩わしくなって恋人役を探したという気持ちは理解できなくもない。

　あの日、皐弥さんと会ったあと、時彦くんに連絡を入れた。相手が大企業の御曹司だなんて聞いていない、と苦言を呈するために。最初からわかっていたら絶対に断っていた。だけど、時彦くんは、「だから言わなかった」のだそうだ。雪井皐弥の恋人役ができる人なんてそうはいないし、私なら大丈夫だと思った、と。信頼してもらえるのはうれしいけど、この場合はちょっとだめそうという評価でよかった。荷が重い。

　それにしても……。

　時計を確認する。二十二時十五分だ。

　十五分も遅れてる。仕事が長引いているのかもしれない。

　やっぱり今日も会えないかな。せっかくだから私も顔を見たかったのだけれど。

　連絡、こないかな……。

　じっとスマホを凝視すると、そこにだれかの手が伸びてきた。

「ごめん、遅くなった」

　甘いバリトンの声に、顔を上げる。

　この人の姿を見るだけで、血がぶわっと逆流してくるような気がした。皐弥さんって、どこから見ても完璧なのよね……。

「燿良？」

　ぼうっと見蕩れるように皐弥さんを見つめてしまい、慌てて平静を取り繕う。

「遅かったね」

「本当に申し訳ない。こんな時間に女性を一人で待たせてしまって、気が気じゃなかったんだが……」

「それより、スマホから手をどけてもらいたいんだけど」

「帰るって連絡を入れようとしているのかと思って」

　連絡がこないかなと思ったけど、帰るつもりはなかった。終電がなくなりそうだというなら話は別だが、まだ電車はあるし、もうすでに何時間も待っているのだ。

　ぺしっと彼の手を叩いてスマホを奪い返した。

「……ずいぶん忙しかったんだね？」

「ああ。ごめん、あれから連絡もできなくて」

　彼は開口一番から謝罪しかしていない。これは少し意外な反応だ。

「……仕事なんだから仕方ない、とか言わないんだね？」

　彼が驚いたような顔をする。変なこと言ったかな？

「それは言い訳にならないだろ。俺の予測が甘かったんだから。駅前で待ってるって言われて、驚いた」

「ごめんね、ちょっと鬱陶しかったかな」

「そんなことはないが、なにかあったらと思うと心配だった。……待っていてくれてうれしかったよ、燿良」

　照れたような、困ったような顔で笑う彼は、魅力的に見えた。肩書きや立場から、なんでも持っていそうだと思っているから、もっと不遜な感じなのかと思っていたけれど、全然そんなことはなさそうだ。

「ただの興味なんだけど、皐弥さんって普段オフィスでどんな感じなの？」

「普通だと思うけどな」

「仕事の鬼？　優しい上司？」

　どっちもありそうだ。興味津々に聞くと、彼は首をひねった。

「どうだろうな。優しいつもりはないし、かといって仕事を必死にしているのがいいとも思ってないけど」

「そっかそっか。普通の上司が一番だね。ちょっとだけ羨ましい！」

　私の上司だった人はハラスメントが服を着て歩いているような人だったので、分別のありそうな皐弥さんが上司だったらいいなと、少し思った。

「……燿良。何度も予定をキャンセルしたこともあるし、詫びをしたいんだけど」

「別に大丈夫だよ？」

　そんなことをしていたら、お互い息苦しくなっていくと思う。「ごめん」で済む関係がいい。

「いや……キャンセルになったのは本当に残念だったから」

「それは仕方ないと思うけど……どうしてもって言うなら、あそこの自販機で温かい飲み物を買ってきてほしいかな」

　近くにある自販機を指で示す。

「……え？」

「手袋忘れて寒いんだよ。手を温めるの」

　彼は、私のお願いに対して、よく困った顔をする。

「手袋を買いに行けばよくないか？」

「この時間に開いてるお店を探すほうが大変だし、家にあるんだから無駄遣いしなくていいでしょ」

　まだ困惑した顔のまま、彼が私の手を握った。

「冷たいな」

「だからそう言ってるの……！」

「どこでもいいなら、店を開けさせよう。銀座あたりでもいいか？」

「……ん？」

　開けさせよう？　お店を？　この時間からわざわざ銀座まで行って？　ファストファッションのお店……ではない感じがする。どちらかというと、超有名なブランド店に交渉しそうだ。

「い、いやいやいや。開けなくていいの。皐弥さんがホットドリンクを買ってきてくれたら万事解決なの！」

「でも、手袋はないままだよな」

「だから、家にあるんだってば！」

　皐弥さんが首を横にひねる。なんで伝わらないの……。

「買えばいいだろ」

「お店が閉まってるって話、まだする？」

「だから開けさせる」

「閉店したお店が営業するわけなくない？」

「このあたりは昔なじみも取引先も多いんだ」

　そこでようやく腑に落ちた。

　彼はきっと、そういう生活を送っているのだ。立場もお金もあって、おそらく子どもの頃から多くのことが特別扱いになる生活だったのだろう。そして、店側も無理を聞くことでメリットがある。

　雪井一族が贔屓にしてくれれば、大きな利益を見込めるもの。

　だから彼は、無理を通そうとする。普通なら非常識なことでも、彼の名前と財力と地位があれば許されてしまう。

　雪井皐弥という名前は、重たすぎる。

「皐弥さん。自販機でコーヒー買ってきてくれないなら、私、いますぐ帰るね」

　じっとりと彼を見上げると、絶望したような顔をする。そこまでのことは言っていないつもりだけれど。

「……わかった。少し待っていてくれ」

　納得した気配はないが、皐弥さんが近くの自販機へ向かっていく。一本の缶コーヒーを買って戻ってくると、それを差し出した。

「ありがとう！」

「……こんなものでいいのか？」

「労いの缶コーヒーは絶品だよ。半分こする？」

「いや……」

　躊躇うように、彼が視線をさまよわせる。

「燿良、ちょっといいか？」

「いいよ。なに？」

　ホットコーヒーを握り締めていると、彼の手に肩を掴まれて強く引き寄せられた。

「わ……っ」

　腕の中に閉じ込められ、口をぱくつかせる。なにが起こったのだろうと顔を上げると、皐弥さんの顔が間近にあって心臓が口から出るかと思った。

「な、なに……っ!?」

「寒いなら、温めるといいのかと思って」

　たしかにいままでの提案の中で一番現実的だけれども。

「人目のあるところでするものじゃないの！　温かいけど、そうじゃないの！」

「人の目がなければいいのか？」

「そういう問題じゃなくて……」

　恋人役ってここまでするものだろうか。わざわざ抱きしめなくてもよくない？

「燿良。二人きりでゆっくり話がしたい。車を待たせてあるから、行こうか」

「うん……」

　やっぱり、次元が違うんだなぁ。

　車で来ているなら、停めていると言うだろう。タクシーを待たせているなら、車ではなくタクシーだと言うはずだ。そうでないのは、彼のためだけの車を、だれかが運転しているということ。専属の運転手か秘書といったところか。

「だったら、こっち」

　手をぎゅっと握られる。彼の手は大きくて、温かくて指先からじんじんと熱を帯びていく。指先が冷たかったなんて嘘みたいだ。

　待ち合わせ場所から少し歩いていくと、路肩に一台の車がハザードランプを点灯させて停まっていた。

　正直、黒塗りのリムジンが停まっていたら帰るつもりだったけれど、思いのほか普通の車だ。シルバーのセダン。ただ、車はあまり詳しくないけれど、ついているエンブレムは高級車といわれるものだったはず。普通……ではないか。

　皐弥さんに促されるまま後部座席に乗って、車が発進する。なんだか落ち着かないが、タクシーに乗っていると思えばいいのかもしれない。

　そわそわしていると、苦笑い混じりに皐弥さんが口を開いた。

「悪いな。二人きりと言ったのに運転手が別にいて」

「それはいいんだけど……運転手付きって、さすがというか……」

「うちの会社は役員に運転はさせない方針だ。だから、これには慣れてもらうしかない」

　それが皐弥さんの生活の一部なら、私が合わせるしかないだろう。

「そういえば、私はいつまで恋人役をすればいいの？」

　運転手さんには聞こえないように、声を低めて尋ねた。

「君を周知させるまでかな。縁談を持ちかけられるのは仕方がないとしても、ただ群がられるのには疲れた」

「やっぱりモテるんだね」

　ふくふくと一人で笑っていると、皐弥さんに手をきゅっと握られる。

「モテるのとは少し違うな。ほしいのは雪井の名前だけだろう」

　打算しかない関係を求められるって、やっぱり疲れちゃうんだろうな。

「皐弥さん、かっこいいと思うけど。モテないの？」

「俺がどう見えているのかは置いておいて……恋人がモテたら嫌じゃないのか？」

　目をしばたたかせて彼をじっと見た。そりゃあ、お付き合いしている人が恐ろしくモテたら不安になる。私みたいな平凡な女じゃ飽きて当然とも思うけど、いまは恋人役を演じているのだ。嫌だと思うのは違わないだろうか。

「私は恋人役でしょ。皐弥さんに素敵な相手が見つかればいいなと思うけど……」

「……そういうものか？」

　ふと思った。彼はきっと、軽い社交辞令でも本気にされてきたのだろう。それを全部断り切れなくて、いろいろと苦労をしてきたのかもしれない。だから、いまとても怪訝そうな顔をしている……のかも。

「俺は……君が他の男に言い寄られたら腹が立つと思う」

「自分の恋人役なのに、って？」

「……そう……かな」

　握られる手に力が籠もる。

「あ、違った？　私、皐弥さんのことをよく知らないから、違ったら言ってね」

「俺もよくわからないんだ。恋人役なんて初めて頼んだから、この気持ちがなんなのかを考えあぐねている」

　それはきっと、所有物としての独占欲ではないだろうか。彼にはきっと、手に入らないものなんてなかったはずだ。だから、自分の持ち物が他の人に取られるとモヤモヤするのかもしれない。

「時彦になぜ君を紹介したのか聞いてみたんだが、はっきりした返事はなかったな」

「暇そうだったからでしょ」

　無職で、次の仕事もゆっくり探すつもりで、そのタイミングで正月に会った。これまでにもバイトを紹介してもらったり、世話を焼いてもらったりしていたからそれなりの信頼があって、皐弥さんの要望に適ったから紹介をされた。ただそれだけじゃないかなと思うのだけれど。

「……君はいま無職だと言っていたな」

「うん。年末に仕事辞めちゃったの」

「理由を、聞いてもいいか？」

　言葉を少し選んでいるのがわかった。あまり大きな声で言える理由ではないし、そんなことでと言われるのかもしれないけど、隠す理由も特にない。

「上司からのセクハラとパワハラかなー」

「……そうか」

　ちらりと皐弥さんを見た。横顔でもきれいな彼の顔は、外からのライトに照らされて表情を読み解くほどはっきりとは見えない。

「結婚しないのとか、僕はどうとか、既婚者子持ちに毎日言われたらさすがに引いちゃったから、反論をしたんだけどね」

「うん」

「大きな音で威圧されるとか、仕事が全然認められないとかは我慢できたと思うのよね。部署異動も、倉庫掃除だろうとやっていけたと思うの」

　楽しい仕事ではなかったが、あのまま、ずっと倉庫掃除をしていたってよかった。でも、どうしても許せないことがあったのだ。

「……うん、続けて」

「私、こういう名前じゃない？　男の子みたいだねって言われることは多かったの」

「うん」

　するりと彼の手が、指を絡めて繋ぎ直される。まるで、私がこのあとの言葉になにを選んでも大丈夫だと言われているようで、胸が少し温かくなった。

「上司に、男みたいな名前をつけるような親だから、目上の人間を敬えないんだなって言われて、あ、無理だって思ったの」

　そんなことくらい、の出来事。黙って我慢をする人も多いのかもしれない。だけど、私は許せなかった。お母さんは私をちゃんと育ててくれた。もし、非があったとするなら私だけがいけないはずだ。それなのに、母まで侮辱された。なにより、私はこの名前を気に入っている。お父さんがつけてくれたという、大切な名前だ。絶対に、この失礼な言葉を許してはいけないと思った。

「無理でよかったんじゃないか」

　皐弥さんが楽しげに笑った。

「え……？」

「指摘ではなく攻撃してくるような人間に付き合うことはない」

　ただ同調してくれるだけの言葉だったとしてもうれしい。

「うん……ありがと……」

「それに、俺は燿良という名前はいいと思った。名付けた人は君の幸福を願ったんだろうなと感じたよ」

　彼の顔をじっと見つめた。なにか特別な感情を乗せているわけじゃない。ただ、彼がそう思ったから言葉にしただけだと、多くを語られなくてもわかる。

　深く紡がれる声が、悠然と彼の胸中を語るように胸に染み入ってくる。

　私の名前には、輝くという意味がある。写真家だった父が、光の溢れる写真を撮ることが好きで、そういった写真を認められるほどの手腕を得るほどに愛していたから、こう名付けたと聞いた。私はこの名前を誇りに思っている。

「お父さんがね。写真を撮るのが好きで、日の出とか夕焼けを撮るのがすごく上手な人だったの」

「そういえば、時彦から君は写真の趣味があると聞いたけど」

　もう、カメラで撮ることなんてやめてしまった。父の形見のカメラを実家の押し入れの、奥深くに仕舞い込んでずいぶん経つ。

　写真家になろうと思っていた時期もあるけれど、芸術系の大学は学費がびっくりするくらい高くて、とてもではないが通えそうになかった。

　奨学金はできるだけ少なく済ませたかったし、母に無理は言えない。実際、すでに無理をしていたから倒れてしまったのだ。安定した仕事について、母を安心させてあげるのが大事だろうと思った。

　諦められるくらいの夢、だったのだ。

「次の就職先は、その趣味を生かせるところにするのか？」

「ううん。もう趣味ともいえないし、堅実な会社に勤めるつもり」

「もう趣味じゃないのか？」

「うん。いまはスマホで撮るくらいかな」

　ちらりと皐弥さんが目を向けてくる。

「そうか。いつか俺にも見せてくれ」

「ダメダメ。素人の写真なんて見せられるわけないでしょ」

「そんなことはないと思うけど」

「親戚の写真なんて見せられても困るでしょ」

「ああ……それはたしかに。どう反応していいかわからないな」

「そういうこと！」

　時彦くんがデータをほしがるのは親戚の子の成長を喜んでいるからだ。全然関係のない皐弥さんが見たって変な空気になるだけ。

　ぎゅううっと皐弥さんの手を握り返すと「わかったわかった」とあしらうように、だけどすごく優しい声で笑ってくれる。

　心が少しずつ動かされてしまう。引き寄せられるように、彼のそばにいたがってしまう。

　好きになったところで、いずれは終わる関係。それに、私のこの気持ちはただの憧れなのではないだろうかとも思う。

　異性と関わることがほとんどなかった私には、その区別がつかない。ふわりと包み込んでくれる彼の優しさに、父親という存在を重ねているだけなんじゃ――。

　ふと思考に沈みかけたが、皐弥さんに手をくいと引かれ、顔を上げる。

「もう着く」

　目の前には、荘厳な建物があった。外壁が白いせいだろうか、この時間でも目を引かずにはいられない佇まいをしているのだ。あと、圧があるくらい高い。数えるのも難しそうだが、二十階……三十階くらいあるかもしれない。

　あれ、どこへ連れてこられたんだろう。

　首をひねっていると、車が建物の正面に停まった。アンティーク調の門があり、それが開くのを待っているようだ。

　このあたりで、だんだん落ち着かなくなってきた。ホテルに来たのだろうか。マクシアリードホテルではなさそうだけれど、そこに匹敵するくらいの存在感と高級感がある。

　門が開くと、車が敷地内へ進む。アプローチを通り、車寄せをくぐったところで停車した。スタッフはいないが、運転手がすぐに後部座席へ回ってきてドアを開いた。

「降りようか、燿良」

　呆然とする私を、皐弥さんが促す。

「たっ、皐弥さん。私、おしゃれなドレスは着てきてないよ」

　今日は普通に会うだけだと思っていたから、オフィスカジュアルくらいの格好しかしてきていない。マクシアリードホテルのようにドレスコードが緩めだとしても、たぶんこれじゃだめなやつだってわかる。ブラウスにスカートって大丈夫だったっけ？

　あまりないセレブ知識を引っ張り出しながら混乱する私を見て、皐弥さんが笑う。

「君がおしゃれをしてきれいに、可愛くしてくれるのは歓迎だが、ただ家に来るだけでそんな気合いはいらないだろ」

「家……」

　車内から後ろを振り返った。たしか、常緑樹の植えられた庭があった。花も咲いていたような気がする。あと、庭がすごい広い！

　いや、でもそれくらい普通に――。

　噴水が突然吹き出して、首を思い切り左右に振る。ないないない。普通にないよ、噴水常備の庭付きなんて！　維持費どれだけかかるのよ……！

「皐弥さん。ここ、ホテルだよね？」

「家だけど」

「貴族のお城？」

「さすがに建物全部が俺の家じゃない」

　真面目に答えてくれるけど、そういう返答はちっとも期待してなかった！

「私、マクシアリードホテルでも子鹿みたいにぷるぷるして入ったんだよ」

「それは可愛いな。とりあえず降りようか」

「心の準備もなく入れないんだよ！」

「部屋に着くまでに準備をすればいい。ほら、行こう」

　ずるずると引き摺られるように車を降りる。車は無情にも走り去ってしまい、その後ろ姿を見送ったが、そこは大きな問題ではない。

「本当にここが家なの？」

「そうだ。二人でゆっくり話したいって言っただろ」

「言われたけど、もっと別の場所があったよね……！　ほら、ホテルとか、個室のあるお店とか……」

　見た目だけはホテルだけど！

「連れていくのは簡単だが、費用は折半なんだろ？　俺は極力燿良に金を出させたくない。となると、家しか思いつかなかった」

　膝から崩れ落ちて頭を抱えたい。

　そりゃあ、費用は折半にしてほしいと言ったし、あまり高いお店にばんばん連れていかれるのも困るのだが、だからって家って。

「皐弥さん。会って二度目の相手を家に連れていくのはどうかと思うよ……」

「時彦の親戚だろ。あいつが紹介したんだから、大丈夫だろ」

「時彦くんへの信頼はわかったけど、私が善人とは限らないじゃない」

　彼が、意味がわからないと言いたげに首をひねる。なんでわからないのよ！

「ほ、ほら……家を教えたらつきまとうかもとか……」

「そういうものじゃないのか？」

「違う！　どんな生き方してきたらそれが普通になるの!?」

「合い鍵を勝手に作って入られたときはさすがに困ったな。未発表の企画書類もあったから」

「違うの。そこじゃないの！　っていうか、それって不法侵入じゃん！」

　頭を抱えて地面を転がりたくなってきた。

「ああ……もちろん警察にも弁護士にも相談をして対応はした。鍵も替えた」

「うん。それは正しいけど、大きく方向が間違ってるの」

　どうしよう。皐弥さんと価値観が合う気がしないよ。話しているとどっと疲れる瞬間がけっこうあるんだけど。

　こめかみを押さえて、どうやってこの人の明後日あさってな価値観を矯正するべきなのかを考えてしまう。私がとやかく言うことじゃないんだけど、危なっかしい。

「合い鍵を勝手に作られるのは困るから……燿良、これ」

　彼がポケットを探ってなにかを握り締めた手を差し出してくる。反射的に両手を出すと、ちゃりんと金属がぶつかる音がした。手のひらを見てみると鍵が乗っている。

「い、一応聞くけど、どこの鍵？」

「俺の家の」

「だから、違うんだってば！　なんで、作られたら困ることはわかったのに先に渡しちゃうのよ！」

　地団駄を踏んでしまった。皐弥さん、話が通じないんだけど！

　ぐいと鍵を突き返すと、彼は本当に困った顔をする。全然受け取ろうとしないから、ジャケットのポケットにずぼっと押し込んだ。

「ジャケットのポケットにものを入れるな」

「受け取らない皐弥さんが悪いんでしょ」

　彼が顎をさすりながらなにかを思案しはじめた。なんか、よからぬ場所に着地しそうだ。

「も、もうね……二人になるなら車の中でよかったよ。運転手さんいたけど、ここまできたら気にならないよ……」

　くてんと肩を落として腕をぶらぶらしていると、皐弥さんが私の手を掴んだ。

「俺には燿良の言うことがよく理解できないから、君が選ぶのがいい」

「わかりやすく言ったつもりだよ！」

　もうっ、と文句を言いはしたが、彼の手に引っ張られてエントランスをくぐってしまった。

「皐弥さん、話を聞いて」

「聞いてる。でも君があれはだめ、これはだめと言うから、なにならいいのか教えてほしい」

「普通でいいんだよ。家へ行くのは恋人になったあとだし、鍵を渡すのはもっとずっとあと！」

「でもそれだと、燿良と二人きりになれない」

「個室のあるお店とか、ホテルがあるでしょって、またそこから始めるの!?」

　エントランスでぎゃあぎゃあ騒いでしまって、警備員さんが不審そうにこちらを見てくる。なんで皐弥さんってこんなに話が通じないの。

「それだと燿良に金を出させることになるから嫌だと言ったはずだ」

「そこは皐弥さんが譲歩してよ」

　ぐいと腕を引かれ、エレベーターに連れ込まれそうになるので、柱を必死に掴んだ。もう、本当になにやってるの私。

「……車なら、いいんだな？」

「いいよ。もう、それが一番健全だと思えてきたよ」

「……わかった。とりあえず、ここで騒ぐのはまずいから上まで行くぞ」

　さすがに警備員さんが通報しかねない光景だ。おそらく、皐弥さんが住人だと知っているから踏みとどまってくれているだけだろう。

　やむを得ないかと諦めてエレベーターに乗った。静かに上昇していく中で、私は一人で疲れ果ててしまっていた。なんか、先が思いやられそうだ。

　げんなりしていると、フロア表示を見上げていた皐弥さんが突然吹き出した。

「……なにか面白かった？」

「ああ。あんなに嫌がられたのは初めてだ」

「嫌っていうか、いろいろ重たいよ……」

「恋人になら、鍵を渡してもいいかと思ったんだ」

「だめだからね。私は恋人役なんだし。……なんか、皐弥さんってころっと騙されそうで心配だよ」

　彼が振り返る。ヘトヘトになった私を見てまた笑ったあと、ぎゅっと抱きしめられた。

「時彦がどうして燿良を紹介したのか、わかった気がする」

「暇だったからだってば」

「それでも、俺を相手に迂闊な人間は紹介できないと、時彦ならわかってる」

　さらに腕に力を込められ、しばらくは抵抗していたが諦めて身を委ねた。彼の腕の中は落ち着く。温かくて、居心地がよくて、このままずっとくっついていたくなる。

　胸元に頬をすり寄せると、頭をぽんと撫でられた。

「……なに？」

「恋人らしいことをしようか、燿良」

「……え？」

　頭に乗せられた手がそのままわずかに力を込めて、頭を押さえると顎を突き出すように仰のけにされる。影が落ちて、目を見開いた瞬間には唇に彼の唇が重ねられていた。










[image: ]










「……っ、ん……」

　彼の胸をぐいと押し返したが、さらに抱き込まれて身動きが取れなくなる。

「んっぅ……」

　唇を擦り合わせて角度を変えられ、隙間なく塞がれて息ができなくなった。逃げようと頭を左右に振ると、頬をそっと撫でられ、唇を薄く開くように促される。

「燿良、口開けて」

「え……」

　ぺろっと唇を舐められて首をすくめる。

「嫌か？」

　首を横に振った。嫌かと聞かれたら嫌じゃない。だけど、ただの恋人役にここまでする意味はあるのだろうか。リアリティを持たせるため？

　だとしても、皐弥さんのような人がここまで踏み込んできたら、相手が本気になると考えないのかな。

　それとも、めちゃくちゃ遊び慣れてるとか……？　こういうのは挨拶みたいなもので、皐弥さんにとっては日常的なこと？

　考えるほど面白くなくて眉根を寄せると、皐弥さんが顔を背けて吹き出した。

「すごい嫌そうな顔してる」

「キスは嫌じゃないけど、なんか……いろいろと考えたら不健全な気がしてきた」

「俺と燿良は健全なお付き合いをしてると思うけどな」

　ちゅっとキスをされると、今度は遠慮なく舌が押し込まれた。

「ん……っふ……」

　口内を舐められ、まとわりつくように舌を絡め取られて、初めての感覚に頭がくらくらする。

　腰を強く引き寄せられてさらに深く侵入されると、膝から崩れ落ちそうになった。

「燿良……」

　皐弥さんの腕がしっかりと抱き留めてくれたけれど、自力で立っていることは不可能だ。彼の胸に寄りかかって、荒くなった呼吸を整える。

「平気か？」

「あんまり平気じゃない……キスってもうちょっとこう……可愛い触れ合いかと思ってた」

　息は苦しいし、頭はぼうっとするし、なんだか変な気分にもなる。想像していたものと全然違った。

　はぁ、と大きく息を吐くと、皐弥さんにきつく抱きしめられる。

「……ごめん。こんな場所ですることじゃなかったな」

「そうだね。人目はなくてもあんまりよくないね」

　でも、本当に嫌じゃなかった。場所が、とか付き合っているわけじゃないのに、とか思うこともあったけれど、それよりも皐弥さんと触れ合ってみたいと思ったのだ。

「気をつける」

「キスはしなくてよくない？」

「燿良が嫌じゃないなら、俺はしたい」

　エレベーターが指定した階層に到着する。ポンと音が鳴って扉が開くと、彼に手を引かれて降りた。

「嫌ではないけど……」

　ごにょごにょ口ごもりながらフロアを見る。

　まるで、ホテルのロビーのようだ。目の前にはソファが置いてあって、天井には大きな天窓がついている。昼間はたっぷりと日差しを受けて、きっと照明なんていらないだろう。いまだって、星が見えていてきれいだ。

「わぁ……すごい……」

　足元には高級そうな絨毯が敷かれていて、足音を吸い込んでしまう。

　エレベーターの正面に扉があって、手前にはスタッフとおぼしき人の姿が見えた。

「あの奥が俺の部屋」

　どうやら、来訪者はスタッフに声を掛けないと皐弥さんの部屋には通してもらえないようだ。だとすると、あのスタッフはコンシェルジュといったところか。

「このマンションって、どこもこういう造りなの？」

「いや。この最上階だけだ。雪井商事が分譲で販売していたマンションだったから、多少無理を言ってワンフロア買い上げて改装した」

　目眩がしそうだ。

　このマンションの正確な立地まではわからないのだが、駅からも近いし、セレブが集まる住宅街としても有名だったはず。

　そんな場所にあるマンションを、ワンフロア買い上げて改装したって……。

「ちなみに、あのコンシェルジュは雪井商事が専属で契約をしている会社の社員だ。普通のコンシェルジュだと聞いてもらえない無理を通してもらってる」

　すごい無理言うじゃん。雪井の名前使い放題じゃん。

　お金持ちの御曹司ってこういうものなのかな、と遠い場所を見つめて放心していると、皐弥さんに腕を掴まれた。

「燿良、こっち」

　ぐいと手を引かれて進んでいく。

　コンシェルジュが皐弥さんを見て会釈をしたのが見えたが、それになんの感情を抱く暇もなく奥へと入った。

　ドアを抜けると、部屋とおぼしき扉がひとつ見える。壁紙や絨毯はエレベーターフロアと変わらないが、明らかにここだけ空気が違う。

　静謐な空間にある、不可侵の領域のような場所。

　ごくりと喉を上下させると緊張が押し寄せてくる。

　たったひとつの扉を目指して歩いていくと、彼が足を止めてドアを開けた。

「入って」

「お、お邪魔……します……」

　部屋の中を見るのが怖くて、おずおずと玄関に入ると尻込みする暇もなく腕を引っ張られた。慌てて靴を脱いでついていくと、皐弥さんがリビングにある棚を探し始めた。

「あ、あの……皐弥さん……私、緊張する時間がほしいよ……！」

「あ、あった」

「聞いて!?」

　なにを見つけたのかはわからないが、彼が話を聞く気がないことはわかった。

　こめかみを押さえて頭痛がしそうな気配を押し込めていると、皐弥さんが私の前に戻ってくる。そして、手を取られてなにかをぎゅっと握らされた。

　手を開いてみる。鍵が乗せられていて、ついさっき同じようなやりとりをしなかったかなと既視感にうなだれた。

「ねえ……家の鍵って……」

「下の部屋の鍵だ」

「どこをツッコんだらいい？」

　皐弥さんの部屋の鍵じゃないからいいと思ったのだろうか。下の部屋の鍵をなぜ持っているのだろうか。というか、どうして私に渡すの？

「予定をキャンセルした反省から、燿良が近くに住んでいればいいかなと思ったんだ」

「思わないよ……？」

「同じマンションに住んでいれば、いつでも会いに行ける」

「私、こんな高そうなマンションに住むほどお金持ってないからね……!?」

「必要ない。俺が買ったものだし、俺のものを君に贈るだけだ」

　頭がぐらぐらする。話が通じないと思ってたけど、この人、なんかぶっ飛んでる。たぶんネジが一本外れてる！

「お、贈るって……」

「プレゼント」

　言葉の意味がわからないわけじゃない！

　天井を仰ぎ見て、どうしようかと放心してしまう。

「全然いらない……」

「生活に必要なものは適当に入れて、こっちへ請求を上げてくれればいい」

「聞いて」

「あと、車なら燿良と会いやすいみたいだから、適当に選んで。パンフレットが必要なら、その辺にあると思う」

「皐弥さん、ちゃんと話を聞いて！」

　ぐいと彼の腕を掴むと、相変わらず不思議そうな顔で私を見下ろしてくる。なんでここでそういう顔になるのよ。

「……ブランドものの服やバッグのほうがいいか？」

「違う！」

　即答で否定してしまったが、気持ちを宥めて深呼吸した。

「あのね。私はこういうものはいらない」

「なぜ？」

　心底不思議そうな顔をするから困ってしまう。この人はたぶん、悪気なくやっているのだ。こういうものを贈れば喜ぶと思っている。

「ちっともうれしくないからよ」

「俺がそばにいてほしいと思った。だから近くにいてもらうために住む場所を提供する。それのなにがいけない？」

　皐弥さんはなんでも持っている人だ。お金も、地位も、名声も。それでも――それだからこそ欠落しているのだ。多くの人がよしとする感覚を持っていない。

　たしかに、高価なものには憧れる。立派な家も、高級車も、リッチな暮らしも、一ミリも憧れないかと言われたら嘘になってしまう。だけど、それを突然だれかから与えられたいわけではないのだ。

「あなたのやってることは、私を侮辱してるの。私が必死で作った生活を、あなたの持つ財力や地位でむりやり塗り替える行為なの。それを喜ぶような人間だなんて思わないで」

　少しきつく言いすぎたかもしれない。驚いたように、皐弥さんが目を見開いた。

　でも、その反応を見てわかった。本当にこういう感覚がなかったのだろう。

「私は皐弥さんのようなセレブじゃないし、いまは仕事もしてないし、仕事をしてても毎月生活は苦しいけど、自分の力で生きているプライドは持ってるつもり」

「……すまない。君を侮辱したかったわけじゃない」

　わかっている。彼はよかれと思ってやっているのだ。それを喜ぶ人ばかりがそばにいるのだろうから、仕方のないことかもしれない。

「もっと私の話を聞いて」

「わかった」

「もっと歩み寄ってほしい」

「気をつける」

　神妙な顔で頷く彼を見て、不思議だと思った。

　彼なら、こんなことを言われたら私を追い出して、恋人役を解消するくらいしてくるのではないかと思ったからだ。

「このマンションには住まない。それでもいい？」

「……それだと燿良と会える時間が減る気がするんだが……」

「仕事をしてると、それはやむを得ないと思うんだけど……」

　彼は仕事をしているし、私もそう遠くない時期に再就職をするつもりだ。社会人同士がお互い時間を作るのは決して容易なことじゃない。

　皐弥さんが真剣な顔で思案しはじめる。まだなにかプレゼントしようと考えているのだろうか。

　なにを言われるのだろうと身構えた。

「……君は前職、なにをしていた？」

　想定していなかった質問に目をしばたたかせる。

「広告代理店で営業をしてたよ。最後は倉庫掃除だったけど」

「営業の経験があるのか。そういえば、そこそこ大きな企業に勤めてたって時彦が言ってたな」

　皐弥さんが再び思案しはじめて、スマホを取り出した。そのまま私から距離を取ってだれかに電話を掛けたあと、メッセージを何度か送っていたようだ。

　程なくして彼が戻ってくる。

「燿良。これは押しつけではなく、提案なんだが」

「……うん？」

「うちの採用面接を受けてみないか？」

　首をひねった。突然話が飛んじゃう人だな……。

「えっと……皐弥さん？」

「うちの会社の広告は、これまで広告代理店に丸投げしてたからコスパが悪いんだ。化石みたいな役員が持つ古い考えの上に成り立ってるから、もっと新しい方向に舵を切りたい。いま、新規事業のチームを立ち上げている最中なんだが、広告業界の経験者がいるなら、ぜひうちへ来てほしいと思ってた」

　たしかにこれは、提案だ。しかもスカウトという形の。

「でも、私の経歴じゃ雪井商事みたいな大企業は無理だと思うんだけど……」

「だから、採用面接を受けてほしい。君の能力が知りたい」

　選ぶのはあくまでも企業だ。私は、ただ門戸を開いてもらっただけ。

　だとしても、この待遇は異例すぎる。

「あの……断るという選択肢は……」

「断ってもいい。だが、贔屓目を抜きにしても雪井商事は魅力的だと思うけどな」

　それは間違いない。私ではどう足掻いたって就職できない大企業だ。叶うなら働いてみたいけれど。

「私じゃ、希望に添えないと思うよ。ほら、職務経歴だって知らないでしょ？」

「だから面接をする」

「広告代理店で働いてたって言っても、全然別の業務だよね？」

「勝手はわかるだろ」

「それは皐弥さんだってそうでしょ。ある程度の想像はつくよね」

　そこまで言うと、皐弥さんが首をひねった。

「まさかとは思うが、雪井商事に来たくない？」

「機会があれば行きたいけど、いまのところはそのまさかだよ！」

「……なぜ？」

「な……ぜ」

　額を押さえた。雪井商事はどこからどう見ても一流企業で、多くの人が就職をしたいと思うだろう。皐弥さんが断られるはずがないと考えるのは真っ当だと思う。

　だけど、ただ広告代理店で働いていたというだけで、採用面接を受けてみろと言われたら逆に警戒する。私のことをなにも知らないのに、採用したいなんて発想がそもそも普通じゃない。

　あと、数年働いてみて思ったが、広告代理店はきついのだ。体力的とか、精神的とかの話ではなく、やっぱり写真や写真家を見ているのがつらかった。

「雪井商事は給料いいぞ」

「そうだと思うけど」

「なにが不満だ？」

　必死に考えた。雪井商事という好条件をどうやって断るか。

「あっ。私ね、前の会社では歩合給を生きがいにしてたの。雪井商事はそういうシステムは……」

「ある。社員の努力を最大限労う方法だろ」

「あるんだ!?」

「なんでないと思うんだよ」

　それもそうか。雪井商事の給料がいいのはそういう歩合制度も込みのものかな、と思ったのだ。

「……あれ。めちゃくちゃ営業頑張ったら、ビールを気兼ねなく飲める？　スルメも高いやつが買える？」

　だとしたらすごいハッピーな気持ちになれるんじゃないだろうかと思ったところで、皐弥さんがぶほっと吹き出した。

「え、なんで笑われたの？」

「ビールとスルメが好きだっていうのは本当なんだなと思って」

「え、え……」

「好きなだけ飲んで食べろ。心の声がダダ漏れになるくらい好きなら、俺も差し入れるから」

　そこまで言われて顔がみるみる熱くなった。全部、胸の中で呟いていたつもりなのに、口から出てたなんて思わなかった！

「いまのは聞かなかったことにして……すごい恥ずかしい！」

「だったら、うちの面接を受けろよ。それで手を打とう」

「なんで皐弥さんが譲歩したみたいになってるの!?」

　ここまできてしまうと、皐弥さんが引き下がってくれないことは私にもわかった。にやりと笑われて「どうする？」と聞かれたら、もう頷くしかなさそうだ。

「……皐弥さんとの関係は秘密にしてくれる？」

「不本意だが、君が前向きに検討をしてくれるなら、俺たちの関係は秘密にしておく」

「だめだったらちゃんと不採用にする？」

「する。悪いが、仕事をする仲間には相応の能力がほしい」

　このあたりはちゃんと線引きができる人でよかった。副社長という肩書きは、きっとコネで得たものではないのだろう。

「じゃあ、面接を受けるだけでもしてみようかな。憧れだったんだよね、雪井商事」

　不採用になるだろうけれど、試してみるくらいはしてみたい。

「わかった。日程の調整をするから、少し時間がほしい」

「うん。準備して待ってるね！」

　それからひと月後、面接試験がおこなわれた。

　どんな基準だったのかはわからないが、採用通知をもらった日、真っ先に皐弥さんに連絡をしてしまって、彼に電話口でしばらく笑われてしまった。

















三












　雪井商事のオフィスビルは、地下鉄銀座線の虎ノ門駅近くにあった。

　十五階建てのビルで、一階にはコンビニやカフェが、その上のフロアにはレストランが入居している。三階は資料展示フロアで、そこまでは一般の人が自由に立ち入り、利用できる場所となっていた。

　私が所属する営業部は五階にあるのだが、入社してから二週間。最上階にある副社長室から秘書室、さらにその階下にある広報宣伝部に総務、経理と走り回っていた。

　最初の一、二ヶ月は社員に顔を覚えてもらうため、まずは総務に配属をし、雑用を任せると皐弥さんに言われていたので、このあたりはわかっていたことだ。でも、建物が横に長いせいか、移動が大変だ。

　だいたい、セキュリティが難しすぎるのだ。そのうえ部屋の見分けがつかない。部屋番号はあるけど部署名はないし、どこも似たような造りをしているので感覚がおかしくなってくる。うまいたとえは思いつかないが、砂漠に放り込まれた気分とでもいうのだろうか。会社で迷子だ。そして、いまも絶賛迷子中だった。

「第六会議室ってどこよ……もう！」

　そこへ書類を持っていってくれと頼まれたのだが、全然場所がわからない。途中ですれ違った社員に聞いたが、「第六だから六階じゃない？」と言われてぐるりと散歩してエレベーターホールに戻ってきてしまった。仕方がないので一番近くにあった部署に立ち寄って聞いてみると、「上だったんじゃないかな」と言われてまだ探していない十階まで移動し、ここも散歩して終わってしまったのだ。

　私、この会社で遭難する……。

　皐弥さんに聞いてみようかと思ったけれど、彼はいま外回りに出ているので気安く電話はできない。どうしよう、と窓から見える景色を眺めた。

　今日は天気もいいし、お昼は屋上テラスで優雅にランチを楽しみたい。が、私はいま迷子中だ。

　秘書室なら確実に場所を把握しているだろうし、私が迷わずにたどり着ける場所ではあるのだが、副社長室へ行くことが多いからか、秘書さんからよく思われていないようだった。対応はしてくれるが、すごい冷たいし、なんだったらちょっと睨まれる。そりゃあ、副社長の用事を私みたいな新入りがしていたら面白くないと思う。

　皐弥さんって特定の秘書をつけていないらしいので、秘書課からしたら副社長の仕事はたとえ雑事でも任されたいと思うのかもしれない。

「……仕方ない。秘書室へ行こう」

　もともとぴりついた空気なので出入りはなるべくしたくないが、ここでいつまでも外を眺めているわけにもいかない。午後の会議で使う資料だと聞いたので、早く持っていかないと。

　はぁ、とため息をついてエレベーターホールへ引き返す。六基のエレベーターが稼働していて、そのうちの一基が降りてくる。最上階からのようだ。

　リン、と到着ベルが鳴ってドアが開くと、中から男性が降りてきた。ドア前を開けて待っていると、その男性が私の前で立ち止まる。

「蓮崎さん……あ、最近入ったっていう？」

　首から下げた社員証を見たのだろう。名前を呼ばれて顔を上げると、爽やかな風貌をした男性が私を見下ろしていた。ベージュのスーツを着て、笑顔のせいか気さくな感じがする。

「お疲れ様です」

　男性の社員証は裏返っていて見えなかったので、無難な挨拶だけを返した。

「うん、お疲れ様。皐弥から新しい営業をこき使ってる真っ最中だって聞いてたから、いつ会えるか楽しみにしてたんだ」

「え……？」

　内容よりも、言い方。こき使ってるって。

　唇を尖らせると、男性が明るく笑い飛ばした。

「俺は片市ひらいち秀介しゅうすけ。皐弥とは学生時代からの友人だよ。あ、時彦とも知り合い」

「そうなんですね。私は蓮崎燿良といいます。よろしくお願いします」

　当たり障りのない挨拶をして、ドアの閉まるエレベーターを見る。

「いまもお遣い？　今度はどこに行くの？」

「第六会議室という、どこにあるのかわからない会議室です」

　すると片市さんがぶほっと吹き出した。

　なにが面白かったのだろうと首をひねる。

「皐弥から頼まれたの？」

「はい。午後から使うから急ぎで、と」

「急ぐならちゃんと場所は教えるべきだよね。その会議室って、営業部の中にあるから他の会議室みたいに見つけられないんだよね」

　片市さんがこっち、と手招きしてくれたので、彼のあとについて歩いて行く。部屋番号もなにもない扉の前にやってくると「ここだよ」と教えてくれた。

「どうしてわかるんですか……？」

「えー？　部屋番号？」

「ここ、部屋番号ないですけど！」

「その番号がないのが目印。ここ、仮設部署だから。新規事業の立ち上げだしね。通称、第六営業部」

　そういえば、皐弥さんがそんなことを言っていた。だから、私に面接の機会をくれたのだ。広告業界の経験者がほしい様子だった。

　とはいえ、私が戦力として使ってもらえるのは当分先だろう。

　片市さんが扉を開けながら話を続ける。

「いまはデザインのわかる人を探してるんだよね。いままで代理店に丸投げだったから広告なんて作ったことなくて、いまいちでさ」

　決して広くないスペースにいくつかの机が置かれている部屋を、片市さんに案内されるまま進んでいく。無機質なくらい真っ白の壁が仮設感を醸し出しているのは、ここが元は会議室だったからだろう。

　片市さんが自分のデスクとおぼしき場所まで来ると、スリープモードにしていたパソコンを起動させ、デザイン画面を開いた。

「これ、ちょっと見て。なにか思うことがあったら試してみたいから教えてくれる？」

　画面には、女性モデルが使われた写真が写っている。

「これは……リップの広告ですか？」

「そう。新規事業はコスメを扱う予定でね。それを見据えた広告を試しに作ってみようってなったんだけど、いまは全員素人だからさ……この写真もストックフォトだしね」

　うなだれる片市さんを見たあと、試作したというデザインをもう一度見た。

　口元がとてもよく際立っているし、それが嫌味になっていないのでいいと思う。

「……画面を寄せてみたらどうでしょう？　いまのままだと余白が多いのかなって思います。だから、思い切って唇をアップにするのはどうでしょうか」

「トリミングするってこと？」

「そうです。そこに特別な情報がないなら、切っていいかなって」

「……なるほど。もうちょっと付き合って」

　ぐいと腕を引かれ、片市さんの隣に座らされる。片市さんが写真をあれこれと触り出すので、つい「少し斜めに」とか「もっと拡大して」と口を挟んでしまったが、大丈夫だっただろうか。作った人が気を悪くするように思うのだけれど。

「あの、片市さん。私、出しゃばりすぎたかもです」

「全然そんなことないよ。みんなで試行錯誤していこうってのが第六営業部の方針だから、だれでも、なんでも言っていいんだよ」

「……そうですか？　本当に大丈夫ですか？」

「心配性だなぁ」

「私、まだ入社二週間の新人ですし」

「だけど、デザインはすごくよくなった。皐弥に、ちゃんとこっちに配属してもらえるように言っておくよ」

「はい……！　そのときはよろしくお願いします！」

　役割が与えられるのはうれしい。ちゃんとした仕事は前職で総務に異動する前以来だから、一年半ぶりくらいだろうか。いまから楽しみだ。

「あ、その会議資料はそこに置いておいて。あとで見るから」

　言われるまま、片市さんの机の端に書類を積む。手をひらひらと振られて第六営業部をあとにした。






　その日の就業時間間近。副社長室に呼び出されて憂鬱な気持ちになった。

　副社長室に行くためには秘書室に声を掛けないといけないのだが、その空気の重さたるや。私が歓迎されていないことはわかるが、だからって重苦しい空気を受け入れられるわけじゃない。

　皐弥さんの用事だろうから仕方がないけれども。

　肩を落として猫背になりながら秘書室へ立ち寄る。そこで呼び出された旨を伝えると、やっぱり女性秘書にきつく睨まれる。気持ちはわからないでもないけど、この対応はどうなのか。

　微妙な気持ちになりつつ秘書室を出て副社長室まで向かう。扉の前に立ち、ノックすると中から入室を促す声が聞こえて、扉をそっと開けた。

「蓮崎です。お呼びでしょうか」

　執務机に向かって座る皐弥さんが手招きをする。

　副社長室の椅子って、一度座ってみたいのよね。高級な革張りで、座り心地が良さそうで、ちょっと憧れる。

「今日の仕事は終わった？」

「資材運搬も終わりましたし、定時に帰る予定です」

「だったら一緒に帰ろうか」

　そこでうっかり「えぇぇぇ……」という声と表情が出てしまった。

「嫌がるなよ」

「会社から一緒に出るのはちょっと。関係は隠してくださるという約束でしたよね？」

「秀介――片市部長から、蓮崎さんを労ってあげてほしいと言われてるんだ」

　片市さん、責任者クラスなんだろうなと思っていたけど、部長なんだ。皐弥さんや時彦くんと友人だと言っていたから、同い年くらいかな。皐弥さんはコネ入社なんてしないだろうし、させなさそうだし。彼も、片市さんも相応の仕事ができる人なのだ。雪井商事は若い人がちゃんと出世できる社風なんだな。

「副社長。労ってくださるならお疲れ様、くらいでいいんですよ？」

「それは労ってないだろ」

「労ってるよ！」

　思わず素が出てしまったが、なぜその一言が労っていないと思うのだろうか。

「一応聞きますけど、副社長はどう労ってくださるおつもりで……？」

「この間行った、マクシアリードホテルのフレンチでもいいし……」

「たしかに初回は全然記憶に残ってないからまた行きたいなとは思ったけれども！　なにで労われるのかもわからないのに受け取れません！」

　皐弥さんが首をひねる。

「秀介からは、いいデザインになったのは君のアドバイスのおかげだからと聞いている」

「あー……」

　資料を届けたときに口を出してしまったあれか。でも、それでフレンチは重い。なにが重いって、スケールが。

　高級フレンチなんて特別なデートで利用するお店でしょ……。

「なにか希望があるなら聞く。なにがいい？」

「フレンチではないほうがいいですね。……えぇっと……」

「この間選ばなかった車でもいいし……」

「だったらフレンチのほうがいいよ！　でもそれだと重たいんだってば！」

　彼が子どもみたいに椅子を右へ左へ振りながら、思案顔をする。

「マンションもいらないんだろ。ブランドものの服やバッグにするか？」

「だから、それはいらないってば」

　憧れはするけれど、自分で稼いで自分の身の丈に合ったものを買いたい。人に買ってもらってもうれしくないのだ。

「今日、営業の移動中に思ったんだが、マンションがだめならアパートをまるごと借り上げようか？」

「なんで全部借り上げちゃうのよ！　普通に一室だけ借りようよ！」

「それなら受け取ってくれるのか？」

「受け取らないけれども！」

　本当に、このあたりの感覚がすごくおかしい。どうしてマンションや車を贈りたがるの。

「装飾品でもいいぞ。ダイヤモンドとか好きか？」

「重たいよ……思いつきのアイデアでダイヤモンドは本当に重たすぎる……」

　しかも、彼はぜひ贈りたいという感じではなく、適当に列挙しているように見える。

　肘置きに手を突いて真面目に思案してくれているけれど、そこまで悩むことじゃない。

「缶コーヒー一本とか、チョコひとつとか……そういうのでいいんだよ？」

「そうか。なら最高級品を取り寄せ――」

「自販機とかコンビニで買おうよ！」

　思わず机をダムダム叩いてしまった。なんで高いほうに振り切るのよ、この人。

「燿良……そんなに叫んで疲れないか？」

「疲れてるよ。仕事より疲労困憊だよ」

　もう、ぐったりしてしまった。ふらふらとソファに座り込んで、いまはまだ仕事中だったなと思いはしたが、取り繕うだけの気力はない。

「人の目がなくてよかった……こんな態度で皐弥さんに接してたら、絶対他の社員に怒られてた」

「俺が不愉快じゃないのに、勝手に君を怒る連中の気が知れないけどな」

　彼は、そういうところに寛容だ。私がこんな態度を取っても怒らないでいてくれる。それどころか、面白がっているように見える。

「……女性は、そういうものを喜ぶんじゃないのか？」

「え？」

「レストランを貸し切りにしたり、ブランドの新作を渡したりすると機嫌がよくなる」

　眉根を寄せた。たしかにそれを喜ぶ女性はいるだろうけれども……。

「ジュエリーは特に喜ばれるし、マンションや車も普通にねだってくるものだろ？」

「普通って……」

　額を押さえて、少しだけ納得ができた気がすると一人で頷く。

　チープなものでは失礼に当たる世界に生きる彼は、相応のものしか差し出すことを許されない。そして、皆彼にその高価なものを求める。

　……ってことなんだろうな……。

「皐弥さん。私、行きたいところがあるの」

「どこだ？」

　むふっと笑うと、皐弥さんが若干引いた気がした。が、かまうものか。

「一緒に会社を出るのはまずいから、待ち合わせをしましょ。新橋駅で待ってるね」

「……わかった。時間をずらして行く」

「うん。じゃああとでね！」

　最後は社員と副社長という体ていをしっかり取り繕って、皐弥さんに一礼して部屋を出た。営業部へ戻り、荷物だけ持って退社する。

　社屋からぞろぞろと出ていく人の波に紛れて、流されるように駅へ向かって電車に乗った。

　最近は皐弥さんとゆっくり会えていなくて、二人で出掛けるのは久しぶりだ。彼は私が想像する以上に忙しい。

　その間に私は会社近くで行きつけにできそうなお店を探していた。味のある店構え、美味しいビール、料理も美味しいお店となるとすぐには見つけにくいのだが、新橋駅近くでいいお店を見つけたのだ。

　弾むような足取りで電車を降り、改札を抜けて出入り口付近で皐弥さんを待つ。一緒に会社を出てもよかったのだが、なるべく会社の人には見られたくない。

　彼はおそらく車で来るだろうと大通りをそわそわ見ていると、一台の車が路肩で停車した。シルバーの車だ。

　もしかしてと思って見ていると、後部座席から見知った人が降りてくる。

　すぐにスマホを取り出して、その人にメッセージを送った。その人が、スマホを確認して私の姿を捉えるまで三拍。

「皐弥さん！」

　彼に駆け寄ると、少し困惑して見えた。

「乗るか？」

　車を示されたが、首を横に振る。

「すぐ近くなの。時間かかると思うから、迎えに来てもらうか、タクシーで帰るのがいいと思う」

「わかった」

　意外と素直に従ってくれるなと思いながら、運転手に声を掛ける彼を見つめる。

　私は、皐弥さんが提案してくれるお礼を断り続けてきた。あれはもう、お礼のレベルを超えている。しかも、彼が無理をして提案しているのではなく、ごく当たり前のことのように差し出そうとするので、生活水準が違いすぎると思い知るのだが、逆は言えないだろうか。これから私が案内しようとしている店は、彼にとってものすごく居心地悪いものだったらどうしよう。楽しんでもらえればいいけど、つまらなそうな顔をされるとやっぱり落ち込む。

　……皐弥さんも、私がうれしそうに受け取らないからがっかりしたかな？

　いや、でも「ありがとう」とにこやかに受け取れないよ。マンションとか車とか、妥協したふうに見せたアパート一棟買いの提案なんて。

　でも、そういうことができて、することを許される立場の人なんだなぁ……。

「燿良？」

「あ……ごめん。考えごとしてた」

　視界に彼の顔が映ってようやく我に返り、周囲を見た。車はすでに帰ったようだ。

「それで、どこへ行くんだ？」

「あの……気に入らなかったらちゃんと教えてね？」

「善処はする。でも、燿良が俺を連れていきたいと思った場所なんだろ？　楽しいと思うけどな」

　どうかな。本当に大丈夫かな。

　迷っても仕方がないので、皐弥さんを目的の場所へ案内する。

　駅から線路に沿って歩いて行くと、ガード下に軒を連ねるお店が見えてくる。近くにも飲み屋はたくさんあるのだが、一度入ってみたくてガード下のお店を選んだのだ。

「燿良はこのあたりにはよく来るのか？」

「ううん。この間、初めて来たの。ここ、好きな雰囲気なんだ」

　赤提灯がぶら下がるお店や、車が一台通るのが精一杯の狭い道。焼き肉屋さんに中華のお店、立ち飲み処と選び放題だ。今日はどこに行こう、と迷うのが楽しいのだが、皐弥さんは深いため息をついた。

　気に入らなかったかな。

「一応聞くが、友達と？」

「一人だよ」

　さらに深いため息が聞こえて、皐弥さんを見上げた。

「……燿良。こういうところに一人で来るな」

「やっぱりこういう場所は嫌い？」

「好き嫌いの問題じゃない。たちの悪い酔っ払いに絡まれたらどうする？　君も酒が入ってうまくあしらえないかもしれない。……そんな状況になったらどうするつもりだ」

　苦々しい声で言われて思案する。ひょっとして、事件に巻き込まれたらまずいから釘を刺しているのだろうか。

「……気をつける」

「本当にわかってるか？」

　顔を覗き込まれ、何度も頷く。

「うん。皐弥さんの迷惑にならないように……」

「そんなことだろうと思った」

　ピンとデコピンをされておでこを押さえながら彼を見る。困ったように笑う顔が、私の想像が間違っていると告げていた。

「なにかあったら迷惑だから言ってるんじゃない。心配だから気をつけてほしいんだ」

「うん……」

「君は男より圧倒的に非力な女性だということを忘れるな」

　何度も頷いた。

　こんなふうに男性から心配されるなんて、初めての経験だ。

「……ありがとう、心配してくれて」

「恋人の特権だろ」

　得意げに笑う彼を見て、頬が熱くなる。ただの恋人役なのに、こんなふうに言ってもらえるのはやっぱりうれしい。

「でも、いまから行くお店、すごく素敵なんだよ。来られなくなるのは寂しい……」

「だったら、また俺を誘えばいい」

　早く案内しろと言いたげに背を押される。

　また一緒に来てくれるのかな。彼には似つかわしいとはいえない場所だと思うけど平気かな。

　少しそわそわしながら、目的の店へ向かう。

　一人で入ったとき、そのガード下のお店をすごく気に入った。

　妙にポップなゾウのイラストが描かれた看板が出ていて、可愛いなぁと思って入ったら強面の店主さんがいてお店を間違えたかと思ったほどだった。実際はとても気さくなおじさんで、看板くらいは可愛くしようと思って業者に頼んだのだそうだ。

　お店のスタッフもみんな親切で、頼んだ料理はどれも美味しかった。素朴で飾らない感じというのだろうか。実家でご飯を食べている雰囲気だ。

　頭上を電車がガタゴトと走っていく轟音は、なかなか味があっていい。最初はびっくりしたが、慣れてしまえば全然気にならなかった。

　店の引き戸をガラガラ開けて入った。

「こんばんはー」

　店内はけっこうな人数を収容できるのにすでに満席状態だ。夕方の早い時間から開いているお店なので、十八時を過ぎたらもう満席ということもあるらしい。

　どこへ案内してもらえるかな、とキョロキョロしていると、カウンター席を勧められた。

　椅子の近くにある籠に上着や鞄を入れてカウンター席に着く。ビールを二つ注文すると、すぐにビールと一緒にお通しが出された。今日はトマトのまるごと酢漬けと胡麻豆腐だ。

「……燿良。これはいろいろと大丈夫なのか？」

　皐弥さんが不安そうな顔をするので、笑ってしまった。気持ちはわかる。

「大丈夫だよ」

「トマトがまるごと出てきてるんだが……」

「酢漬けだよ。食べて食べて」

「もう少し小さくしてくれてもいい気がする……せめてミニトマトくらいで……」

　まさかあの雪井商事の御曹司がトマトに及び腰になるとは思わなくて、ちょっとツボにはまりそうだ。

「大丈夫だって。こういうのはがぶっといくのがマナーだよ」

　知らないけど、と胸中で呟いてお箸でトマトを突き刺し、がぶっとかじりついた。

「よく冷えてて美味しいよ」

　食べて、と促すと、すごく困った様子でトマトをじっと見つめている。やがて観念したのか、割り箸を手にしてトマトに立ち向かっていく。お箸で摘まもうとして、大きなトマトを取り逃がし、再度挑戦する様子を見て頬が緩んだ。このお店のトマトは、規格外となってしまったものを安く卸してもらっているらしく、小さいものもたまにあるようだけれど基本的に大きいサイズに振り切っている。今日出されたものも、挟むのも箸で切るのも難しそうだ。

「燿良、助けてくれ」

「ぶすっと。ばくっと」

「そんな擬音でわかるか」

　ふてくされそうな皐弥さんをよそに、一人でクスクスと笑ってしまった。皐弥さんがむっとした様子を見せる。

「挟むとか摘まむのは諦めて、突き刺すのが手っ取り早いよ」

「突き刺す……」

　マナー的にだめなのだろうが、いびつで大きなトマトを相手にするならそこは諦めてもらうしかない。

「……なんで切って出さないんだ……」

「切ると労力がかかるから」

「それは……そうだが」

　おそらく、店主のおじさんはお客さんがこうして困っている姿を見て楽しんでいるのだと思う。だから、大きなトマトばかりを選んでいる気がした。

「皐弥さん。ここは潔く」

「仕方ない……」

　諦めて、皐弥さんがトマトに割り箸を突き刺した。そのまま、顔を寄せるようにしてばくっとかじりつく。

「……あ。美味いな」

「でしょ。おじさん、きんぴらごぼうと焼き鳥のセットもください！」

「燿良、他におすすめは？」

　皐弥さんの問いに、ちょっとだけいたずら心が覗いた。

「手羽元」

　壁に貼られた手書きのメニューを指さす。手羽元のさっぱり煮は美味しかった。ただ、ちょっとだけ食べるのに苦労する。

「では、それもいただけますか」

　皐弥さんは注文の仕方も上品な気がした。

　彼の座っている席だけ、なんだか高級バーの空気感なんだけど。私、ちょっとオヤジっぽい？

　うぅん、と首をひねっていると、きんぴらごぼうと手羽元のさっぱり煮が出てきた。が、皐弥さんがとても困っている。

「……燿良。一応聞くが、この手羽元はどう食べるんだ……？」

「このお店ではがぶっと。ばくっと」

「だから、擬音じゃなにもわからない」

　困惑しながらお箸で摘まむ彼を見守る。手羽元って、お箸では掴みにくいし、食べるときも口の周りや、ときにはほっぺも汚れてしまう。私はそれくらい食べるのが苦手なのだが、気取らないお店では遠慮もいらないので気兼ねせず食べている。

　彼はどうするのだろうと思ってしばらく見ていたが、やはり扱いづらいようだ。

「皐弥さん。私は気にせず手で食べるよ」

「……え……？」

　お手本を見せるようにお箸で手羽元を一本小皿に取り、それを手で掴んだ。皐弥さんがぎょっとしていたが、かまうものか。

　がぶっと頬張ると、彼は言葉をなくした様子だった。やっぱり手掴みは下品だったかなと思ったけれど、杞憂だったようだ。

　彼は少しの思案をしたあと、手で掴んで手羽元にかじりつきはじめた。

　きっと手で食べるという発想は、彼にはないだろう。せいぜい、パンくらいか。そんな彼が懸命に手羽元と格闘しながら食べている姿は可愛く見える。

「まあ、実際はお行儀悪いんだけどね」

　そう付け足すと、皐弥さんがゴホッと咽せた。

「行儀悪いのか？」

「そりゃあ、手で食べるわけだし。でも、このお店はそれがルールだから」

「……ルールなら仕方ないな」

　そう言って、また手羽元にかじりついている。こんなことをさせてるって秘書課の人たちが知ったら、確実に怒られそうだが、一本存分に味わった彼がふふと笑う。

「どうかした？」

「俺は普段こういう店には来ないから、新鮮だと思って」

　お手拭きで丁寧に手を拭きながら、そんなことを言う彼をじっと見る。楽しそうだ。

「このお店、ボリュームたっぷりなのに安いんだよね。お腹いっぱいになるまで食べちゃう」

「トマトは大きすぎるだろ……」

「まだ言ってる」

　ふふと笑いながらビールジョッキをがしっと掴んで呷る。ぷはっと息をつくと、皐弥さんが小さく笑った。

「豪快だな」

「ビールは遠慮してちびちび飲むものじゃないと思うの」

「それについては同意見だ」

　彼もジョッキを手にして飲み始めたが、豪快とはほど遠い。品がある。

「……いい店だな、ここ」

「ほんと？」

　皐弥さんが私と同じように思ってくれたことがうれしい。彼に迫るように前のめりになると、皐弥さんが顔を背けて笑った。

「なんか、温かい気持ちになる」

「わかる！　実家に帰った気分っていうのかな」

「へぇ……そんなもんか」

　少しだけ、寂しそうな彼の横顔が垣間見えた。

　店主に日本酒を頼み、皐弥さんの前にきんぴらごぼうを差し出す。彼はなにを言うでもなくお箸でそれを摘まんで口へ運んだ。

「……美味いな」

「これ、実家の味に似てるんだ。食べたとき感動しちゃった」

「実家の味か……」

「皐弥さんならどういうものが実家の味だなって思う？」

　彼の手がぴたりと止まる。

　指長いな、なんて思いながら、出される日本酒を引き寄せた。お燗もいいけれど、今日は冷やで飲みたい。

　グラスにとぽとぽ注いでぐびっと飲み干す。甘口で美味しい。

「俺は、親の作った料理を食べたことがない」

「へ……？」

「実家では料理人がいるし、家庭で作られた料理ってものを知らないんだ」

　雪井商事の経営者一族のセレブ生活を侮っていたかもしれない。家に料理人がいるって、どういうこと。

「おやつは……？　いびつで焦げたクッキー焼いたり……とか」

　彼が少し目線を上げる。

「パティシエも雇ってるからな……」

　雪井一族ぅ！

　両手で思わず顔を覆い隠してしまった。レストランなのかな。雪井家の食卓が気になって仕方ない。

「父も母も、生まれてからずっと料理なんて経験してこなかった人だから」

　きっと、彼のお母さんもどこかのお嬢様なのだろう。そうでなければ、雪井家の人間と結婚するのはきっと難しい。求められるステータスだってあるだろうし、家柄も財力も、同等のものが必要なはずだ。そうでなければ、雪井一族の格が落ちてしまう。

「そっか」

「……温かい食事や栄養バランスのいい食事は出てくるが、外で食べるものと大差はなかった。食事も、一人で食べるからずっと静かだった」

「なんか、ごめんね。ここ、けっこう音が大きかったよね」

　皐弥さんが頬を緩めた。

「いいや、こういう食事には憧れてた。人の目も、マナーもなにも気にせず食べられるって、幸せなことだよな」

　きっと、彼はどんなレストランに行っても『雪井家の御曹司』なのだ。だから人一倍注目されるし、美しい所作も、完璧なマナーも要求される。

　それに慣れてはいるだろうけれど、やっぱり疲れることだってあるはずだ。

「俺はさ。叱られたことも、怒られたことも、注意されたことも特になかったんだ」

「そう……なの？」

「父は結果だけを求める。母も俺が優等生であることに喜ぶ程度で、俺自身を気にかけるような人ではなかった」

　彼の手が、私の飲みかけていた日本酒が入ったグラスを引き寄せる。それを軽く飲んでグラスを戻し、微笑んだ。

「俺が悪さをしても両親はなにも言わないし、使用人が俺を叱れるはずがない」

「悪さ……したの？」

　昔を懐かしむように彼が目を細めて笑みを深くする。

「子どもの頃にな。勉強を放り出したり、一人で遊んで窓ガラスを割ったり。水たまりでたんまり遊んで帰って、そのまま家中を泥まみれにしたこともあった」

「う、うわぁ……」

「でも、あの人たちは俺がなにをしても興味を持ってはくれなかった。……両親の関心を引きたいだけだったんだよな、あの頃の俺は」

　胸がチクリと痛んだ。

　私は、両親にちゃんと愛されていたと思う。父が生きていた頃は、父が一緒に遊んでくれた。カメラに興味を持つと、うれしそうな顔で使い方を一生懸命説明してくれていた記憶がある。

　母の愛情は、言わずもがなだ。倒れるまで私のために働いてくれていたのだ。

　そんなふうに愛されることが当たり前だったから、皐弥さんの育ってきた環境を思って切なくなる。どれだけ寂しかっただろう。愛されたかったはずなのだ。子どもはみんな、そう思うだろうから。

「だんだん俺も両親に興味がなくなって、両親が求める完璧さだけを返すようになった。だから、俺の人格は破綻してるかもな」

「そんなことはないと思うよ。……プレゼントがだいぶおかしいけど」

「それだよ」

「？」

　首をひねると、彼が覗き込むように私を見た。

「俺の周りに集まる女性は、だいたいが金品目当てだ。俺が男として求められるのは、そういうところなんだと思ってた」

　多くの女性が皐弥さんに求めるものは、やはりステータスなのだ。高価なものをバンバン買ってくれる恋人。容姿がずば抜けていいモデルみたいな彼氏。しかも、ただのお金持ちではなく、雪井商事を背負って立つ本物のセレブ。

　彼をほしいと思うのも頷ける。

「燿良に注意されたとき、俺にこんなに真正面からぶつかってくる人がいるのかと驚いた」

「ごめんなさい……失礼だったよね」

　いたたまれなくなって、日本酒をグビグビ飲み続けた。

　この人にあんな生意気なことを言うなんて、身の程知らずも甚だしい。たいした生活もしていないのに。

「失礼なのは俺のほうだった。でも、燿良が喜んでくれるものの見当がつかなくて、いつもの調子でプレゼントをしようとしてしまう。……他になにを贈れば喜んでくれるのかがわからない」

「コーヒーとか、チョコで充分うれしいんだよ」

「でも……なぁ……」

　皐弥さんが渋る気持ちがまるで理解できないわけじゃない。困らせていることもわかるけれど、譲れないものは私にもある。

「……あとは、こういう飲み屋さんが好き。安くて、美味しくて、気兼ねしないところ」

「燿良は、マクシアリードのフレンチを喜んでたんだろ？」

「だからって毎回連れていかれたくないかな。記憶なくすくらい緊張しちゃうし」

「そういうのが、俺にはわからなかったんだ」

　他人の価値観なんて、親子でも違いすぎてわからないことがある。ここまで住む世界が違う人となればなおさらだ。

「ま、まあ……本物の恋人の価値観に合わせるのがいいと思うよ」

「そのことなんだけどさ――」

　頭上を、轟音を響かせて電車が通り過ぎていく。皐弥さんがなにか話していたが、当然聞こえるはずもない。

　電車が通り過ぎるまでの間、私はグラスに日本酒を注いで二、三口飲んだ。手羽元をかじって、きんぴらごぼうを摘まんで、ほろ酔い気分で心地いい。

「燿良」

「おじさん、出汁茶漬け二つください。皐弥さんも食べよう？」

　くいくいと彼の袖を引っ張ると、皐弥さんが額を押さえてはぁ、とため息をついた。

「そんなに飲んでないと思ってたけど、だいぶ酔ってるな」

「まだ呂律回ってるでしょ、大丈夫！」

「……どうだか。飲んでるのは日本酒だって忘れるなよ」

　大きな手が、私の頭をわしゃわしゃと撫でる。大きくて、温かい手だ。思わず頬ずりをしてしまう。

「皐弥さんの手、きれいだね。それに温かいし」

「あんまりじゃれつくな。俺も男だ」

　男……か。

　私はこの人に好意を抱いているけれど、それがどういった種類のものなのかはわからない。初めて間近で接する男性だから、舞い上がって好意と錯覚しているだけかもしれないし、見知らぬ価値観への好奇心で好意と思っているのかもしれない。

　本当に男性として意識している可能性はあるけれど、だとして。彼が、間に合わせで紹介を頼んだだろう恋人役になにか感情を抱くとは思えない。

　彼には、いくらでも選択肢があるのだから。道ばたの雑草みたいな私では、大して記憶にも残らないだろう。

　寂しいなぁ……。

　店主のおじさんが出してくれたお茶漬けを、レンゲでガシガシ崩す。

「皐弥さん。私、酒蔵の見学には行きたいの」

「都合をつけておくよ」

　彼も同じようにお茶漬けのご飯をレンゲで崩している。鯛が入っていて、すごく美味しそうだ。

「美味しいお酒、いっぱい飲みたい！」

「仕事で成果を出せたときのご褒美は酒にするよ。それなら受け取ってくれるだろ」

「うん。でもまだ雑用しかできない……悲しい……」

　皐弥さんが楽しげに笑いながら、お茶漬けを口に運ぶ。

「そろそろ外回りでもしようか。しばらくは俺か秀介に付いていけばいい。君が戦力になって、俺たちどちらかの手が空けば、第六営業部もだいぶ身軽に動ける」

「やった！　売り上げに貢献！　歩合給たくさん！　酒蔵でたくさんお酒を飲むんだー！」

　むふふと笑っていると、皐弥さんに頬をつつかれた。

「ご機嫌だな、酔っ払い」

「酔ってないよ。まだ飲めるんだから。二軒目も行くの」

「無事にこの店を出られたら、二軒目に行こう」

「約束だからね！」

　彼は余裕な態度で笑って頷いたが、私は二軒目に行く気満々だったのだ。

　お茶漬けをさらさらと流し込み、頼んだものを平らげてお店を出ようとしたら、膝から崩れ落ちるなんて思ってもみなかったから。

　お会計を済ませて席を立った直後にへなへなと床に座り込みそうになる私を、皐弥さんがしっかりと抱き止めてくれる。

「あ、れ……？」

「だから言っただろ。燿良は酔ってる、って」

　ぐいと抱き寄せられ、彼の体温を間近に感じた。いい匂いがする。温かいし、抱き寄せられる手の力加減がすごく心地いい。

「皐弥さんって……お布団みたい」

「初めて言われたぞ」

「お布団大好き」

　ぎゅうっと彼の腰元に腕を回して抱きついた。

「……燿良、うちでいい？」

　その声に、どう返事をしたのかはわからない。ゆっくりとまどろみに落ちていく感覚に、抗えなかった。






　ゆっくりと眠りから覚めていく感覚に寝返りを打つ。頭をよしよしと撫でる手に擦り寄ると、ベッドが軋んだ。なんだろうと思って瞼を持ち上げると、視界は暗くてほとんどなにも見えない。夜中なのかなと思っていると頬にちゅっとキスをされた。

「起きた？」

　皐弥さんの声に目をしばたたかせる。意識が少しずつはっきりしていく。

「……うん、起きた」

「君の飲んでる酒は日本酒だぞ、って釘刺したのに」

　視界が明るくなっていく。皐弥さんが顔を覗き込んでいたから暗くなっていただけのようだ。

「寝ちゃった……？」

　むくりと身体を起こす。皐弥さんの部屋だ。見慣れはしないが、見たことのある景色。

「けっこうな。もう夜中だ」

「終電逃しちゃった……。おかしいなぁ……寝落ちなんてしたことなかったのに」

　お酒に強いわけではないが、すごく弱いわけでもない。一応の酒量はわかっているはずなので、飲み過ぎることはなかったつもりだけれど、油断したかもしれない。

「ごめんなさい、皐弥さん。迷惑掛けちゃった……」

「それはいいけど、他の男の前であんなには飲むなよ」

「普段、男の人とご飯食べたりお酒飲んだりなんてしないけど……気をつける」

　膝を抱えて大失敗をしたとうなだれていると、彼の手が頭をぽふぽふ撫でる。

「環境が変わって疲れてたんだろ」

「だとしても、寝ちゃうくらい飲むのは恥ずかしいよ……」

　お酒の回りが早かったのは事実だけれど、ペースもいつもより速かったのだろう。皐弥さんと一緒に、緊張せずに食事ができて浮かれてしまっていたから。

「うん。無防備すぎてだいぶまずかった」

　じっと顔を覗き込まれ、頬が熱くなる。

「……お、お見苦しいところを……」

　上まできっちりとボタンを留めたブラウスを、意味もなくかき合わせる。

「……燿良、酒は抜けた？」

「大丈夫。意識もはっきりしてるし、帰れるよ」

　ふっと彼が視線を外した。

「……帰らなくていいだろ」

「え？」

「もう遅いし……」

　だからって泊めてもらうわけにはいかない。皐弥さんはそれくらいの面倒を見ることは苦に思わないのかもしれないが、けじめはつけておかないといけない。

「タクシーで帰るから大丈夫だよ」

　ちらりと彼が視線を戻す。私を一瞥したあと、身体ごと向きを変えてじっと見つめられた。

「……違うな……そうじゃない」

「車のプレゼントはいらないからね？」

「わかってる」

　彼ならまた振り切った解釈をして押しつけそうだと思ったが、困ったように苦笑いを浮かべている。

「言い方を変えよう。……帰したくない」

　ドキリと心臓が跳ねたのは、彼のまなざしがあまりに真剣だったからだろうか。それとも声色のせい？　……きっと、どれも違う。その言葉の意味がわかってしまったからだ。

「もう酒が抜けているなら、君は判断を間違えない。だからあえて言う。俺は君を帰したくない」

　頭はすっきりしているくらいだ。お酒の影響もなさそうだし、私の判断力は正常だと思う。それでも、こんなことを言われたら頭がくらくらしてしまう。

　恋人らしいことを彼が求めていることはわかっている。そう言って彼とは初めてのキスをしたのだから。

　子どものお付き合いじゃない。ちゃんとした大人が、双方の同意の下で演じている関係だ。そこには、恋人同士ならば当然起こるだろう行為が含まれていてもおかしくないのかもしれない。

「……俺の言ってる意味がわかるよな？」

「わかってる……けど……」

　視線をさまよわせる。

　私がちっとも恋人らしくないから、もっとちゃんとした事実が必要だと思ったのかな。

　それとも、ただの欲求不満？　だとしても、彼なら一晩の相手くらいいくらでもいそうだけど。

「……これも俺の感覚がおかしいのか？」

　視線を上げて彼を見る。少し不安そうだ。

「それはわからないけど、皐弥さんの言いたいことはわかるし、なにをしたいのかもわかってるつもりなんだけど……っ」

　頭がパニックを起こしそうだ。だって。……だって。

「じゃあ、返事は――」

「私、男性とお付き合いしたことないから！　初めてだから、皐弥さんのご希望には添いかねる次第であります」

　突然、変な体育会系みたいになってしまったけれど、自分がモテなかったことはアピールできたと思う。でも、皐弥さんは一人で吹き出して肩を震わせている。

「笑わないでよ……」

「悪い。じゃあ……その初めての相手が俺じゃ不満か？」

　この人を相手に、不満なんて出てくるだろうか。たしかにちょっと金銭感覚が合わないと思うけど、それ以外は普通の人――それ以上なのだ。ステータスも容姿も完璧。

　そんな人が私を相手にして楽しいわけがないと思う。楽しいわけが……。

　胸がチクチクと痛む。

　服ごと胸元を掴んでこの切なさの意味を考えた。

　きっと、私は彼が好きなのだ。普段は穏やかそうで、話してみると生まれ育った環境からか押しが強いように見える。だけど人を気遣おうとする気持ちは伝わるし、歩み寄ろうともしてくれる。今日、彼が居酒屋で見せた、どこか寂しげな表情に孤独な素顔を見た気がした。

　もしかしたら、私は彼に父親への憧れを重ねているのかと思っていた。それが、彼を好意的に思う理由なのかもしれないと。だけど、いまは明確に違うとわかる。きっと最初から違った。ただ、彼への急速な思慕を受け入れられなかっただけ。

　これ以上先に進んだら引き返せなくなると思う。

　きっと、どうしようもないくらい彼を好きになってしまう。そこまで関係を割り切れる自信がない。

　あくまでも私と皐弥さんの関係は偽の恋人だ。役目を演じているだけ。

「燿良」

　彼に名前を呼ばれ、頬が熱くなったまま視線を合わせた。

「不満なんてないけど……うまくできるか……わからないよ……？」

「なにも困らないよ」

　ちゃんと恋人役を続けていく自信はないけど、彼は困らないのだろうか。

　私が彼のことが好きだとわかったら終わる関係……くらいなのかな。それなら納得はできる……か。

　身体に重みと力がかかってベッドに押し倒される。

　緊張して、覆い被さってくる彼を見上げていると、ゆっくりと顔が近づけられて唇が重なった。

「んっ……」

　啄むように何度も吸われ、薄く唇を開くとぬるりと舌を差し込まれる。くちゅくちゅと水音を立てて絡め取られると、こちらからも自然とその動きに応えていた。

「ん、ふ……」

　口内の粘膜を舐められ、味わうように歯列をなぞられていく感触に戸惑って、彼の胸を無意識に押し返す。けれど、彼にそっと手を掴まれ、ベッドに押しつけられるとこわばっていた緊張が少しほどけた。

「燿良、平気そう……？」

　頬を撫でる手に擦り寄って頷く。

「たぶん、大丈夫」

　心臓はばくばくとうるさいが、緊張よりも期待のほうが大きい。

　ゴクリと喉を上下させると、彼は面白がるように首筋にちゅっと吸い付いた。

「っん……」

　ブラウスのボタンを上から外され、あらわになる肌にちゅっ、ちゅっと唇が寄せられる。そのたびにびくっと反応してしまう身体が恨めしくて、ぎゅっとシーツを握り締めた。

「あんまり力むなよ。もっと、楽にして流されてしまえばいい」

「でも、なんか身体が変で……」

「そういう場所を探してるんだ。我慢されたらわからない」

　どういうことだろう、と考えてしまう。さすがにまったくの無知ではないが、いままでさほど興味もなかったし、縁もなかったことなのでうまく想像ができない。

「燿良がおかしくなる場所を教えて」

　ブラのホックが外され、ブラウスとともに引き剥がされる。恥ずかしくてとっさに身体を隠そうとしたが、彼が胸元に顔を埋めるほうが早かった。

　先端を口に含み、ちゅうっと吸い上げられる。

「んあ、ああっ……」

　身体が仰け反った。まるで押しつけているようで、どうにか我慢しようとしたけれど、隙間に腕を差し入れられてがっちりと固定されてしまう。

「燿良、もっと」

　先端の飾りをちろちろと舐められ、きつく吸われると無意識に脚がシーツを波打たせる。

「あ、ああっ……ん……」

　スカートのホックも外されて、ストッキングごとするりと抜き取られると本当に心許ない。ぎゅっと皐弥さんにしがみつくと、あやすように背を撫でられた。

　少し力を緩めると皐弥さんが顔を覗き込んでくる。唇がかすかに開かれて、なにか喋るのかなとじっと見つめていると、唇を重ねられた。

「っふ、ん……」

　両手で乳房を揉みしだかれ、胸先で硬くなる粒をきゅっと摘ままれる。

「ふ、あ……あ、っんぁ……」

「もっとだよ、燿良」

　再び胸先を口に含まれ、舌で飾りを転がされて身をよじった。彼の手がそれを制止するように腰元を押さえ、ショーツの隙間から手を差し入れてくる。

「皐弥さん、待っ……」

　慌てて彼の腕を押さえようとしたが、それよりも早く秘裂を探り当てられてしまう。ぬぷりとぬかるむ割れ目に彼の指先が沈んだ。

「あ……」

「待たないよ」

　少し掠れた声に身体がぞくぞくと身震いする。

　肉芽を捉えられ、くにくにと捏ねられると全身に電流が走った。

「あ、ああっ……」

「可愛い……」

　耳元に声が落とされると、頭の芯が痺れたようにぼうっとしてしまう。

　ぬちゅぬちゅと淫猥な水音を立てながら花芯を擦られ、ねだるように腰が浮いた。その隙を狙ったかのように、彼の手がショーツをするりと引き剥がす。

　恥ずかしくて、身体から離れていくショーツを捕まえようとしてしまったが、私のその手を掴んで、彼が脚の間に身体を滑り込ませた。

「皐弥さん、本当に待って……恥ずかしい……」

「そのままでいいから」

　脚を左右に大きく割られると身体をずらし、躊躇なく彼が秘所へ顔を埋める。

　ちゅうっと芯を吸われ、身体が大きく仰け反った。

「んあっ、あ、ああ……っ」

　蜜口から指を差し込まれ、強烈な違和感と圧迫感に息を詰めたが、彼はかまう様子もなくぬちゅぬちゅと中を弄る。

「あっ……は……んっ……」

「苦しくないか？」

　首を横に振った。違和感も圧迫感もあるが、息ができないほど苦しいわけではない。

　私の反応を見て安堵したのか、彼はわずかに息を吐いて中を探っていく。

「んっ、ぅ……あ、あっ……」

　舌先で肉芽を捏ねながら肉壁を指の腹で擦られると、お腹の奥がじんじんと熱くなった。疼くようで、でも鈍い感覚だ。

「ここ……わかる？」

　ある一点をぐっと強く押し上げられた。

「んあぁっ……」

「ここを触ると、中がきゅっと締めつけてくる」

「そんなの……わかんない……」

　ただ、他の場所とは違う感覚はする。それがどういうものかはわからないけれど。

「燿良の好きな場所……かな」

　彼に目を向けると、うっとりとしたような顔で秘部を見つめている。恥ずかしいので見ないでほしいし、やめてほしいとも思うのだが、手を伸ばしても彼の髪を掴むので精一杯だ。

　指が二本に増やされ、先ほどの場所をまた強く押し上げられた。

「あ、ああっ……あ、それ……んっ」

　足先がシーツを乱す。それくらい、じっとしていられない感覚に見舞われて身体が中心から鈍く痺れていく。

「燿良のここ、赤くなって可愛いな」

　敏感に膨らむ果実をちゅうっと吸われると腰がガクガクと跳ねた。

「あぁっ……んっあ、あ……っ」

　奥底に眠っていた感覚が引きずり出されるようだ。ちゅっ、ちゅるっと優しくしたと唇で肉芽を扱かれ、ぬちゅぬちゅといやらしい音を立てながら肉壁がほぐされていく。

　彼の指の動きに応えるように襞が蠢き、膨らむ芯がますます敏感になる。

「皐弥さん……あ……なにか……」

「そのまま身を委ねればいい」

　促すように、彼はさらに肉芽を優しく扱く。びくびくと下肢が震えだして、大きな感覚が目の前に迫ってくるようだ。

　その感覚に戸惑っていると、皐弥さんの手が私の手をきゅっと掴む。彼のぬくもりに触れているだけで少し安心するけれど、追い立てられるような感覚は消えない。

　腰が浮いて、下肢がこわばっていく。

「っ……あ、あ……っあ、んっ……あ、ああっ！」

　なにかが目の前で弾けた。直後、全身ががたがたと激しく痙攣する。魚のようにびくびくと跳ねて恥ずかしくてどうにかしたいのに、ぼうっとするくらいの快感に身を委ねていたくもなった。

「燿良、平気……？」

　口元を拭いながら、皐弥さんが顔を覗き込んでくる。心配そうに、けれど獰猛な感情が見え隠れしていて、じっと彼の目を見つめ返した。

「……たぶん、平気……」

　かろうじて呟いた声に、彼が薄く微笑む。

「それならいい」

　そう言って、着ているものを脱ぎ始めたのでさすがにぎょっとした。男性の裸なんて見たことがない。あるのかもしれないが、少なくとも記憶にはないので変に焦ってしまう。

　両手で顔を覆い隠してみたが、衣擦れの音がかえって淫靡さを誘う。

「あ、あの、皐弥さん」

「うん？」

　指の隙間から彼を覗いてみると、避妊具のパッケージを切っていてさらに慌てた。

「こ、こういう場合、確認しないの？」

「しただろ。平気か、って」

「じゃなくて、本当にいいかとか、ほ、ほら……無理ならやめておくよ……的な……」

「なんで？」

　なんで……！

　頭が真っ白になった。そっか。彼は拒まれることなんてないだろう。

「燿良は嫌なのか？」

「い、嫌っていうか……」

　完全に混乱して焦る私とは逆に、彼は落ち着いた様子で覆い被さってくると顔の横に手を突いた。

「俺は、燿良とそういう関係になりたいけど」

　ゴクリと唾を飲み込む。

「……それなら、いいの」

　そっと彼の身体に手を当てた。均整の取れた身体だ。厚い胸板も、凹凸のある筋肉もしなやかできれい。

　彼の顔が近づくと、引き合うようにキスをした。

　脚が大きく持ち上げられて、蜜口に熱が押し当てられる。緊張に息を飲むと、ゆっくりとその熱が侵入してくる。

「んっ……」

　未熟な隘路がこじ開けられていく。その違和感と痛みに眉根を寄せると、彼は何度もキスをして私の気を紛らわせてくれた。

「燿良、息して」

　首筋をそっと撫でられ、無意識に呼吸を止めていたことに気づいた。ゆっくりと息を吐き出すと、先ほどまでの痛みや違和感が少しだけ軽くなる。

「は……あ……っ」

　それでも痛みが消えるわけではないが、大丈夫だと思えた。

　きつく閉ざされる襞を、剛直に開かれていく。ぬぷ、ぬぷとゆっくり押し込まれていくが、その終わりが見えない。

　深い場所まで開かれていくようで少し怖く感じ始めた頃、彼の手が腰を掴んだ。ずんっとひときわ強く打ち込まれた瞬間、目の前が白く光る。

「……っあ……！」

　びくんっと身体が仰け反って、息が止まるほどの衝撃が走った。

　お腹の内側で、大きな熱が脈動するのを感じる。これが皐弥さんのものなのだと思うと、苦しさや痛みよりも愛おしさがこみ上げてきた。

　下腹部をそっと撫でると、彼が手を重ねてくる。

「苦しいか？」

「……ううん……皐弥さんがここにいるんだなって思ったら、なんか……」
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　この関係が嘘でなければよかった。普通に紹介されて、普通に恋をしたかった。

　そんな出会い方では、私は彼の記憶にも引っかからないだろうけれど、それくらいとりとめのない存在だと言われるほうがずっとよかったのかもしれない。

　ああ……すごく苦しい。

　恋をした瞬間に終わる関係なんて、知りたくなかった。

「燿良……ごめん」

　まるで心を見透かされたようで、意識を皐弥さんに戻すと強く腰を打ち付けられた。

「っああ……んっ、く……」

　腰をがっちりと掴まれ、最奥を容赦なく突き上げられる。

「あ、あっ……は、んっ……あぁっ……」

　痛みも違和感も内包したまま、猛る欲望が牙を剥く。それに抗う術もなく、シーツを掴んで繰り返される打擲に耐えるしかなかった。

「燿良……もっと……」

　獰猛な色を覗かせる瞳に見つめられると、胸がきゅうっと疼く。こんなふうに求められることがうれしいのに、そこには恋慕などないと思い知ることが切なくてたまらない。

　ぱんぱんと肌をぶつけ合う乾いた音が部屋に響く。

　ぐちゅぐちゅと愛液が泡立つ音と荒い呼吸音ばかりが耳についてしまう。

「んあぁっ……はぁ……あ……っ皐弥、さん……あ、んっあ……」

　彼の目がすうっと細められ、息を吐く。そして首筋に噛みつかれると肌をきつく吸い上げられた。

　唇が離れると、彼は私の首筋を一度撫でて、満足そうに舌なめずりをする。

「もっと俺の名前を呼んで、燿良」

　ずちゅ、ぐぷと淫猥に水音を立てて腰を打ち付けながら、恍惚とした声で彼が囁く。

「皐弥……さん……」

　うれしそうに彼が笑う。こんなことで喜んでくれるなら、いくらでも彼の名前を呼ぶ。だけど、そうするたびに私は、彼へ惹かれていってしまうのだろう。

　ズッと最奥を叩かれた。

「っ……あ、あ……あぁ……っん」

　大きく身体が仰け反ると、深い場所でどくどくと脈動を感じた。息を詰めて眉根を寄せる皐弥さんの顔が一瞬見えたが、すぐに抱きしめられて見えなくなってしまった。

「燿良、ごめん。もう少し――」

　意識が落ちていく。

　お酒が入っていたせいもあるだろう。彼の腕に抱きしめられて心地よかったのもある。だけど、なんとなくわかった。彼はちゃんと終えられたのだと。少しでも欲を満たせたのなら大丈夫だ。

　その安堵感が、私を眠りに誘った。

















四












　燿良が雪井商事の第六営業部にきてひと月半が過ぎた。

　彼女が来たおかげで俺たちの仕事は順調に回っている。今日も、マクシアリードホテルで人と打ち合わせをする時間が取れるくらいには余裕があった。

　最近、彼女は秀介とあちこち企業を駆け回っているようだ。

　最初のうちは俺の仕事にも同行させていたが、ふらりと企業の入り口を叩いてはさらりとアポを取り付けてくることがあった。そのときは、もともと取引があった企業で、彼女が担当したこともあったから覚えていてくれたと話していたが、初めて訪問する企業でも何食わぬ顔で契約を取ってくる。それが二度、三度と続けばどんな手品を使ったのかと不思議にもなるというものだ。

　運がよかっただけ。彼女はそう言うけれど、だとしたらすごい強運だ。

「皐弥、お待たせ」

　ホテルのラウンジに時彦がやってきて、思考を中断した。

「探してくれたか？」

「お前はいつも急だよ。人材が見つかっても、すぐにアポが取れるわけじゃないんだよ？」

「時彦ならどうにかしてくれると思ったんだ」

　向かいの席に座った時彦がげんなりとした顔をする。時彦には二日前に人を紹介してほしいと依頼を出していた。

「人物撮影のうまい写真家……ね」

「ああ。いい人はいたか？」

「社内で探すなり、雪井商事の名前を使うなりすれば、いくらでも有名な写真家が見つかると思うけどね」

　コーヒーを頼んだ時彦が、悠然と笑う。

　この男は、どこで手に入れるのか幅広い人脈を持っていて、困ったときにはよく人を紹介してもらっている。俺が秀介と知り合ったのも、時彦の紹介があったからだ。

　その人脈を生かして人材派遣会社でも立ち上げればいいと言ったことがあるが、時彦は「友人をビジネスにする人間は信用されないよ」と興味を示さなかった。実際、そのとおりだろうと思う。

　だから、いまだにこいつと友人でいられるのかもしれない。

「メールでも伝えたけど、著名な写真家はいらない。できるだけ無名なほうがいい」

「それならなおさら、社内でうまそうな人とか趣味にしてる人を探したらよかったのに」

「心当たりは当たったし、部内でも試したんだ。でも見つからないからお前に頼んだ」

　運ばれてきたコーヒーを眺めながら、時彦が眉をひそめる。

　新しい第六営業部は、広告や広報活動にも取り組んでいく新規事業のための部署だ。営業部といっても、クリエイティブな仕事が多くなるだろう。若い人材を積極的に入れて若い感性を惜しみなく発揮してもらえれば、雪井商事のアピールになるとも思っている。

　今年の新卒採用の中にも第六営業部に配属された者が数名いて、デザイナーを確保できたのは大きな収穫だった。

　だが、写真家だけはなかなか見つからない。デザインで作り出すことはできるかもしれないが、作ったものではなく日常をうまく切り取れる写真家がいい。

「皐弥から要求された条件にマッチする写真家を何人かピックアップした。どうかな」

　数冊のポートフォリオが差し出され、それに目を通す。

　人を撮るのがうまいという条件は、やはりモデルを起用することが多くなるだろうと踏んだからだ。一流モデルの起用は考えていないが、だからこそ原石を輝かせられるような腕の持ち主がいいと思ったのだ。部内でもそれは一致した見解だった。

「皐弥。なんで活躍してる人を起用しないの？」

「雪井商事だから、って言われたくないんだ。当たり前に莫大な広告予算を組むいまの体制が、俺は気に入らない」

「……そう」

　雪井商事は大手に名を連ねる企業だ。そのため、広告に関してはずっと広告代理店に任せきりで広告を作ってきた。だが、俺はそれでいいとは思えなかった。費用がかかりすぎる。そう伝えると、化石みたいな思考の役員が、「金はあるのだから」「雪井商事なのだから」と言う。それに腹が立った。

　その金はだれが獲得したものかを彼らはわかっていない。

　社員が努力して守ってきたものが当たり前にあると思われ続ける現状を、どうしても変えたかった。

　ぱらぱらとポートフォリオを眺めながら、どれもしっくりこないなと首をひねる。

　たしかに写真はうまい。日常を切り取った感じも要望通りだし、正面からモデルを撮らせても魅力的だと思う。モノクロやセピアの写真も味があっていい。でも、少し違うのだ。

「……ある程度で手を打たないと、間に合わないことはわかってるんだけどな……」

「そういう感じじゃない？」

「ああ。うまく言えないんだが……『撮った』という感じがしてしまう」

「上手だと思うんだけどね。……じゃあ、こういうのは？」

　一冊のファイルが差し出される。やけに上等なフォトブックで、手に取るより先に時彦を見てしまった。

「いいでしょ、それ。僕の宝物なんだ」

「へえ……」

　ぱらりとページをめくった。

　瞬間、視界に飛び込んでくるのは強烈な光だった。そして、溢れるほどの笑顔が目を奪う。

　子どもたちがカニを取り合っている姿や、畳の上で並んで寝ている姿。おせち料理を食べる無防備な大人たち。

　ときどきピンボケ著しい写真もあるが、それさえ温度を感じる。

　ページをめくっていくと、縁側で湯飲みを手に空を見ている時彦の姿があった。

「これ、お前……？」

「そう。我ながらいい男に撮られてると思わない？」

　時彦の軽口は受け流したが、写真そのものは本当によく撮れていた。時彦が、こんなに隙だらけの姿を晒すことがないから余計にそう思ったのかもしれない。

　晴れた日の一枚。きっと時彦はこのあと、撮影されたことに気づいて困ったように笑ったのだろう。そんな情景が目に浮かぶ。

「……この人を紹介してほしい」

　撮影のために作られたワンシーンではなく、日常を切り取るのがうまいと思った。人をよく見て、その人がその瞬間に見せる一番いい表情が撮れるのだろうと。

　写真一枚から前後の穏やかなやりとりが想像できて、声や音、温度を感じさせる。

　温かい写真だと思った。

「それは難しいかな」

「だったらなんで見せた……？」

　もったいぶる時彦を恨みがましく見てしまう。紹介できないなら見せなければよかったのだ。

「その人を写真家としては紹介できない」

「なにが問題だ？　報酬は言い値を出す。経歴については問わないぞ」

「そういうことを言うと、なおさらあいつは受けないよ。そもそも写真はもう撮らないって言ってるんだから」

「これだけの写真が撮れるのに、もう撮らないなんて……」

　脳裏に燿良の顔が浮かんだ。

　なぜ、と思ったが彼女も写真が趣味だったと言っていたからかと一度は納得をした。だが、時彦の差し出したフォトブックを見て、息を呑む。

「……ただの趣味だとしか聞いてないぞ……」

「ただの趣味だよ」

　時彦が口の端を持ち上げて笑う。

「その趣味を生かす気もないってことか……」

「趣味を仕事にしたら嫌いになるかも、って人いるじゃん」

「そういうタイプの人間か……？」

「……僕は違うと思う」

　俺も、そう思う。

　フォトブックに収められている写真を見る限り、彼女は――燿良は写真が好きでたまらないことが伝わってくる。そうでなければ、こんな写真は撮れないだろう。

「これ、どんなカメラで撮られてるんだ？」

「全部スマホだよ。最近のスマホは高性能カメラ搭載でいいよね、なんて言ってる」

「じゃあ、アプリも使ってるのかな」

　光の入り方が本当にきれいだ。室内写真でも、人工的な照明の感じが少ないように見える。

「アプリは使ってなかったはず。その写真は全部、撮影者の目で見た世界だ」

「スマホって、こんな写真が撮れるのか……？」

「僕は興味ないからわからないよ。でも、撮れるんだろうね」

　フォトグラファーを探し始めて社員たちに写真を撮ってもらったが、だれ一人としてこれほどのものは出せなかった。

　中にはうまい社員もいたにはいたが、撮影者の主張が強く見えて、候補に入れるだけに留めたのだ。

　今回の仕事は絶対に失敗できない。立ち上げ直後ということもあるし、役員を納得させられるだけの成果がどうしても必要になる。妥協はできない。だが、雪井商事だからなんでもできると思われるのは、今回の意図に反してしまう。

「雪井商事はアパレル強めで今後もいくの？」

　時彦の問いかけに視線をさまよわせた。

「どうだろうな」

　雪井商事は小さな町工場を起源にしている。建材の提供が主な仕事で、初代の社長が大きな仕事を手に入れ、急発展した。会社を大きくし、祖父の代で繊維を扱うようになって方向転換を図り、いまの社長がそれを定着させてきた。それが、アパレル事業部だ。

　結果、雪井商事はアパレルブランドを多く持つ企業となり、そのブランドが人びとに受け入れられるようになった。

　仕事を得るためになににでも手を出してきたから、商社という体をとったというのが正しい。

「俺はもっと違うことがやりたいけど、働いてくれる社員はどう思うだろうな。彼らに意味のある組織でありたいから、現状維持がいいならそうするし、方向転換するなら俺が指揮を執りたい」

「皐弥はそういうやつだよね。雪井の名前は嫌いなのに、ちゃんと雪井商事の後継者だ」

　時彦も秀介もそんな俺を面白がってくれるが、最近はそれが枷になっているように思う。

「でも、どうにも燿良には不評なんだよな。すごい怒られる」

　遠くを見つめて言うと、時彦が顔を伏せて笑い出した。

「諫めてくれる人は貴重じゃない？」

「ああ。人を侮辱する行為なんだって言われたとき、頬を目一杯叩かれた気分だった」

「皐弥に悪意はないもんな……」

「悪意がなければなにをしてもいいわけじゃないからな。わかってるつもりだけど、うまく矯正できない。……いい人を紹介してもらったと思ってるよ」

　時彦のマッチングは基本的に外れない。適切に、最適な人を引き合わせていく。

　おそらく、写真家についてもそうだ。ピックアップしたポートフォリオは、俺の要望を満たしていたものだったが、どれも少しずつ的を外していた。あえて外したのだろう。

「うまくいってるみたいでよかったよ」

「時彦って、燿良になにか思い入れでもある？」

「全然。ただの親戚の子だけど」

「それならいいんだ」

　ふっと笑うと、時彦が悪い顔をした。その理由はあえて聞かなかったが、この男の中でなにかが腑に落ちたのだろう。

「……燿良が、デザインのことで秀介にアドバイスをしたらしい。その理由も納得できたよ」

「それだって素人が独学で勉強をしただけだ。でも、秀介の一夜漬けより燿良のほうが勉強してきた時間は長いだろうけどね」

　写真を撮るために必要だったから、彼女は学んでいたのだ。ぱっと見ただけで指摘できる程度には知識を持っている。

「時彦に写真を見せられて、それがよかったから燿良を口説くのは問題ないよな」

「たぶんね」

　彼女の見る世界を、間近で見てみたいと思った。この才能を埋もれさせるのはあまりにもったいない。

「わかった。ありがとう、時彦」

「どういたしまして」

　にこりと笑う時彦を見て、いろんなことが理解できた。時彦は彼女の才能に惚れているのだ。人としてどうこうではなく、彼女の持つ感性が好きなのだろう。

　そんなことを考えながら、しばらくは他愛もない雑談に花を咲かせた。

　◇

　第六営業部に来てひと月半。

　社屋は出退勤時こそざわつくが、それ以外は本社勤務の社員が三千人もいるなんて嘘じゃないかと思うくらい静かなものだった。

　一部の部署ではフリーアドレスオフィスが採用されていて、ときどき立ち寄るとチームでミーティングをしていることがあった。

　ただ、書類を届けにいく用事が多い私は、社員の居場所が掴めないのは本当に困る。個人ロッカーがあるので入れておけばいいと言われるが、前の職場での癖で、直接手渡さないと心配になってしまうのだ。

　その点、第六営業部はフリーアドレスオフィスの利用は可能だが、個々にデスクが与えられている。会議室に机を押し込んだだけの仮設感は相変わらず満載だが、慣れてしまえばそんな空間も心地いいくらいの環境だ。

　私の机も用意をしてもらっていて、少しずつ支給品で充実していくのはうれしかった。雪井商事の一員になったのだという実感が湧くからかもしれない。

「蓮崎さん、蓮崎さん」

　がさがさと大きな音を立てて片市さんが近づいてくる。私の机のそばまで来ると、隣の椅子を引っ張り出して座り、両手に持っていた紙袋を開いて見せた。

「さっき仕事でデパートに行ってきたんだけどさ。処分セールやってたから買ってきちゃった」

　中を覗き込む。あられやポテトチップスが入っている。

「片市さん、よくお菓子を配り歩いてますよね」

「それで人間関係が円滑に進めば安い投資だからね」

　ぼそっと私にだけ聞こえるように言うので、さすがに人前では言えないことだとわかってはいるようだ。

「片市さんならもっと高級な詰め合わせを選ぶのかなって思ってました」

「そんなの渡されたら困らない？」

　皐弥さんなら目が飛び出そうな高級品を渡すことだろう。善意が重たすぎて受け取るのに気が引けるレベルのものを。

「すごいわかります」

　何度も頷き続けていると、片市さんがスルメをひとつ取り出した。

「はい、これ。スルメ好きだったよね」

「……好きですけど、素直に受け取りにくいです」

「俺の投資が気に入らないなんて腑に落ちない」

「全力で五臓六腑に落としましょう」

　もう、と文句を言うと片市さんがケラケラと楽しげに笑う。

　皐弥さんとは全然タイプの違う人。明るくて、気さくで、ちょっと女の子に甘い。いつも笑顔で、なんでも笑い飛ばしてくれる。

　たとえ仕事でミスをしても、「ミスされたときのほうがモチベーション上がるよね」と言って全力でフォローしてくれ、失敗を気負わずに済ませてくれる。

　皐弥さんも仕事の失敗は「だれにでもあること」と言ってサポートしてくれるし、他の部署でも同じような反応なので、この会社では全員がそういうスタンスな可能性もある。

　働きやすいな……。

　社員がのびのびと仕事ができるのは大事だ。ハラスメントが当たり前だった会社にいたから余計にそう思うのかもしれないけれど。

「蓮崎さん。営業の仕事には慣れてきた？」

　片市さんが顔を覗き込んでくる。

「おかげさまで毎日楽しく働けてますよ」

「それならいいんだ。秘書課の子たちにも釘を刺しておいたから。ごめんね、嫌な思いしたよね」

　そういえば、第六営業部に来てから副社長室に呼び出されても嫌な顔をされなくなった。秘書さんたちが諦めたのかと思ったが、片市さんが口添えしてくれたのか。

「お気遣いいただいてありがとうございます」

「お礼なら皐弥に言ってやって」

「……副社長に？」

「あいつが、蓮崎さんに対する秘書課の対応が悪いって苦言を呈してたからね。皐弥自身が言うと圧力になっちゃうから、代わりに釘刺しただけ。正直、俺は気づかなかったよ」

　皐弥さんも苦労をしているのだろう。社内での権力がかなりある立場なので、迂闊なことを言えない。彼の言葉を代弁してくれる右腕のような人が必要で、その役目を担っているのが片市さんだ。

　私ももっと役に立てるといいのだけど、営業で成績を出すのはなかなか難しい。

　皐弥さんや片市さんがずば抜けているのもあるが、他の社員も皆優秀だ。さすが大企業。私みたいな凡人が来る場所ではなかったかもしれない。

　契約が取れるとみんながお祝いをしてくれるのでへこたれずに済んでいるが、劣等感に苛まれそうになることもある。

　でも、そういうときに限って皐弥さんがデートに誘ってくれるので、落ち込む暇もないのだけれど。

「……ねえ、蓮崎さん」

　片市さんに顔を寄せられ、つい椅子を少し下げてしまった。片市さん、悪い人じゃないんだけど距離が近いのよね……。

「皐弥とうまくいってる？」

「それなりに……？」

　上司と部下としては普通に振る舞えていると思うし、恋人役をしていることも片市さんは知っているが、それについても特に問題はないと思う。……ないはずだ。

「それならいいんだ。あいつのこと、よろしくね」

　もうひとつ、スルメの袋を渡されて立ち去る片市さんを見送る。

　うまくいってる……か。

　片市さんがなにを示してうまくいっていると聞いたのかはわからない。でも、たぶん恋人役としてのことを言ったのだろうと思う。

　関係は、良好だろう。私が落ち込んでいるときも皐弥さんは声を掛けてくれるし、時間が合えば彼の部屋を訪ねることもある。そうして恋人らしいことをして、翌朝一人で帰って出社する。そういう関係性になった。

　でも、私と皐弥さんの関係が変わったわけじゃない。恋人役であることに変わりがないので、いずれは終わってしまうのだ。たとえ、私がどれだけ彼を好きになったとしても成就しない。

　日に日に、この役目が負担になってくる。皐弥さんに会うたびに小さく芽生えた恋を自覚してしまう。好きになったら終わりがつらくなるのに、それでも気持ちが止まらない。

　恋愛初心者に、恋人役やセフレは荷が重すぎたのだ。

　恋をしていると知られないようにしないと。皐弥さんは女避けくらいのつもりで恋人役を探していたはずだ。なにかあったとき、恋人がいると言えるようにそれなりの付き合いを続けていくだけのつもり……なのだろうから。

　片市さんからもらったスルメをぎゅうっと握り締める。

「蓮崎燿良はいるか!?」

「は、はい。ここにいるであります！」

　たまに変な体育会系になってしまう自分が恥ずかしい。決してスポーツが得意というわけではなかったのに、突然なぜ。

　周りに笑われながら椅子を立ち、声の主を探す。皐弥さんが帰社したようだ。

　彼が近づいてくると、一度手に持ったスルメに視線を落としたあと、両肩を掴まれた。

「仕事を頼みたい」

「……熱心なご依頼ですね……。どこへ営業に行けばよろしいでしょうか？」

　胸がざわつく。まっすぐ見下ろしてくる彼の瞳には、そうさせるだけの力がある。

　だけど、この胸騒ぎは見つめられてほだされそうだとか、素敵な男性との至近距離で対峙することへの高鳴りではない。

　意識の深い場所で警鐘が鳴り響く。聞いてはいけない言葉を彼は言うのだと、直感的にわかってしまった。

　喉を上下させて彼の言葉を待つ。

「次の広告素材の撮影を、君に任せたい」

　その言葉の意味をしっかり飲み込んで、ゆっくり息を吐いた。肩に置かれた手をそっと解く。

「……お断りしているはずです」

「ならば、俺を納得させるだけの写真を撮ってから言え」

「納得って……私が写真を撮れない証明をしろということでしょうか」

「そうだ。壊滅的に下手なら頼まない。だが、君は写真を撮りもしないでできないと言うばかりだ。まずは成果を見せろ」

　いままでとアプローチの仕方が変わった。

　これまでは、写真を撮りたくないと言えば「仕方ないな」と笑って許してくれていた。でも、いまは逃げることは許さないと言いたげだ。

　レンズを通して世界を見れば、シャッターを押さずにはいられなくなる。美しい世界を切り取ってみたくなる。笑う人も、泣いている人も、すべてが温かくて、愛おしくて、胸にこみ上げてくる衝動を抑えられなくなる。

「素人の写真ではなくプロにお願いをしたほうが、いい広告ができると思います」

「それを決めるのは君じゃない。君の撮った写真を見せろ。使えるかどうかは俺が決めることだ」

　横暴な言い分だ。けれど、皐弥さんはその権限を持っている。一介の社員に過ぎない私が突っかかることのほうが、身の程知らずなのだ。

「……いま、写真は撮りません。でも、撮った写真はお見せします」

　スマホを取り出して、毎年撮りためてきた写真を皐弥さんに見せた。

「さっき、時彦に会ってきた」

「……そう……ですか」

　情報の出所はやはり時彦くんか。でも、実際に写真を見たら私の実力なんてすぐにわかる。

　彼がスマホの画面を食い入るように見つめる。

「……君に任せたい」

「どうしてそうなるんですか。そんな、素人の撮った写真なんて……」

「俺がいいと言っている。素人かプロかなんて、どうでもいい」

　もともと無名の写真家を探しているらしいとは聞いていた。だから、素人でもかまわないという言い分はわかるけれど。

「お断りします。私は営業社員として入社しています」

「あいにくと、第六営業部では全員ができる仕事をやる。君も営業だけをしていられるとは思ってないだろ？」

　実際、片市さんもデザインをしているし、他の社員だって別の仕事との掛け持ちだ。私だけが営業一本でいいはずがない。エース級の成果を出せるわけでもないのだから。

「俺の望むものを写せるのは君しかいないと思う。引き受けてほしい」

　頭を下げる彼に焦った。副社長にこんなことをさせたら絶対に怒られる。

　慌てて周囲を見たが、だれも気にした様子がない。なんで自社の副社長が一社員に頭を下げていることに怒らないの……？

「む、無理です……」

「燿良」

「職場で名前を呼ばないでください……」

　顔が熱くなる。

　周りに聞こえてはいないかもしれないが、こんなの、なにがあったかすぐにばれてしまいそうだ。

「……そのお話、別の場所で改めてできませんか」

　ここでこの話を続けるのはよくない。皐弥さんの立場もあるし、他の社員の目だって気になる。

「わかった」

　彼はそう頷いて仕事に戻った。

　少しして、自宅で話したいとメッセージが届いた。






　終業時間を迎えるのが憂鬱だった。

　片市さんや他の人に声を掛けて仕事をもらおうとしたけれど、やはりあのやりとりを見られていたからだろうか、仕事は手伝わせてもらえなかった。

　他の部署に行ってでも……と思ったが往生際が悪い気がして諦め、終業時間を少しすぎてから会社を出て駅へ向かい、電車に乗った。

　皐弥さんはあのあと会議が入ったらしく、ずっと戻ってきていない。彼の自宅に行けば、フロア専属のコンシェルジュが対応をしてくれる。なんでも、皐弥さんから私だけは無条件で通していいと言われているのだとか。

　皐弥さんがいつ帰ってくるかもわからない状態で、ぽつんと待ち続けるのも寂しいので部屋に入れてもらえるのはありがたいが、今日ばかりは部屋に入りたくない。このまま帰ってしまいたい。

　気持ちが沈んでいく。

　どうして時彦くんは写真を見せたのだろう。

　素人が撮る親戚の写真なんてだれが見たって困るはずなのに。別に上手でもないし、皐弥さんがああやって迫ってくる理由もわからない。

　もちろん、私もプロになれたらいいなと思った時期はあった。そのために少し勉強をしてみたけれど、到底届くレベルではないのだ。父が残した写真と比べても当然劣る。

　電車の中でプロの撮った広告を見上げてみても、私にはあんなに迫力のある写真は撮れないと思い知る。

　どれほど素晴らしい被写体を用意されたところで、私は父の才能の一片も受け継げなかったのだ。

　写真家を諦めたのは、経済的な理由はもちろんある。でも、それ以上に私ではこの世界でやっていけないと思ったからでもあった。

　好きで撮るだけでいい。年に一度でいい。仕事にしたいとは、思っていないのだ。

　胸元をぎゅっと握り締めて、揺られる電車の車窓に目を向ける。

　地平線の向こう側で、太陽がわずかに赤く燃えていた。沈んでなお輝くそれは、まるで――。

　一人でかぶりを振った。それは違う。自分の気持ちのようだなんて、おこがましい。

　太陽に「ごめんなさい」と胸中で謝罪をして、皐弥さんのマンションの最寄り駅で降りた。

　彼の恋人役を引き受けてから何度も通った住宅街への道は、きっとぼんやりしていてもたどり着けるだろう。

　今日、彼の部屋に行けば少し写真の話をして、そのあとはのんびりと恋人らしく過ごす。明日は始発で自宅に戻って、着替えて出勤。

　いつもの繰り返し。

　でも、最近はそれが苦しくなってきた。

　自分のことを彼に知られるたび、怖い。気持ちを見透かされたらどうしようか。彼を一人の男性として見ていると知られたら、心の準備もなく終わってしまう。いつか終わるとわかっていても、深呼吸する時間はほしい。

　どうして私は手の届かないものばかりを好きになるのだろう。

　はぁ、とため息をついて、皐弥さんの部屋があるマンションの前までたどり着く。エントランスを通り、エレベーターで最上階まで上がると、コンシェルジュが当たり前のように私を部屋に通してくれた。

　玄関のドアを開け、部屋へ上がっていくとリビングのソファに皐弥さんが座っていてびっくりした。

「わっ……帰ってたんだ……？」

「おかえり、燿良」

　てっきりまだ会社にいると思っていたから、心臓がちょっと出てきそうになったが、すぐに立て直す。

「こっち。おいで」

　彼が自分の隣をポンポンと叩くので、いつものように誘われるまま彼の隣に座った。

「帰って早々で悪いが、昼間の話の続きをしていいか？」

「……うん」

「昼にも言ったが、俺は今回の広告写真を君に任せたいと思ってる」

「私、写真はもうやめたんだよ。もともと、本格的に勉強をしていたわけじゃないし、やめたって言っていいかどうかもわからないけど」

「それでもだ。今年撮った写真も見せてもらった。腕が落ちたとは思えなかった」

　落ちるほどの腕もなかったけれど、と胸中で零してかぶりを振る。

「……だいたい、どうして私だったの？　時彦くんに見せてもらって、時彦くんが私を勧めただけなら――」

「時彦から紹介を受けるときは、あらゆるものが非公開になっている。名前も、顔もわからないことが多い。燿良を恋人役として紹介されたときもそうだ」

　それで皐弥さんは私の顔を知らないままホテルに来ていたのかと、そこは納得ができたけれど。

「先入観を持たないように、互いのプライバシーを守るために、時彦がそうやって配慮している。今回も、当然全員の情報が非公開だった。見せられたのは作品だけだ」

　心臓がどくっと跳ねた。

「その中で、一冊のフォトブックを見せてもらった。その中には時彦の写真もあったが、親しい人が撮ったのだろうくらいにしか思わなかった。恋人とか、兄弟とかな。それくらい、あの時彦がリラックスして見えたから」

　時彦くんはたしかに、普段から少し気を張っている節がある。まるで自分を演じているようというか、素は出していない感じだ。親戚同士の集まりでそんな状態なのだから、皐弥さんが〝あの〟と言うのも納得できる気がした。

「俺は、その写真を撮った人に頼みたいと思った。……それが、燿良だったんだ」

　おそらく、彼は私だと知って頼みたいと思ったのではなく、頼みたいと思ったのが私だったと言っているのだろう。でも、それでも私にはできないと思う。

「今回の広告って、第六営業部の今後を左右するって聞いたよ」

「ああ。上層部はいままでどおりのコンセプトで広告を作ればいいと思っている。だが、俺はもっと消費者や現場で働く社員の意向に添った広告を作りたい」

「いままでどおりじゃだめなの？」

　雪井商事が出している広告はもちろん見たことがある。洗練されていて、さすがだなと思うことは多かった。だけど、皐弥さんは首を横に振る。

「いつだったか、アパレル部門で営業が取引先から言われたことがあった。広告で推していた商品は、自分たちのブランドを買ってくれる人たちの需要を満たさないから変えてほしい、と。そんなことを言ってきたのは初めてのことで、俺も役員らに掛け合ったが、役員たちはまるで聞く耳を持たなかった」

　役員側にも狙いや思惑があるのだろうから、折り合えないのは仕方のないことだ。こういうときは、現場の声なんて封じ込められてしまう。

「現場で消費者と接している彼らがだめだという広告を検討さえせずに堂々と出して、怒りさえ覚えたよ。うちの役員は大事なところを丸投げにしてきた結果、現場も消費者も見えなくなってたんだ。だから、第六営業部を立ち上げた」

　皐弥さんが大事にしたいのは、利益ではなく消費者や社員の声なのだろう。自分で動いてしまうくらいに、それらを蔑ろにされたことが許せない。

「それなら、なおさら堅実に大衆が受け入れられて、成果が出せる広告を作るべきじゃないかな。有名な写真家やデザイナーとコラボするとか……」

「それはある程度の金とコネが必要だ。〝雪井商事だから有名な写真家を起用できた〟なんて言われるのは困る。金でどうにかできると思われたくない」

　真剣なまなざしを向けて言われると、心臓が少しずつ速くなってしまう。

「……い、意外だね……。皐弥さんならお金でどうにかすると思ったけど」

　本当に、マンションや車をぽこぽこ贈ろうとしていた人の言葉とは思えない。

　少し後ずさりすると、皐弥さんが不本意そうな顔をする。

「会社の金を湯水のように使うわけにはいかないだろ」

「そこの金銭感覚は割と普通なんだね……!?」

「当たり前だ。社員が苦労して利益を出してきた金だぞ。俺が勝手に使っていいわけがない」

　世間知らずのお坊ちゃんかと思っていたけれど、彼は決してそうではないのだ。人がした苦労を見ているし、それを評価できる。だからみんな、彼に評価されたくて頑張るのだろう。

「燿良。引き受けてくれ」

「何度も言うけど、写真はもう撮らないし、私は本当に素人なの」

「……時彦から、君が勉強をしていたことを聞いた」

「下手の横好きってやつだよ」

「燿良がそう思っているのだとしても、俺は君に頼みたい」

　皐弥さんはこうと決めたら引き下がらない人だったなと思って、息を吐く。

「そんなつもりはないのかもしれないけど……皐弥さんが私に通常業務以外を頼むと、やっぱり特別になるんだよ」

「特別……？」

「うん。隠していても、私が皐弥さんの恋人役なことに変わりがないの。みんなに知られたら、やっぱり贔屓だったんだと思われかねない」

「能力と人間性は別だ」

「皐弥さんにとってはそうでも、周りはそうは思わないよ」

　私が彼と親しい関係だと知られたら、仮にそれが演技だったとしても、周囲はよく思わないものだ。そうしたら、いままで彼が積み上げてきた信頼や実績、評価が崩れる。私は失うものなんて仕事くらいだから転職をすればいいだけだが、彼は違うのだ。危険を冒すような判断は避けておくほうがいい。

「皐弥さんが力を入れている部署の仕事に、恋人役をしている私が大きな部分で関わるのはよくないよ」

「能力を評価するのに、恋人かどうかは関係ないだろ」

　こういうところ、彼はとてもドライだ。

　それはそれと割り切れる人はなかなかいない。ましてや近い関係ならば贔屓をしてしまうのが人のさが。皐弥さんはそういったすべての情報を切り離して考えられるから、問題だと思っていない。それが、困る。

「多くの人はそうじゃないんだって」

「……だとして、燿良は俺になにを言いたい？」

　じっと顔を見つめられ、視線を逸らした。写真家として起用されること。彼の恋人役でいること。私には、その二つを両立することはできない。だったら、ひとつだけを選ぶしかないのだ。

「私を写真家として使うつもりがあるなら、いまの関係は解消してほしいの」

「……え？」

　いつかは切り出すべきことだった。それが、彼からなのか、私からなのかの違いなだけ。

　皐弥さんの恋人役なら他にいくらでもいるだろうし、時彦くんが紹介してくれるはずだ。

　ちょうどよかった。深みにはまってしまう前で。まだ、彼への恋慕は捨てられる。

「それなら、写真を撮ることは前向きに考えて――」

「断る」

「えっ」

「関係の解消はしないし、君を写真家として起用もする」

「両方はだめだって……」

「君を写真家として起用するために関係を解消する意味がわからない。俺は、ほしいものは手に入れると決めている」

　頭を抱えた。

　仕事に対してはすごい良識的なのに、プライベートはこれだ。

　もう、と恨みがましく彼を見ると、楽しげに口の端を持ち上げて笑っている。

「燿良。写真に未練はもうないのか？」

「ないよ」

「だったら、適当に一枚撮ってみろ。気負わなくていい。ただスマホで一枚撮ればいいんだよ」

「……適当になんてできないよ」

　ぎゅっと膝の上で手を握り締めると、彼の手が重ねられる。

「手を抜けないのは、燿良が本気だからだろ。未練がないなんて、どう聞いたって嘘だ」

　ぐっと奥歯を噛んだ。

「どうして、やりたいことを諦めようとする？」

　彼の手が頬に触れる。そっと顔を上げるように持ち上げられ、嫌でも視線が合った。彼の目は、揶揄するでもなく、疑問の色を映すでもなく、ただ私の本心を引き出そうとしているようだ。

「……趣味で撮るくらいが気楽でいいからだよ」

「嘘だろ、それは」

　逃がしてはくれないか。

　一度視線を逸らして思案する。私が写真をやめた理由……か。簡単なことだ。

「お金がかかるからだよ」

　皐弥さんは、表情を変えなかった。彼なら、そんなことでと言うのではないかと思っていたから少し意外だ。

「うちは母子家庭だったの。写真家をしていた父が幼い頃に事故で亡くなって、そのあとは母親と二人で暮らしてきた」

「うん。……それで？」

　彼の手が私を引き寄せると、包み込むように抱きしめてくれる。

　こういうの、ずるいなぁなんて思いながらも彼の胸に額を押し当てて言葉を探した。

「写真は父から少しだけ教わったの。子どもの頃だったから難しいことは全然わからなかったんだけどね」

　写真の話をする父がとてもかっこよく見えたんだと話すと、彼は「へぇ」と短く頷いた。その声がすごく優しくて、胸の奥からなにかがせり上がってくる。

「いつかは父と同じ仕事をしたいと思っていて……父が亡くなったあともそう考えてたんだけど、美術系の大学って学費がすごく高いでしょ。写真を続けるにもお金はかかっちゃう」

　近場を旅行するだけでも私には負担だった。好きなら頑張れるけれど、私が無謀な夢を追っている間、母にも苦労をさせてしまうのだ。

「母はたぶん応援してくれたと思うけど、成功するかどうかもわからない夢を追いかけていられないし、お母さんを安心させてあげたかったんだよね。だから、高校生になってからはカメラに触らなくなって、普通の大学に入ったの」

　それでも、母が倒れるほど苦労をさせてしまったのだけれど。

「それで、正月に親戚を撮るだけになった？」

「そう。いまのスマホって、素人でもすごくきれいに撮れるから楽しくて。記念撮影みたいな感じだと、だれもなにも言わないからね」

　写真家をしていた父のことも、親戚の中では風化した記憶だ。亡くなって二十年も過ぎれば、話題に上ることも少なくなる。

　実家でも、父の痕跡は年々色褪せていた。一枚だけ飾られた、父が賞を取ったという陽光の写真だけが、その人が生きていた証し。

「でも、やっぱり未練があったんだろうね」

　苦笑いすると、頭をぽふっと撫でられた。

「……写真を続ければいいじゃないか。いまなら自由になる金もあるだろ」

「そうなんだけどね……。いまさら夢は見られないというか。もう三十歳だし、そろそろ結婚のことも考えたいから」

　ご縁があればだれかと結婚して、子どもを産んで家庭を持ちたい。母に安心してほしいし、仕事と家事や育児に追われれば、いまだに残る未練も断ち切れる気がする。

「結婚はすぐに無理だろうが……写真ならうちで働きながらやればいいだろ。副業が大変なら、デザイン部に移ってもいいぞ」

「……ねえ、皐弥さん。私、デザインの勉強なんてろくにしてないの。写真だって、賞も取ってないただの素人。ポンポン異動させようとしないでよ」

　むうっと唇を尖らせると、皐弥さんが不思議そうな顔をした。

「だめなのか？」

「副社長権限でどうにかしようとするのはやめて。あと、私は営業がいいの。歩合給、大事」

「それはまあ……わからなくはない。それ目当てで営業に異動願い出す社員もいるからな……」

　雪井商事の営業は、この歩合給がかなり多い。そのぶん仕事も大変だし、エリート集団なので求められる成果の難易度は高いのだが、やりがいは抜群だ。営業部の売り上げが上がれば特別手当と称したボーナスが出るのもうれしい。

　これを手放してまで写真をやりたいかと言われると、ちょっと悩むところだ。

「でも、デザイン部は人も足りないし、燿良を異動させるくらいどうってことは……」

「だめだからね。絶対に！」

「でも、デザイン部に異動すれば――」

「もし私を異動させたら、すぐに退職届出すから」

　じっと見据えて言えば、皐弥さんが天井を仰ぎ見る。この人なら本当に異動させるくらいやるだろうから困る。

「……俺は、燿良に辞められたくない。職場に慣れれば営業としてもっと数字が出せると思う。かといって諦めきれない夢を抱えたままでいることを知っていて放っておくこともできない。君を写真家として起用すればいまの関係は解消……」

「営業として使い続ければ万事オッケーってことだよ」

　それで、すべて終わる話だ。

　けれど彼は私に目を戻して思案する。

「写真家として、一度仕事をしてくれ。その間は給料とは別に手取りの三倍の報酬を支払う」

「……え？」

「引き受けてくれないなら燿良は営業に出さない。もちろん、引き受けても仕事が終わらない限り営業はさせない。それなら歩合給も出ないから写真家を引き受けるほうが得だろ」

　頭痛がした。

　そうだ……この人、お金の使い方がどうかしているんだった。

「い、いや……皐弥さん……」

「もともと専属として業務依頼する写真家にはそれくらい出すつもりだったんだから、予算内だ。俺が無理を通しているわけじゃない。気になるなら秀介に聞けばいい。あいつ、そういう嘘はつかないから」

　仕事については本当に超良識的……！

　これじゃあ、私が反論する余地がないんだけど。

「関係の解消……は？」

「しない。それは、お互いのプライベートな部分だ。仕事に持ち込むつもりか？」

「くぅ……っ」

　言い返せない。公私混同を避けるために関係は秘密にしてもらっているのだ。この話題を持ち出した時点で、私の敗北は決まっていたのかもしれない。

「……わかっ……た。一度だけ……使えなかったら他の人をちゃんと探してね？」

「もちろんだ」

　悔しいなぁ、と思いながらも引き受けはしたけれど、くすぐったくて仕方ない。

　皐弥さんは私の背中を押してくれたのだ。諦めるには未練を残しすぎている。もう一度夢を追いかけようとしても、できない理由を探すのがうまくなりすぎた。

　どちらにも転ぶことさえできない私に、彼は現実を突きつけてくる。それが彼なりの優しさなのだ。

　その翌日、私は久しぶりに実家の押し入れに仕舞い込んだカメラを引っ張り出した。






　広告写真を一ヶ月以内に作る。それが、皐弥さんからの依頼だ。その間は営業に出られないし、通常業務も極力振らないと言われている。

　報酬は確定で、給料にプラスして手取りの三倍が支払われることになった。

　一応、その報酬については断ったのだ。社員として給料が出るだけで充分だと。むしろそれすらも贅沢な待遇なのだと、説得は試みた。でも、皐弥さんはどういう思考回路なのか、「不満か。五倍出そう」と言い始めるので折れるしかなかった。

　あの金銭感覚はどうにかならないものかとため息をつきながら、古ぼけた一眼レフカメラを撫でる。

　父の遺品だ。フィルムで撮影するもので、長い間使っていなかったから懐かしさもあって引っ張り出してみた。手にしっくりくる感じが好きで、構えているとわくわくしてしまう。

　それから、デジタルカメラを新しく買った。

　皐弥さんのオーダーがどういったものになるのかはわからないので、デジタルとアナログの両方を揃えて希望に添えるようにしたい。

　とはいえ、うまく撮れるだろうか。

　会社が手配した撮影スタジオに入ってあれこれと準備をしていると、皐弥さんが一人のモデルを連れてきた。

　何名かリストアップされた女性モデルの中から、私が選んだ。エキゾチックな美女だ。

「燿良、準備はできたか？」

「大丈夫です。本日はよろしくお願いします」

　モデルと、他にも手伝いに来てくれたスタッフに声を掛けた。第六営業部の面々がほとんどなので、いつもと変わらない空気感だ。

「今日は新作コスメの写真撮影だったか」

「はい。赤いリップを推したいとのことだったので、そのあたりを中心に」

　第六営業部の会議で注目色として真紅のリップを提案されたとき、やはり黒とのコントラストが映えるだろうなと思った。

　だからモデルには黒い服を着てもらったし、顔立ちがとてもきれいなので髪も全部まとめてアップスタイルにしてもらった。

「それでは、よろしくお願いします！」

　緑色のスクリーンの前にモデルが立つ。撮影の現場は数度経験しているらしいので、私より空気に慣れているだろう。

　少し緊張してくる。

　照明の位置を調整してもらい、カメラを構えた。レンズを通して見える世界は、目の前の被写体と、光だけだ。

　光を、右上から強く入れる。モデルの顔半分に影が落ち、顔立ちを際立たせる瞬間を狙ってシャッターを押し続けた。

　デジタルカメラはいくらでもやり直しがきくのがいい。一眼レフカメラも持ってきたが、今日は出番がなさそうだ。

　光の入れ方を変え、モデルの気が向くまま動いてもらって何十種類ものパターンを撮った。一区切りつくと全員で写真を確認して、再度撮影を開始する。

　皐弥さんはなにを言うでもなく画像を見ては、撮影風景を眺めているだけだった。

　そんな作業を三度繰り返し、一度休憩を挟む。

　どうにもしっくりこない。モデルを変えて再度撮影日を設定したほうがいいだろうか。パターンはいくつあっても困らない。だけど、私は目の前にいるモデルを撮りたいと思った。想像したイメージにぴったりだったのだ。

「……それだけ撮って、採用するのは数枚か……」

　皐弥さんが、画像チェックをしている私の手元を覗き込む。

「数枚選べたらいいところかな……」

　だいたいは一枚気に入るものがあればいいほうだ。

「これとか、きれいでよくない？」

　手伝いに来ていた片市さんがぬっと覗き込むので、両横を上背のある男性に挟まれてせせこましい。

「パソコンに映すので、そっちで見てもらっていいですか。二人とも近いです」

　げんなりして二人から離れ、ノートパソコンにデータを出す。どうしてここまで待ってくれないのだろうかと、男性二人を振り返った。

　……かっこいい……よね。

　皐弥さんが精悍でハンサムなことは知っていたが、片市さんも系統の違う美男だ。社内で人気があると噂では聞いたが、なるほど、これは相当モテるだろう。

　爽やかな人だと思ってはいたけれど、近くで見慣れすぎていたせいか、気づかなかった。引いたときの立ち姿がいい。あとは――手だ。

「片市さん。ちょっといいでしょうか」

「え、俺？」

　片市さんを手招きすると、皐弥さんがむっとした顔をする。

「モデルさんと一緒にスクリーンの前に立ってもらえますか」

「えっ!?」

「大丈夫です、片市さんはほぼ見切れるので。こう……モデルさんの唇をぐいっと指で拭ったような仕草をしてください」

「え、えっ、待って蓮崎さん。俺、話についていけないんだけど」

「男性の手を入れて撮影がしたいです。背徳感もありますし、片市さんの手、きれいですよね」

　容姿は柔らかい雰囲気だが、片市さんの手は男性らしく、けれど指が長くてきれいだった。爪も整えられていて、魅力的な被写体だ。

「それなら皐弥のほうが……」

「副社長の手はきれいすぎます」

　彼は炊事や洗濯なんて一切しないだろう。そのため手指はきれいだが、過ぎて見える。なにより、皐弥さんではモデルの持つ空気をかき消しかねない。それくらい、彼の存在感は圧倒的なのだ。見切れたとしても、視線を持っていかれる可能性があった。

「じゃあハンドモデルを呼ぼうよ。俺、写真苦手なんだけど」

「時間がかかりますし、社員を使えばコストゼロ。仕事のためですよ」

　片市さんが両手で顔を覆い隠す。皐弥さんもニヤニヤと笑っているので、たぶん〝あり〟だ。

　モデルのメイクを少し崩してもらうようにメイク担当者に頼み、撮影を再開する。

　片市さんの緊張が鮮明に伝わってくるが、むしろそれがリアルでよかった。

　美しく整えたモデルのメイクを崩すように動いてもらい、より魅力的に見える角度でカメラを構えてシャッターを切る。やはり、片市さんの手は写真映えしそうだ。

　あとは少しグラフィックソフトで加工すればいいだろう。写真に手を入れるのはあまり好きではないが、これが商品となるのなら自分の好みは二の次だ。

　パターンを何度か変えて写真を撮ったところで、その日の撮影は終了となった。

　およそ三時間。ずっとライトに照らされていたモデルは大変だっただろうし、急遽モデルにされた片市さんも抜け殻みたいになっていた。

「いい写真は撮れたか？」

　スタジオの様子を眺めながらカメラを片付けていると、皐弥さんに声を掛けられて頷く。

「ちょっと調整をするけど、私は大満足……！」

「そうか。楽しみだ」

「このあと、新しくできたマンションを見に行くんだったよね」

「ああ。疲れていないならこのまま行こうか」

　今回はたまたまなのだが、雪井商事が開発した個人向け分譲マンションの事前確認が重なったので、見に行くことになっていた。

　私がついていく必要はなさそうだと皐弥さんには訴えたのだが、「女性の意見も聞きたい」「第六営業部は全員見に行く予定で、君だけスケジュールに入っていない」という理由で皐弥さんに同行することになったのだ。

　スタジオの後片付けは他の人たちに任せ、私はカメラを持って皐弥さんと二人で撮影スタジオを出た。

　車で移動をして、都心から少し離れた場所にそびえ立つタワーマンションまでやってくる。見上げるだけで首が痛くなりそうだ。

「最上階を使えるようにしてある」

「最上階かぁ。モデルルームとして家具も入れてくれてるんだよね？」

「ああ。購買意欲を高めるためにいろいろ意見を聞きたい」

「私の意見で大丈夫なのかな」

　あまり当てにはならないと思うし、プロがコーディネートしているのだからあれこれ口を挟まなくてもよさそうだと思うけれど、気づいたことがあれば言ってみよう。

　二人でエレベーターに乗り、最上階まで上がっていく。その途中。

「なあ、燿良。どうして秀介を使ったんだ？」

　先ほどの撮影のことかと理解し、思案した。

「モデルさんは素敵だったんだけど、もう一押しがほしかったからかなぁ」

「あいつじゃなくてもよかっただろ」

「片市さんって引いて見たときの雰囲気が柔らかくて素敵だったんだよね」

「……柔らかくて……か」

「ひょっとしてだめだった？　まずいなら使わないよ？」

　でも、それなら撮影前に皐弥さんが止めたはずだ。それをしなかったから、問題はないと思ったのだけれど。

「いや、特に問題はない。顔が出るわけじゃないだろ？」

「うん。あ、でも後ろ姿はちょっと残したいかな」

「……ああいうタイプが、燿良の好みなのかと思っただけだ」

　エレベーター内にある階層表示を見上げたあと、皐弥さんに目を戻した。

「……え？」

「いや……なんでもない」

　ふいと顔を背けられては、なんでもなくないとわかる。

　ひょっとして、皐弥さんはモデルをしたかったのだろうか。でも、そんな自己主張が強いタイプだとは思えない。人に見られることは慣れているだろうが、好んで見られているわけでもないだろう。

　モデルさんが好みで、近づきたかったとか？

　美人だったもんなぁ……。

「今日のモデルさん、素敵だったよね。彫りが深くてきれいで……」

「ああ」

「連絡先を聞いたり、聞かれたりって普通にあるの？」

「聞かれたよ。教えなかったけど」

　やっぱり。雪井商事の御曹司なら放っておいても女性が寄ってくる。でも……。

「教えなかったんだ？」

「恋人がいるから」

「あ、そうだったね！」

　私はそのために皐弥さんの恋人役を引き受けていたのだった。

「初めてかな、ちゃんと口実として使ってもらえたのって」

　じっと皐弥さんに見られ、首をかしげる。

「営業に出れば、二言目には『娘はどうか』って聞かれる。三十歳を過ぎて独身なら、そんなものかもしれないけどな。そのたびに恋人がいるって断ってるよ。今日が初めてじゃない」

「そう……なんだ……」

　意外と便利に使ってもらえているようだ。それならよかった。

　うんうんと一人で頷きながら、最上階に到着したエレベーターを降りる。

　廊下に敷かれたふかふかの絨毯。白い壁にうっすらと描かれた模様をじっと見つめて、植物模様なのかと納得する。

「燿良、こっちだ」

　キョロキョロする私の手首を皐弥さんが掴み、モデルルームとなっている部屋へ案内してくれる。

　紺色のドアが、空間を引き締めている。少しペンキの臭いが残っているのも、真新しい建物という空気をひしひしと感じるので私は好きだ。

　最上階は、部屋の数をあえて減らしているらしい。人の気配が気にならないための配慮だが、おかげで最上階の価格は数億になるそうだ。

　私では到底買えない高額な住宅。

「ここは、どちらかというと富裕層向けなのかな」

「高層階はそうなるかもな」

「皐弥さんなら、このフロアを買い上げるんだよね」

「……燿良が住まないなら、買わない」

　またプレゼントしようとしてるのかな、と前を歩く彼を見上げる。肩越しに見える皐弥さんの横顔は、なんの表情も読み取れなかった。

　なにを考えているのだろうかと探ってみたが、彼が立ち止まり、私を見下ろしてくる。

「ここが用意した部屋だ。好きに見てくれ」

　ドアが開かれる。

　大きく開放的な玄関は、天井が通常より高いようだ。見上げて、自動で点灯する照明に驚いた。

「すごい！　センサーで点くんだね」

　皐弥さんがふと笑みを浮かべて頷く。

　シュークローゼットには花が飾られていて、これだけでおしゃれな感じがする。

　並べられたスリッパに緊張しつつも、それを履いて部屋へ入っていく。大きな窓が印象的だ。床から天井まで高さを目一杯使って光を取り込んでいる。明るく、開放的な空間は居心地が良さそうだ。

　寝室を覗いてみると、立派なベッドが置かれていた。西洋風で、お城の一室に置いてありそうだ。白でまとめられているのも清潔感があっていい。

　キッチンを見てみると、生活感を隠すようなデザインだった。食器も調理器具も、全部隠して収納するのかと棚を開けて中を覗き込む。

「あ。コーヒーマシンがある。これ、憧れだったんだよね……」

　カプセルをセットするだけで美味しいコーヒーが楽しめるというものだが、おしゃれで気になっていたのだ。自分で買うことはなかったが、あるなら使ってみたい。

「そういうのに興味があるなら、俺の部屋にも置いておく」

「うれしいけど、皐弥さんが使わないならいいよ」

「遠慮しなくていいのに」

　儚げに笑う彼が不思議でしばらく見ていたが、彼は背を向けてリビングのソファに座ってしまった。

　気のせいだったのかな。

「他の部屋も見ていい？」

「もちろん。隅々まで見てかまわない」

　そう言われて、本当に隅々まで見てしまった。扉を開けるたびにどんな空間が視界に飛び込んでくるのだろうとわくわくする。

　私も、こんな家で暮らしてみたいと心から思った。

　広々とした浴室を見て、トイレまでじっと凝視してしまい、さすがにやりすぎたかなと一人で気恥ずかしくなる。

　充分に見学ができて満足し、皐弥さんのいるリビングへ戻った。

「皐弥さん、お待た、せ……」

　雲の切れ間にちょうどさしかかったのだろう。部屋に光が降り注いでいる。大きな窓は、この瞬間のためにあるのかもしれないと思うほど、赤く染まりはじめた西日が室内に淡く色を落とす。

　うたた寝をしてしまっているのか、あるいは思考の海に沈んでいるのか。彼はわずかに顔を伏せて身じろぐことはなかった。

　少し、距離を取る。逆光になり、ほのかに人の影が浮かぶ場所を探して位置を定める。

　今日は出番がないかもしれないと思っていた古ぼけたカメラを手にして構え、レンズ越しにその世界を覗いた。

　ややくすんだ色彩は哀愁を帯びて滲む。空気中を漂うダストでさえ、その景色を彩る光になって、視界にちらついた。

　しばらく、同じ場所でカメラを構えて息を止める。ブレが補正されない機械だ。動いたらすべてが台無しになる。

　レンズ越しに、逆光で見ても彼はその圧倒的な存在感を失わない。姿をあえて不鮮明にすることで、際立っていく。

　じっとボタンを押し込む瞬間を待ち続け、目の前をひとつの光が通り過ぎようとした瞬間、シャッターを切った。

　フィルムの中には、イメージしたものがちゃんと残っただろうか。日が落ちかけたいましか撮れない、淡い赤の世界を残せただろうか。

　構えていたカメラを下ろすと、皐弥さんが身じろいだ。

「……燿良？」

「終わったよ。寝ちゃってたのかな。疲れてた？」

　素知らぬ顔でカメラを片付け、ソファに座る彼に近づいた。

　彼の手が私の手を掴み、指先に滑って握る。

「……そうかもしれない。君のいる空間は心地よくて、よく眠れるから余計に」

「仕事中だからね？」

「悪い。他のだれにも、内緒にしてくれ」

「口止め料はコンビニの新作スイーツで――」

　くいと腕を引かれ、身体が傾いだ。

　とっさに彼の身体に手を突いたが、そのまま抱き寄せられて唇が重ねられる。

「あとで買ってくる」

「……うん。楽しみにしてる」

　頬が熱い。

　キスも、それ以上も彼とは交わしてきたが、初めての感覚だ。かすかな熱と慕情を灯すような、優しいキス。

　写真家を選ぶ代わりに彼との関係を解消しようとしたとき、私はこの気持ちを捨てられると思った。

　初めての恋なんて実るものではないというし、いっときの気の迷いで済むと思っていたのだ。でも。

「会社へ戻ろうか、燿良」

　ポンと頭を撫でられて、こくりと頷く。

　彼がなんでもないふうに脇を通り過ぎていくのを待って、自分の胸元をぎゅっと掴んだ。

　私は、この関係が一生続けばいいと思っている。






　撮影した写真の加工は極力したくなかったが、引き伸ばしたときの見映えや、広告であることを踏まえると、やはり個人的なわがままは言えるはずもなかった。

　最初は自分でどうにかしようと考えていたが、三日ほど悩んで新卒採用でやってきたデザイナーに助けを求めたのだ。若いデザイナーの瑞々しい感性を広告に載せられないかと二人で試行錯誤しているうちにようやく満足いく仕上がりになった。

　真っ赤なリップと、美しい女性と、男性の手。片市さんの姿はほぼトリミングしたので、知る人ぞ知るハンドモデル状態だ。本人は、いろいろと悶えていたようだけれど上々の評価だった。

　あとは社内選考の結果を待つだけだ。採用されればいろいろなところで見かけることになるだろう。

　私の、写真家としての役目も終わった。

　ふう、とオフィスの自席で現像した写真を片付けながら、この一ヶ月は充実していたなと思い出に浸る。

　モデルをスタジオで撮影するのは夢のひとつだった。機材は惜しみなく使わせてもらえたし、他にも広告の素材として使えるだろうかと写真を撮りに出掛けることもできた。

　これが本職の仕事だったら楽しいだろうけれど、やっぱりお金がかかる。

　どこかの会社に所属してもいいし、フォトスタジオで働くのもいいかもしれないけれど、雪井商事の営業は手放しがたい仕事だ。

　こんな一流企業に入社できている時点で奇跡よね。

　辞めるなんてことは考えていないが、やはりカメラを構えるのは楽しくて、ちょっとだけふわふわとした気持ちになってしまう。

「……これは？」

「ひやあっ!?」

　頭上からいきなり声がかかって心臓が飛び出すかと思った。

　がたがたと椅子をがたつかせてジタバタする私に、皐弥さんがくっと吹き出すのを堪えている。

「……悪い」

「び、びび……頭の上……びっくり……」

　酸欠の金魚のように口をぱくつかせれば、他のみんなもクスクス笑いはじめた。

「それで、これは？」

　私が持っていた写真を皐弥さんが取り上げる。

「それはボツにした写真です」

　パラパラと彼が眺めるのを見上げ、取り返そうとするとひょいと高く持ち上げられた。思わず立ち上がってそれを取り返そうとしたが、一八〇センチを超える長身の彼と、一六二センチの私とでは勝負にならなかった。

「届かない……っ」

「他の広告も作っていいんだぞ。ひとつと言わず数を出せばいい」

「一ヶ月って約束だったので。そんなに作る時間はありません」

「気にしなくてもいいんだが」

「営業に行きたいです。歩合給ほしいので！」

「そんなに目一杯歩合給がほしいって言う社員は珍しいけどな」

　契約が取れれば取れただけ加算されるし、大口になれば増えるのだから大きな収入源だ。金の亡者と言われようと、私は歩合給がほしい。

「ちょっといいお酒を飲みたいんです。事務仕事ばかりじゃそれも難しいじゃないですか」

　ぶんぶん手を振り回したが、軽く皐弥さんにあしらわれて椅子に座り直させられてしまった。むうっと唇を尖らせながら、まあいいいかと仕事に戻る。

　広告の提出が終わったので、そろそろ外回りに戻してもらえる予定だ。得意先のデータを眺めながら、飛び込みの営業も頑張らないと、と意気込む。

「なあ。これ……」

「え？」

「素材にして広告を作ってもいいか？」

「いいですけど……」

　ホームページにでも掲載するのだろうか。

　それとも、アパレルブランドの新作だろうか。モデルが着ているときを狙って撮影させてもらったものがある。チラシに使うのかも。

「これ、データは？」

「ありますよ」

　ＳＤカードを渡したが、彼は少し険しい顔をした。

「君が使ってたのはデジタルカメラだけじゃないよな。フィルムも使ってただろ」

「あー、じゃあこっちですね」

　現像されたフィルムも出すとそれを受け取り、彼は副社長室へ戻ると言って第六営業部を出ていく。

　副社長室にはあまり籠もらないから珍しいなと思いながら、本来彼はそこにいるべき人なのだと思い直す。

　やっぱり、本当なら手なんて届かないのだ。

　第六営業部は皐弥さんが管掌している部署なので、チーム全員とも距離が近い。私が特別なわけではない。

　でも、恋をしてしまう。

　出会ったときよりいまのほうが彼を好ましく思うし、昨日より今日のほうが好きだと言える。明日はもっと恋しく思うのだろう。

「俺も副社長室に行ってくるね。なにかあれば携帯でも内線でもして」

　片市さんが席を立ってふらりと出ていく。その姿を見送ったあと、私のスマホに皐弥さんからメッセージが届いた。

『しばらく帰りが遅くなる』

　その文章に肩を落とす。

　別に約束をしているわけじゃない。会いに行くとも、会いたいとも言っていない。だけど、彼と仕事終わりにも休日にも会わなくなってひと月だ。

　――いつから、彼に会うことが当たり前になっていたのだろうか。ただの恋人役は、彼の縁談避けになることが役目のはずなのに。

　無理しないでね、と送り返したメッセージはすぐに既読マークがついたが、返事はこなかった。

　このまま彼との繋がりが消えていくのかもしれない。そんな不安が脳裏をちらついた。

　◇

　副社長室へ戻り、燿良から預かった写真を机に広げる。

　そのあとすぐに秀介を呼び出した。

「皐弥、俺も仕事が山積してるんだよ？」

「これを見てくれ」

　椅子に座ったまま秀介を手招けば、肩をすくめて近づいてくる。声には出なかったが、秀介の言いたいことは「しょうがないな、お前は」といったところか。

　だが、机に広げた写真を見てすぐに目つきが変わった。

「これ、蓮崎さんが撮ったの？」

「全部ボツにするんだそうだ」

「……ボツに？　チラシやホームページの素材として全然使えそうだけど」

　燿良の撮った写真は、どれも素朴なものだった。ありふれた景色を切り取った一枚。けれど、この写真を自分が撮影できるかと言われれば、到底できないだろう。

　アパレルブランドの写真は、常にモデルの自然な姿を捉えている。ポーズを頼んで動かしたというよりも、その動作が終わった直後のふと気を抜いた瞬間というのが近い。オフショットのような写真もある。

　子ども向けブランドはなかったはずだが、子どもとモデルが一緒に写っている写真もあった。本当の親子なのかもしれない。

　マンションの室内写真も撮っていたようで、どれもよかった。

　照明は落とされていて自然光しかないはずなのに、鮮やかに映し出された部屋は、まるでそこに住人がいるような温度を感じる。

　完璧に整えられていたはずのベッドは少し乱されていて、クローゼットに掛けられていたのだろう服を無造作に広げて撮られていた。

「……蓮崎さんってさ。人の息づかいを感じさせるのがうまいのかな」

「俺は写真には詳しくないからなんとも。でも、一目見て好きだなと思うよ」

　だれが撮ったのかわからない状態でも、その腕に惚れ込むくらいには好きな写真だ。どれを見てもその評価は変わらない。

「使っていいって言ってたっけ。この素材を使って別の広告を作れって話？」

　首を横に振ると、秀介が眉根を寄せた。

「じゃあ俺を呼び出してなんの話？」

「これを」

　一枚だけ抜き取った写真を秀介に手渡すと、目にした瞬間はっと息を呑む。

「俺も、お前と同じ反応をした」

「これ……ボツにするって本気？」

「なにが気に入らなかったんだか……」

　燿良から預かった写真の中に、一枚だけ毛色の違う写真があった。

　赤く染まりかけた室内で、逆光で撮影されたものだ。影になって浮かび上がる人物は、俺自身でさえ、俺とは気づかなかった。

　その理由はきっと、最前に揺れる光の粒があったから。その光の粒が絶妙に人の姿を隠し、視線を攫っていく。けれど巧妙に演出して切り取られていた。

　趣を感じさせる、セピア色の世界だ。

　そして、おそらくこの写真は加工されたものではないだろう。もちろん、セピアで現像した可能性はあるが、そんなことはどうでもいいと思えるほど、光を映す技術に見蕩れてしまう。

　彼女は、この一瞬のためにどれほどの時間、息を殺してカメラを構えていたのだろうか。うたた寝をしてしまった俺を景色の一部に落とし込んで、彼女はなにを思ったのだろう。

「秀介。この写真を使ってタワーマンションの広告を作ってほしい。キャッチコピーを乗せるだけで充分商品になる」

「……キャッチコピーかぁ……言葉さえ不要な気はするけどね」

　個人向けマンションの広告として、過ぎるほど秀逸な写真だ。自分が被写体になっていることは多少気になるが、それを理由に使わないという選択肢は存在しないだろう。

「燿良は、これだけの腕を持っていても写真家にはならないらしい。……営業がいいんだってさ」

「俺からすればもったいないって思うけど。皐弥はどう思った？」

　写真を手にして、目を伏せた。

　もったいないと思う。才能があるかどうかはわからないが、燿良の感性は眠らせるには惜しい。

「……この写真を使った広告だけどな」

　返事の代わりに別の言葉を切り出す。

「うん？」

「あまりメディアミックスしないでくれ。新聞広告に一度だけでいい」

「……皐弥。それはさすがにどうかと思うけど」

「第六営業部は失敗できない。だからこそ、絞り込む」

「俺はネットやテレビに出すべきだと思う。雑誌も使うべきだ」

「絶対にだめだ」

　自然と語気が強まったのか、秀介が息を呑んで口を閉ざした。

「燿良が正当に評価されなくなるのは、絶対にだめだ」

「……なにかあるの？」

　応接用のソファに座って秀介が試すように俺の言葉を待っている。

「広告媒体を広げたら、燿良は間違いなく注目される」

「いいことじゃないの？　注目されたら彼女だって写真家としてやっていこうと思うかもしれないよ」

　それは、俺も望むことだ。燿良を一企業の営業に留め置くことが、もったいないことだとわかるからこそ。

「時彦から写真家として燿良を紹介されたときにな……調べたんだ。彼女の父親も写真家をしていたと聞いていたから」

　燿良の父親は、フォトコンクールで大賞を受賞した人だった。その写真は絶賛されて満場一致の受賞だったらしく、数年間はプロとして引く手数多だったようだ。

　燿良の父親の名は、蓮崎東也とうや。陽光の写真を好んで撮り、それが評価されていた写真家だった。

　だが、ある年から彼は小さなフォトスタジオでカメラを構えるだけになったらしい。子どもや家族を撮ることに注力していたようだ。

　そのきっかけは、おそらく燿良が生まれたから。時期がちょうど重なるのだ。

　家庭を持って、子を慈しみ、その気持ちを写真に反映させていたのかもしれない。いい父親だったのだろう。けれど彼は燿良が十歳になる少し前に事故で他界している。

　蓮崎東也はその技量から人気もあり、写真集も出していたが、なぜか出版部数は多くなかったようだ。出版社がプレミア感を出したかったのかもしれないが、俺にそれを知る術はない。ただ、その写真集はすでに絶版となっていて入手は困難になっていた。それゆえに彼の写真集には驚くほどの値が付いて、容易には手には入らない代物になったのだ。

「蓮崎東也の才能を受け継いでいる……なんて評価を先にされてしまったら、燿良に仕事は集まっても、燿良自身の評価にはならない。だから、過剰な広告は打ち出さなくていいんだ」

「だったら、フォトコンクールにでも出せばいい。雪井商事で使うんじゃなくて、彼女の実力で勝負をさせればいいんだ。充分結果が出るはずだよ」

「燿良はフォトコンクールに自分の写真は出さない。もう諦めた夢らしいからな」

「諦めてる人がこんな写真を撮れるわけないでしょ」

　秀介の言うとおりだ。執念にも見える忍耐強さで、この一瞬を待ち続けられるのは、彼女が写真を好きだからに他ならない。諦めているのなら、この写真は生まれていないと思う。

「燿良の写真を使えないなら、不動産広告はひとつも出さなくていい」

「皐弥、ちょっと待って。それはだめな判断だよ」

「もちろん、わかって言っている。でも、それくらいこの写真を、雪井商事の広告として使いたい」

　秀介は、一人でクスクスと笑っていた。

　なにもおかしなことを言ったつもりがなかったから不可解だったが、ソファを立って俺の前にくると、試すような顔をする。

「それは、皐弥の個人的な感情？　それとも副社長としての正当な判断？」

「私情がないと言えば嘘になる。だが、グループ全体で数万人の従業員の生活を預かる以上、勝てない博打はしない。燿良の可能性については、ただの副産物だ。……俺を試す必要はない」

「そうだね。そういう、どこまでも雪井商事の後継者って姿勢を崩さないところ、昔から好きなんだよね。わかった、最善は尽くすよ」

　燿良に別の未来が開けるのなら、そのときは応援をしてやりたいと思う。けれど、そんなものは運だ。どれほど実力があっても、埋もれてしまうことはある。それさえも才能の一部なのだ。

「けど、驚いたなぁ。蓮崎さんはただの恋人役だと思ってたよ。あわよくば俺が口説こうかなぁ、なんて思っ――」

「やってみろよ」

　椅子の背もたれに身を預け、軽口を叩く秀介を見据える。わざとらしく肩をすくめて、秀介が苦笑いを浮かべた。

「できないってわかってて言うんだから、性格悪いよね」

「昔からこういう性格だ」

「そうだったね。雪井の御曹司だったよ、お前はずっと」

　良くも悪くも、俺は雪井一族の後継者として育っている。自分の名前を出すことに躊躇はないし、それを盾に交渉することにも後ろめたさはない。そういう生き方しかできなかったが、燿良はそのすべてを覆してくる。

　適当に合わせていればいいものを、まっすぐに否定してくるのだ。彼女の生き様はきっと、その名前のように輝いているのかもしれない。

「……最近、楽しそうに仕事をしてたから誘えなかったんだが……そろそろ誘ってもいいかな」

「恋人なら合い鍵渡せばいいのに」

「受け取ってもらえないんだよな。コンシェルジュには彼女に限って俺の部屋に通すように言ってあるし」

「まあ……皐弥の家はちょっと特殊だけど……でも毎回恋人にコンシェルジュ経由で家に入らせてるの？」

「必要ないでしょ、って言われるからな。この一ヶ月、燿良から連絡もないし……集中したいんだろうけど……さすがにちょっと寂しいな」

「蓮崎さん、俺たちには普通に連絡してくるけど」

「……え？」

「え？」

　のろのろと椅子を立つ。

「秀介、燿良と連絡先交換してるのか？」

「してるっていうか、グループチャットだけど。週一回は絶対『お腹すいたので夕飯にスルメを食べます』って言ってるよ。ご飯食べなよって話で……」

　机に手を突いて、軽い目眩をやり過ごした。

　燿良は、写真家として仕事を任せてからのひと月、一度も俺に連絡をしてこなかった。俺からはときどき連絡をしていたから音信不通になっていないが、グループチャットには連絡をしているのか。しかも、仕事の話ではなくスルメを食べる報告を。

「なんで俺に連絡をしてこないんだ……？　腹が減ったって言ったら食事に誘うから面倒くさいのか……？」

「……皐弥。すごく言いにくいんだけど、俺らが誘ったら来たよ。ファミレスですごい食べてた……」

「……お前、二人きりでは行ってないよな？」

「行かないよ。皐弥に誤解されたら面倒くさいし」

　そうだよな……。秀介はそういう男じゃない。それはいいのだが。

「あれ。俺、燿良になにかしたか……？」

「なにもしてないから愛想尽かされたんじゃない？　知らないけどさ」

「いや、した。したけど……一度寝れば恋人……だよな？」

　そう聞いた俺に、秀介が憐れむような目を向けてくる。

「皐弥ってそういうところがちょっと……なんというか、古風だよね」

「でなきゃ、簡単に一線は越えられないだろ」

「それはそうなんだけどさ。もっとカジュアルでいいと思うよ。ちょっと重たいっていうか……」

「燿良にも言われた……重たいか？」

「……彼女、セフレって思ってる可能性があるよね。恋人役を任せて、関係持ったらそうなると思うけど。告白はどのタイミングでしたの？」

「居酒屋でのあれは告白に……なるよな。それに好きでもないのに抱かないだろ。っていうか、セフレってなんだよ」

　そこで秀介がなにも飲んでいないのにごほっと咳き込んだ。そして、一人でツボにはまったように笑っている。

「おい、秀介……！」

「皐弥はいろいろとおかしいよね。ちゃんと告白して、返事を聞いてからベッドに誘えばいいのに、なんでそこぼんやりしてるの？」

「……そのあたりは多少曖昧でも伝わるだろ……」

「皐弥に群がるような人ならね。でも蓮崎さんってそういうタイプ？」

　違う。燿良は、俺に面と向かってノーと言う。間違っていると俺を正す。順序も大事にしていたか……。

「順序は大事。彼女と付き合いたいなら、一般人の感性はちゃんと持つべきだよ、皐弥」

　いまは、秀介の言葉が正しいだろう。

「だったら、改めて――」

「蓮崎さんを応援する気があるなら、いまは黙っておくべきだね。もし彼女に幸運が舞い込んできても、皐弥がなにか手を回したからだと思われるよ。お前はそれを望むの？」

「いや……」

　彼女が正当に認められることを望んでいる。そのために俺が枷になってしまうのであれば。

「……不本意だが、もうしばらくはこのままでいる」

　苦々しく言えば、秀介は「それがいいね」と苦笑いしていた。
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「蓮崎、戻りました。もう、今日すごく暑くないですか？」

　九月下旬。そろそろ涼しくなってもいいはずだが、いまだに真夏日を記録し続けていて、少し動くだけでも汗だくになってしまう。秋はどこ。

「蓮崎さん、駅前のカフェでアイスコーヒー買ってきたから飲まない？」

　片市さんのお誘いに、喜んでコーヒーを受け取りに行く。

「ありがとうございます、いただきます！」

　定番のレギュラーコーヒーだが、それがまた美味しい。ストローで吸って喉を潤していると、片市さんがひらひらと一枚の紙を目の前でちらつかせる。

「それ、なんですか？」

「最新の売上報告書」

「……売上報告書……」

　私が素材を作った広告は、無事に採用されてあちこちで見かけるようになった。

　大きく引き伸ばされて店内に飾られていたり、雑誌にも掲載されたりしている。

「今日も移動中に見かけました。大きなディスプレイにどーんと表示されていて、気恥ずかしかったです」

　営業回りをしている合間にも見かけることがあった。

　広告塔に映し出されたそれを見上げて、しばらく立ち止まり、スマホを構えて記念撮影までしてしまうくらいには、うれしい出来事だ。

「やっぱりああいうのはてきめんだよね。新作コスメ、かなり売り上げが伸びてるよ」

　片市さんから渡された書類を見ても一目瞭然だ。

「初動でこれだからね。いまも品薄状態らしいから、もう少し売り上げは見込めそう」

「本当ですか？　あのリップ、素敵な色でしたもんね。私もお役に立ててたらうれしいな」

「君はわかってないな。蓮崎さんの写真があったからこその売り上げだよ」

　でも、大きく広告を打ち出してくれたのは会社だ。

　皐弥さんや片市さんが掛け合って、広告に予算を相当回してもらえるようにしたと聞いている。それに、デザイナーの力も大きいし、営業がみんなで頑張ってくれたから。

「……そうだったらいいな」

　頬を掻いて、照れくささをごまかす。

　私の写真家としての夢は叶った。大きな企業で使ってもらえて、その結果がちゃんとついてきているのなら充分だ。

　これで、なんの未練もなく諦められる。趣味として、父の遺品のカメラを構えることにも抵抗はなくなりそうだ。

　蓋をするのではなく、ずっと好きなものとして寄り添っていられるだろう。

　とてもいい経験をさせてもらえた。

「私、すごく幸せでした」

「……これからもお願いできそう？」

　片市さんが甘えるように聞いてくるので、少しだけ思案する。

「ひと月営業をさせてもらえなくて思いました。私はやっぱり営業がしたいです。戻してもらえたいまが幸せです。今日も、アパレルブランドの大口契約をしてきましたよ。ただのまぐれですけど、歩合給がたくさん見込めるかも……！」

「歩合給好きすぎでしょ……」

　周囲からも笑われて恥ずかしくなっていると、ぽふっと突然頭を撫でられ――たぶん叩かれた。

　ぐいと視線を上げてみると、皐弥さんが新聞でぽふぽふ私の頭を叩いてくる。

「夕刊ですか？」

「いや、今日の朝刊」

　ふうん、となにともなく頷きながら彼の手から新聞を受け取り、開いてみた。

　あのコスメ広告が朝刊に掲載されているのかなと思ったからだ。

　パラパラとめくっていく。

「あ……」

　新聞記事を半面使って、大きな写真が掲載されていた。

　雪井商事が一般客へ向けて売り出したタワーマンションの広告だ。その素材として使われているのは、逆光の写真。皐弥さんを被写体にして、私が撮ったもので間違いがなかった。

「これも広告にしたんですね」

　素材を使うとは聞いていたが、まさかそのまま使われているとは思わなかった。

「ああ」

「たくさん使ってくださってありがとうございます！」

「……いや。それで、蓮崎さん。ちょっといいか？」

　皐弥さんが外を示すので、きっと内密の話だろう。たぶん、恋人役としての。

　そろそろ終わるのかなと思いながら、飲みかけのコーヒーをデスクにおいて彼について部屋を出た。

「第六営業部は相変わらず離れ小島ですよね。周りにだれもいない……」

　もともと人通りの多くない場所だし、出入りも少ない。フロアにいる人の話し声が遠くに聞こえる程度だ。

「だから、内緒話にはうってつけってわけだ」

「内緒話って」

　メッセージでもいいし、副社長室でもいいのに。

「……燿良。この週末は空いてるか？」

「うん。残念ながら予定を埋めてくれる友達もいなくて」

「だったら、空けておいてくれ。以前話していた酒蔵に行こう」

「……え？　いいの……？」

「ああ。いい仕事をしてくれた礼だ」

「やったぁ！　てっきりお役御免かと思った。そうしたら酒蔵には行けなくなるから、場所だけでも聞き出そうと思ってたの」

「……関係の解消はしないよ。言ったこともちゃんと守る」

　顔を伏せた皐弥さんが、どこか寂しげに見えた。

　なんか、約束を守ってくれない人だと言ったみたいになっただろうか。

「えっと、皐弥さん、ごめんね？」

「……なにが？」

「なにがというか……いろいろ」

「悪いと思うなら、もっと連絡をしてこい」

「う……」

　写真を撮影している間は皐弥さんに連絡をほとんどしなかった。理由は特にないのだが、たぶん私が彼にのめり込みすぎないように、無意識の自衛をしたのだと思う。

　恋愛経験が豊富じゃない私は、好きだと自覚してしまったら気持ちのやり場所に困ってしまう。彼に求められればなおさら、その気持ちは止められない。

　ただの恋人役が恋愛感情を持っているなんて知ったら、彼はきっと迷惑する。だから、距離を取って自然に消えてしまいたかった。

　皐弥さんからはたまに連絡をもらっていたけれど、それもある種の義務ではなかったのかなと思っている。時彦くんに紹介された手前、蔑ろにもしづらかったのだろう。

「必要なら、いきなり呼んでもらって大丈夫。私、プライベートの予定は真っ白だから」

「……だったら、今夜いいか？」

「えっ!?　今夜!?」

「真っ白なんだろ、予定」

　そう言ったけど。でも今日だとは思わないじゃん……！

「あー……えっと……」

「……嫌ならそう言え。別の日にするから」

「誘わないから、とかじゃなく？」

「……なんで俺が君を誘わないと思うんだ？」

　彼にとっては、こういう関係もごく当たり前なのかもしれない。

　経験値が違うというか、慣れ方が違うというか。

「あのね、皐弥さん。その……いつでもいいとは言ったけど、必要なときにちょっと呼び出す、っていう形にはならないのかな？」

「ならない」

　即答かー……。

　うむむ、とうなだれながら肉体関係はできれば避けたいなと思う。これ以上深みにはまったら抜け出せない。

「私、本当に経験が少ないから。ほら、だから……」

「だから誘ってるんだよ」

　ぐっと身体を近づけられ、ぎょっとした。人に見られたらどうするつもりなのか。

　慌てて彼の身体を押し返したが、抵抗もむなしく壁に追い詰められてしまった。

「見られたらどうするの……！」

「それは困る。公私混同と言われたらやりにくいからな」

「だったら離れて！」

　ぽこすかと彼の胸を叩いたが、ちっとも効いていない。それどころか、面白がられている。

「いろんなことが一段落して、ようやく燿良にも余裕ができる頃だろ。……よく耐えたと褒められてもいいくらいだ」

「なにを……」

　顔を近づけられ、ぎゅっと目を瞑る。

　唇にキスなんてされたら絶対引っ叩いてやる。仕事中になにを考えているのかと小一時間くらい問い詰めてやるんだから！

「燿良」

　息がかかるくらい近くで声が落とされ、おそるおそる目を開いてみる。

　いまにも泣いてしまいそうな顔をした皐弥さんが視界に映り込んで、動揺してしまう。どうしてこんな顔をしているのだろう。

「……どうかしたの……？」

「……いいや、どうもしない。……なんでもないよ」

　頬にちゅっとキスをされて、離れていく彼をぽかんと見上げる。

「仕事が終わったら来てくれ。鍵、渡しておくから」

　手に鍵を握らされたが首を横に振った。

「これは預かれないよ」

「合い鍵だ。受け取ってくれ」

「なくても入れるでしょ」

「だめだ。……それで入ってくれ」

　引き下がってくれそうにない。皐弥さんの意志の強さというか、強情さというか……そういうところに困りはするものの、嫌いではない。

　困ってしまうのは、私が勘違いをしてしまうだけだから。

「……皐弥さんは、私の本当の気持ちなんてわかってないよね」

　きっと、彼への好意は隠せてもいない。周囲にわかりやすいくらいだろう。それを、本人が気づいていないはずもない。そのうえでなにも言わないのは、私がどうしたいかを彼が知らないから。だからこんなことができるのだ。

　表面の好意だけを、都合よく掬い取られているのだろう。

「……わかってるよ」

「え……？」

　肩に手を置かれ、彼の指がそっと首筋を撫で上げる。

　首をすくめると、今度は耳を撫でられて、気まぐれな彼の手を掴んだ。

「……わかっていて、言えないこともある」

「それって……」

　私の気持ちには気づいているけど、応えられない……ということなのだろう。

　そんなこと、わかっているけどやっぱり面と向かって言われるときつい、かも。

「今夜、楽しみにしてる。じゃあ、またあとで」

「うん……あとで」

　もう、いまの関係を続けていくのは限界なのかもしれない。






　仕事が終わり、そのまま皐弥さんの家へ向かった。

　この二ヶ月くらいは来ていなかったけれど、最上階にいるコンシェルジュは私の顔を覚えていてくれた。すぐに入室できるようにと動いてくれたが、今日は鍵を預かってきている旨を伝えて部屋に入る。

　初めて、自分で鍵を開けて彼の部屋に入った。

　玄関の明かりを点ける。柔らかな光に迎えられるのは嫌いじゃない。

　靴を脇に揃えて置き、部屋へと入っていく。そういえば、この部屋をゆっくり見たことはなかった気がする。いつも、彼の暴走ぶりに見ている暇がなかったのだ。

　改めて、目についたものを確認してみた。

　大きな窓がある。広告で撮影しに行ったタワーマンションと同じで、部屋いっぱいに光を取り込めるような設計になっている。この窓は、きっと開かない。

　窓のそばにはテーブルが置かれていて、それを挟むようにソファが配置されていた。そこに座ってブランデーを傾けている皐弥さんを想像して、似合いそう、と一人で笑った。

　リビングに入っていくと、テーブルの上に雑誌がいくつか積まれている。その表紙に見覚えがあった。

「これ……コスメ広告が掲載されてるやつだよね……」

　女性向けのものがほとんど。手に取って少し開いてみると、広告ページの端が折られていた。やはり、広告をチェックしていたのだろう。

　雑誌を元に戻し、ぐるりと部屋を見回す。

　なんでも揃っているけれど、寒い部屋だなと思った。物理的な寒さではない。住人の温度を感じないのだ。

　皐弥さんがいまは不在だからとか、そういう話ではなく、生活感がない。彼がここで暮らしている気配がしない。

　掃除は行き届いているようだし、洗濯はすべてクリーニングに出すと言っていた。食事は常に外で食べているという話だったから、ここには寝に帰ってくるだけなのだろう。

　最初に来たときにそれに気づければよかったけれど、あのときは皐弥さんのとんでも思考に振り回されたのだ。

　いまでも価値観の乖離に目眩がするが、それでもだいぶ歩み寄ってくれていると思う。私が彼に近づくことはできないのでやむを得ないことだけれど、彼には窮屈なのではないだろうか。

「ガード下の飲み屋なんて、食べた気がしなかったんじゃないのかな」

　落ち着かなかっただろうなぁ……といまさらながらに思う。

　くるりと踵を返してリビングをあとにする。廊下まで戻ってくると、真新しいままのキッチンが目に入った。調理器具がなにもない。

　あのモデルルームにはコーヒーマシンが置いてあったけれど、ここにはそれさえない。

　彼の生活に、日常用品なんて必要ないのだろう。日常さえ、ないのかもしれない。

　寂しいなぁ……なんて思いながら、壁にある照明のスイッチをいくつか押してみた。白やオレンジ、青といろいろに変化していく。

「こんなことできるんだ……」

　ただ、普段暮らす部屋には絶対いらない機能だ。どうしてこんなものをつけたのか、全然わからない。だけど。

「そういえば……照明が多い？」

　間接照明の数も多いし、スタンドライトもある。

　なにもない部屋に、これだけの照明があると逆に不自然だ。

　あれこれと明かりを点けて、消してを繰り返してみると、窓に置かれたテーブルのあたりがいい雰囲気で照らされる組み合わせがあることに気づいた。

　足元からは赤い光で温かさを、頭上からは白に青を混ぜた冷たい空気感を演出できる。ひょっとして、この照明の多さは皐弥さんがその日の気分で色を変えるためにあるのかもしれない。

　彼が部屋に一日中いることはないのだろうけれど。

　思わずスマホを構えた。カメラを起動して、作り出された空気感にシャッターを切る。

　画面に映し出された景色は、哀愁を帯びていた。そこに彼が一人で座って物思いに耽っているのだろうかと考えると、胸がきゅっと締めつけられるような気がした。

　きっと彼は――。

　玄関で物音がして思考が一瞬で現実へ引き戻された。意味もなく焦ってしまって、スマホを床に落とす。

「あぁ……っ」

　床を滑ったスマホが皐弥さんの手に取り上げられた。

「なにしてるんだ？」

「お、おうち探索？」

「初めて来たわけでもないのに？」

「だって、ゆっくり見るのは初めてだったから」

　スマホを返してもらおうと近づいたが、彼が画面をじっと見てふと表情を緩めた。

「いい写真だな」

「……ごめんなさい。勝手に部屋を撮ったりして」

「別にいいよ。燿良が撮るならいくらでも」

　彼の手に腰を引き寄せられ、身体が密着する。少しずつ、彼の体温が伝わってきて身じろぐ私を、彼は優しいキスで封じてしまう。

　ちゅっと一度唇を食み、そのあとは深く舌を差し入れられる。

　口内に侵入してくる舌の動きに応え、自らも絡ませていくとさらにきつく彼の腕に力が込められた。

「んっぅ……」

　呼吸さえ奪われるような深いキスに彼の胸を押し返す。けれど、その抵抗もむなしく壁へと追い込まれた。

「昼間……もっと燿良に触れたかった」

「……職場でそんなことしたらだめだからね」

「わかってる」

　首筋に顔を埋め、舐め上げられる。

　ブラウスのボタンをぷつぷつと外していく彼の指は、器用そうで、慣れていそうで、少しだけ切なくなった。

「ベッド、行く？」

　試すように聞かれて彼を見上げる。

　少しずつ掠れていく甘い声と、普段は見ることのできない熱っぽい瞳に抗えるはずがない。首を横に振ると、面白がるように耳を食まれた。

「っん……」

　耳元で、粘った水音がする。ぬちぬちと、誘うような淫靡な音と湿った柔らかい感触に身体が芯からぞくぞくと震えはじめる。

「ね、ねえ……皐弥さん」

「うん？」

　ブラウスのボタンをすべて外され、ブラのホックが緩む。それらが引き剥がされると、彼の胸元に顔を埋めた。

「恋人役って、いつまで続けるのか聞いてなかったなって……」

「……さあ？」

　じっと盗み見るように彼を目だけで見上げると、顎を掬われて口づけられる。

「さあ……って。期限は決まってるほうがいいんだけど」

「俺のそばにいるのは嫌か？」

　ずるい聞き方だと思う。嫌かどうかなんて、彼ならわかっていそうだと思っているけれど。

「そういう聞き方は……」

「……燿良。いまはなにも考えずに俺のそばにいて」

　言葉を躊躇って、飲み込んだのがわかった。

　皐弥さんがなにを考えて、どう思っているのかがわからない。都合のいい恋人役というだけなら、彼は私になにも気遣う必要はないはずだ。思うことを言い、面倒になればやめればいい。それだけの関係。

　でも、こうして言葉を探して、言うべきことと言わずにいるべきことを分けられてしまうと、やはり期待をしてしまう。大切にされているような、そんな気になってしまうのだ。

　俯いて、彼の胸元に頭を押しつける。宥めるように頭を撫でられ、苦笑いが漏れた。この人に抗う術なんて、私が持っているはずがなかった。

　そう気づいてしまったら、あとはもう諦めるだけだ。どんな深みにはまろうと、そこから抜け出せなかろうと、足掻くことこそ無意味なのだから。

「わかった。皐弥さんのそばにいる」

　彼の首に腕を回すと、胸に手を掛けられた。少し遠慮がちに触れたあと、むにゅりと形を変えて揉みしだかれる。

「んんっ……」

　びくっと身体が反応すると、気分をよくしたのか胸先をきゅっと摘まみ上げられる。

「んあっ……」

　腰を抱かれ、スカートが引き下ろされた。ストッキングとショーツをまとめて脱がされると、脚の間に彼の膝頭が滑り込む。

「脚、もう少し開いて」

　胸先を指で擦りながら、もう片方の手が脚の間を弄っていく。

「あ……ま、待って……まだ……」

「まだ……なに？」

　ぬるりと彼の指先が秘裂を割って、恥ずかしさに口を閉ざした。

　そんな私に気づいたのか、皐弥さんが甘い吐息と笑みを零す。

「待たなくてよさそうだけど？」

「……だから、待ってほしかったの……っ」

　期待していたなんて思われたくなかった。はしたないと思われたくなかった。

「燿良。ちゃんと脚開いて立ってろよ」

「え……」

　彼がジャケットを脱ぎ、乱暴な手つきでネクタイを緩める。ボタンを三つ外すと、私の足元に膝を突いた。

「なに……する気……？」

　視線を落として彼の姿を目で追いかける。

　彼は、私の問いかけには答えず、少しの躊躇もなく秘所へ顔を埋めた。

「んあっ……あ……っ」

　ねっとりとした舌が秘裂を舐め上げる。蜜を掬い取るように何度も蜜口をなぞり、ジュッと音を立てて啜られた。

「っ……は、んんっ……」

　壁に手を突いて、膝から崩れ落ちないように踏ん張ってみても、ちゅうっと肉芽を吸われれば力なんてあっという間に抜けてしまう。

「んあぁ……っ、あ、皐弥さん……んっ……」

　脚に力を入れているせいか、ちゅっ、ちゅっと何度も花芯を吸い上げられるとすぐに達してしまいそうだ。

「あっ、あ……っ、待って、そんなに吸われたら……」

　彼の頭に手を掛け、くしゃりと髪を掴む。

　一度目を上げた皐弥さんが、意地悪をするように笑った気がした。

「……あ、あっ、あ……んっぅ……ふ……」

　追い立てるように、ますます強く吸われると一気に快感が引きずり出される。

　こわばった身体が急速に弛緩し、ガクガクと痙攣して跳ね上がった。

「ああ……あっ……！」

　絶頂の波が引いていくと、ずるずると壁を伝って身体が滑る。

「燿良、もう立てないか？」

　口元をシャツの袖で乱暴に拭いながら皐弥さんが聞いてくるが、すぐに立ち上がるのは無理そうだ。

　首を縦に振ると、彼の手が軽々と私の身体を抱き上げた。

「だったら、膝に乗って」

　壁に身を預けた彼の膝に、背を向けて座らされる。両脚を大きく開かされて、ろくな抵抗もできそうにない。

「皐弥さん、この格好、恥ずかしい……」

「そのほうが感じやすいんじゃないか……？」

　蜜口に指を押し込まれ、身体が大きく仰け反った。

　達してすぐの膣壁は想像以上に敏感で、彼の指を嫌でも締めつけていく。

「ああっ……は、んっぅ……」

「指じゃ物足りなそうだな」

　ぬちゅぬちゅと中をかき回されるたび、その動きに合わせて腰が揺らめいてしまう。もっと奥まで触ってほしいとねだるようで恥ずかしいのに、甘い快楽には抗えない。

「っん……あ、そこ……」

　弱い場所を指先に掠められる。

　じくじくとした、痛みのような疼きが下腹部から熱を帯びて溜まっていく。

「ここ……？」

　甘い声が耳元に落ちた。耳朶の奥で響いて、背筋からぞくぞくとしたなにかが這い上がってくる。

「んっあ……ああっ……そこ、だめ……」

　同じ場所を何度も擦られると、嫌でも腰がくねってしまう。もっと、深い快感を得ようとして身体が火照っていく。

「燿良……可愛い……」

　乳房を鷲掴みにされ、先端をきゅっと摘まみ上げられる。さらに蜜孔から指をもう一本押し込まれて、頭がくらくらしそうだ。

「あっ、あ、んっ……皐弥……さん……あ、んっぅ……」

　ぐちゅぐちゅと愛液が泡立つ音が耳につく。

　執拗な愛撫に、足先が少しずつこわばって絶頂に手がかかりそうだ。

「あ……皐弥さん……あ、んっ……これ以上は……あ、あっ……」

　胸を揉みしだいていた手が下腹部へ滑った。さらに下って肉芽を捉えられると身体が大きく仰け反る。

「やっ……あ、ああっ……んっふ……」

　全身がこわばって、爪先立ちをするように身体がしなると大きな絶頂の渦へと突き落とされた。

「……っ、あ……あ、ああっ……！」

　びくびくと激しく震える身体がやがて弛緩すると、くたりと彼の腕の中へ倒れ込む。

「……燿良」

　ちゅっと額にキスが落ちた。

　朦朧とする頭で皐弥さんの胸に擦り寄ると、身体がふわりと浮き上がる。

「皐弥さん……」

　言いたいことはいろいろあるが、うまく言葉にならない。

　ふわふわと揺られるまま、寝室へと運ばれてベッドに横たえられた。

「今日は泊まっていくだろ」

「……うん……皐弥さんがいいなら……」

「燿良はこのまま寝ていいよ」

「……え？」

　頭を撫でられたが、思わず上体を起こした。

「続き……しないの……？」

「ああ。今日は燿良に触れたかっただけだから」

「で、でも……ちゃんと最後までしないと……」

　慌てる私に、皐弥さんが小さく笑ってそばに腰を下ろす。私を引き寄せ、大切なものを包み込むように優しく抱きしめてくれる。

「いまさら言うことではないんだろうけど、もう間違えたくないんだよ」

「間違えたく……？」

　首をひねると、彼が手を取って指先にキスをした。

「なんでもない。今夜は俺の腕の中で眠ってくれるだけでいい」

「でもそれじゃあ……」

　私の役目は半端に終わってしまう。

　それとも、そんな役目はもういらないのだろうか。

「燿良」

　額をコツンとつけられて、彼がなにかを囁いた。でも、その声はごく小さなもので、なにを言ったかまでは聞き取れない。

「皐弥さん、なんて言ったの……？」

「……おやすみ、って言った」

　頬にキスをされ、ベッドに横たえられる。

「シャワーを浴びてくる。先に寝てていいから」

　そう言って彼は部屋を出ていった。

　……彼は、とても嘘が下手だ。






　迎えた週末、長野県にある酒蔵へ出掛けることになった。

　小さな街で、観光地と呼ぶには穏やかな場所だ。

　この季節だからか、緑は鮮やかな色をしているし、空気も冷たい。古民家をリフォームしたお店が多く、味わいのある街並みが続いている。

　そんな景色のひとつに、今日案内してもらう酒蔵があった。大きな樽が看板代わりに置かれていて、『ご自由にお飲みください』の札がかかっている。聞いてみると、仕込みに使っている水が飲めるのだそうだ。

　わくわくしながら紙コップに少し注いで飲んでみると、ほんのりとした甘みを感じた。

　酒蔵ではいろいろと案内をしてもらい、説明もしてくれていたのだが、これはほとんど皐弥さんへ向けての説明だった。酒蔵の経営を大部分で援助しているらしいので、当然の対応だろう。

　私は、彼の邪魔にならないようにきょろきょろと蔵の中を白衣と帽子のフル装備で見回すだけ。ときどき従業員がお酒を味見させてくれたので、退屈はしなかった。

　甘口で、普段は発泡酒ばかり飲んでいる私でも美味しいとわかるし、一瓶買って帰ろうと思った。ちびちび晩酌をするのはきっと楽しい。

　ぐるっと見て回り、お土産にとお酒を数本もらって帰ったのだが、私はこれでよかったのだろうか。

「……もう少し勉強したほうがよかったよね」

「いいんじゃないか。酒好きを連れていくがいつも通りの案内をしてくれと言ってあったし」

　それであの対応だったのかと納得してしまう。

「雪井商事って酒蔵に出資もしてたんだね。グループ企業みたいなもの？」

「ここは、俺個人が出資してる。仕事は関係なくて、単純に俺が惚れただけ」

　くらくらするのはお酒のせいではないはずだ。

「……酒蔵に、個人で出資……？　大部分を？」

「ああ。だから、たまに来るんだ。雪井商事で取り扱うこともある」

　お互いにウィンウィンの関係ということか。

　お金の使い方は相変わらず豪快だなと思うけれど、これは正しい使い方なのかもしれない。少なくとも、個人に車やマンションを贈ろうとするよりかはよほど健全だ。

「燿良はもっと飲みたかったんじゃないか？」

「んー……私、日本酒だとすぐに酔っちゃうからこれくらいでよかったかも」

「旅館の食事も期待していていいぞ」

「うん、すごく楽しみにしてるの！」

　今日宿泊するのは、旅館のオーナーの生家を改築したものなのだそうだ。母屋は十組ほどが宿泊できる旅館なのだが、離れは一棟貸しできるようで、皐弥さんは当然のように貸し切りにしていた。

「でもね。休日のはずなのに、報告書を出さないといけないとか、片市さんも意地悪だと思う」

　週末に出掛けてくるという話をしたら、片市さんから報告書を頼むと言われたのだ。

「片市さん、お酒の販売に本気で取り組みたいのかも……？」

「あるかもな。秀介って仕事が恋人みたいな男だから」

「もっとおおらかで華やかで奔放なイメージだったよ……。私、文章書くの苦手なのにきつい仕事……」

「俺も」

「なんか、意外だね。皐弥さんは苦手なものがなさそうなイメージだった」

「俺は本を読むのは好きだが感想文はさっぱり書けなかった」

　なんでもできる完全無欠……と思っていたのだけれど。

「……皐弥さんってどんな学生だった？」

　ふらふらと歩いていく彼のあとをついていく。

　なぜそれに興味を持ったのかと聞きたくなるが、お土産屋さんに売られていたイカのぬいぐるみを持たされて首をひねる。……イカ？

「普通の学生だったよ。大学の図書館に入り浸って本ばかり読んでた。講義があることも忘れて、単位を取るのがギリギリになったものもあったな」

「本なんて、皐弥さんの家ならいくらでもありそうだけど」

「洋書とか、経済学とか、哲学とか……そういうのはあった。でも詩集や小説はなかったんだ。父親が、そういうのが好きじゃないらしくて」

　ぽい、ぽいと私の手の上にイカのグッズが置かれていく。ストラップに、おつまみ。イカの絵が描かれたペナントまで持たされて、意味がわからない。

　しかも、皐弥さんはすごい真顔で私の質問に答えてくれているのでツッコみにくい。

「それで、図書館で本を読んでたの？」

「そう。時彦とはそこで知り合って、秀介を紹介されたときに、読んでた本の感想を聞かれたが何一つ言えなくて大笑いされた」

　なんとなく、彼らの学生時代が目に浮かぶ。

　私の学生生活はほぼアルバイトだったので、楽しい思い出が少ないから余計に、羨ましくなるのかもしれない。

「……ところで皐弥さん。もうイカはいらないかなって思うの」

　視界が半分くらい隠れるまでイカアイテムを持たされて身動きできない。

「燿良、スルメ好きだろ」

「私はイカグッズを買いに来たんじゃないの」

「可愛いぞ、イカ」

　イカの帽子まで被せられては、ただのお祭り人間だ。

「ねえ。ここってイカが名物なの？」

「単に店主がイカ好きなのかも」

　首をかしげる皐弥さんにちょっと頭痛がしたが、彼が楽しそうなのでまあいいかと諦める。

　持たされたグッズを持ってお会計を済ませたが、もはや帰路につく観光客だ。荷物が多い。

　両手に袋を抱えて店を出ると、近くにあるベンチに座っているように言われた。日差し避けのパラソルがあって、営業もしていないのに古ぼけたかき氷の看板が吊り下げられていて、海の家かなと思わないでもないが、細かいことはもう気にするまいと決める。

　皐弥さんがふらふらと一人で歩いていくのを見送って、買ってもらった荷物を覗き込む。全部イカで、私はどこに観光に来たのかもわからないが、イカのぬいぐるみが付いたストラップは可愛かった。

　引っ張り出して、スマホで写真を撮る。

　パラソルから透ける日差しに、イカの白さが眩しい。

「燿良、お待たせ」

「どこ行って――」

　イカ焼きを差し出されて絶句する。

　まさか彼がイカ焼きを両手に持って帰ってくるとは思わないし、すごいイカじゃん。

「ねえ。なんでイカ尽くしなの？」

「燿良が好きかと思って」

　イカ焼きを受け取ってがぶっとかじりつく。美味しいけれども。好きだけれども。

　隣に腰を下ろす皐弥さんを、イカを頬張りながら見る。雪井商事の副社長がイカ焼きをかじっている姿なんて見たら、秘書課は全員倒れかねない。

「皐弥さんのことだから、またとんでもない提案をしてくるかと思ったよ。イカ釣り漁船に乗せられるとか」

「その発想はなかったな。乗りたかったか？」

「いい。スルメは好きだけど、そこまでイカを愛してるわけじゃない」

　迂闊なことを言えば、彼が本気にしかねないので困る。

「燿良の思う普通のデートを考えたら、これくらいしか思いつかなかったんだ」

「普通の……デート……」

　百歩譲って普通と言えなくはない。むしろ、とても普通だろう。でも、なんかちょっとずれてる。

「……たぶんなんだけどね、皐弥さん。このあたりの名産品を一緒に食べ歩く、でよかったと思うんだ……。イカばっかりじゃなくて」

「好きなもののほうがいいかと思ったんだが」

「……好きだけども」

　あくまで酒のつまみとしてスルメを愛しているのであって、イカそのものがものすごく好きというわけではない。

「一応聞くんだけど、今日の夕飯、イカ尽くし……？」

「ああ。イカ飯にイカの刺身とイカの――」

「なんでそう極端なの!?　長野だよ、長野！　信州そばとかおやきとかあるじゃん！」

　ジタバタと足を踏みならすと、隣で皐弥さんが面白そうに笑っている。

　その笑顔が妙に子どもっぽくて、ちょっと可愛いと思ってしまった。

「……俺はさ。いきなり燿良と同じ価値観を持つことはできないから。歩み寄る努力はするけど、なにをすれば喜んでもらえるのかが全然わからない」

「聞いてくれればいいんだよ。一緒に計画を立てるのでもよかったんだし」

「そういうものなんだな。……次はそうする」

　次もまた、彼は二人で出掛けてくれるつもりなのだろうか。

　今回のことも、ちょっとずれてはいるけれど彼なりに譲歩して、考えてくれた結果だ。きっと彼は楽しんでいるだけだと思う。庶民の生活を垣間見ることができて新鮮なのかもしれない。

　でも、そんなことをされるたび、私は期待をしてしまう。彼がこれから先も歩み寄ってきてくれるのではないか、と。私との時間をもっと過ごしてくれるのではないかと。

　いつかは終わる関係なのに。

「恋愛経験値の低い女にそんなこと言ってると、痛い目見るかもよ？」

「痛い目、って？」

　皐弥さんが試すような笑顔を向けるから、少したじろいだ。

「恋人役が、役じゃなくなるかも……とか」

「俺は困らないよ」

　それは、私が一人で皐弥さんを好きになるだけだから……だろうか。

「そう……だよね」

「燿良……」

　彼の手が頬を撫でる。

　そっと触れて、引き寄せられて、有無を言わさずキスをされる。

　少し身勝手な彼の仕草が、切なくなるくらいに好きなのだ。

「皐弥さんが困らないなら、いっか……」

「……燿良。酒とイカを買い足しに行こうか」

「もうイカはいらないよ……！」

　皐弥さんとの初めての旅行は、イカだらけでお酒の記憶は全然ない。

















六












　第六営業部が仮設部署から正式にコスメ事業部として認められたのは十月の終わり頃だった。

　夏に出した広告の成果を上層役員たちがようやく認めたと、皐弥さんと片市さんが苦笑いしながら会議から戻ってきていた日があった。その日は部署内でお祝いをしたものだ。といっても、少し高いコーヒーとケーキを買ってもらい、みんなで食べただけだけれど。

　私も、やりたかったことができて、そのやりたかったことで会社の役に立てたのならうれしい。いまはもう、写真撮影の仕事は回ってきていないし、営業社員として外回りに出掛ける日々だ。

　このまま、私は雪井商事で働いていくのだろう。安定した給料。厳しいだけじゃない上司と、落ち込んでいたらスルメを差し入れてくれる同僚。仕事はちゃんと認められるし、敵視されていたと言って過言ではない秘書課とも最近はうまくやれている。

　なんの不満も、不自由もない。

「そのイカ、お気に入りだね。いつもスマホにぶら下がってるのを触ってるよね」

　十二月も半ばにさしかかった頃。

　社員食堂で日替わりランチを平らげた私の背後から、片市さんが声を掛ける。

「白さ眩しいイカだったんですよ。いまはちょっぴり濁り気味」

　スマホを弄びながら、ちょっと色が変わってしまったイカのストラップをゆらゆらと揺らす。

「手洗いしてるんですけど、蓄積される汚れは落としきれないですね。だからといって漂白剤に浸けるのもどうかと思いますし、洗濯機に入れるのは可哀想……」

「……ストラップ相手に可哀想って」

　片市さんが私の向かい側に座り、うどんを啜る。今日は食欲がないと朝から言っていたので、別にうどんでも気にならないが、この人たぶん毎日うどん食べてる……！

「うちの会社へ来て一年くらいだよね。仕事、どうだった？」

　片市さんに聞かれ、考えるまでもなく即答した。

「楽しかったですよ。仕事なんて嫌なことばかりだと思っていたので、価値観変わりました」

　以前勤めていた会社では、毎日のようにハラスメントを浴びていたので、出社するのが本当に憂鬱だった。だけど、ここは違う。

　皐弥さんが社内にいるときはあちこちの部署に顔を出していて、様子を窺っている。定期的な社員のカウンセリングもおこなっているし、風通しはかなりいいと思う。

　彼が副社長室をほとんど使わない理由がそういうことに起因していると気づいたのは、仕事に慣れ始めた頃だろうか。

　第六営業部によく来ていたのは、彼の直轄であることはもちろんなのだが、私を気にしてくれていたから。

「最近はだいぶ余裕ができた感じだよね」

　七味唐辛子の容器を手に取って、機嫌良さそうに振りかけているが、なんか、だし汁が真っ赤になってきた。

「片市さん……かけ過ぎでは？」

「……もうさぁ……皐弥いないと仕事多すぎて！　あいつどんだけ仕事抱えてたの？　みたいな！　ガツンと辛いものでも食べないとどうにかなりそう！」

　テーブルに突っ伏しそうになるのを堪えて、両手で顔を覆う片市さんが気の毒になる。

　ひと月前から、皐弥さんが海外支社へ出張していた。買収や提携、それに伴う契約などで彼が直接行って話したほうがいいと判断したかららしい。仕事なので仕方ないことなのだが、皐弥さんが担っていた仕事の大半が片市さんに降りかかっている。

　もともと仕事の多い人なのに、さらに仕事量が増えて最近はちょっとやつれ気味だ。

「副社長とは連絡を取り合ってます？」

「時差があるからメッセージがほとんどだけど、報告はしてるよ。返事はだいたい五文字以内だけど」

　スマホの画面を見せられると、本当に五文字程度の返信しかない。これでは相談もできていないのではないだろうか。

「あの……元気出してください。スルメならあります」

「俺、いまチョコが食べたい気分。食べないと消えちゃいそう」

「……私のとっておきを捧げるので、頑張って……！」

　チョコレートでやる気を出してくれるなら、今日のおやつは我慢しよう。片市さんが抜け殻になったら部署ごと回らなくなるし。

「……蓮崎さんは、皐弥と会えなくて平気なの？」

　真っ赤になったうどんを啜りながら、片市さんが聞いてくる。なんか汗ばんでいるけど、表情は涼しげだ。

「平気というか……これが普通だと思うんですよね。役であって、恋人ではないので」

　周囲を気にして声を低めた。

　正午を二時間も過ぎたいまの時間なら食堂を利用している社員は少ないけれど、だからこそ聞こえてしまうこともある。

「あいつからなにも言われなかったの？」

「特にはなにも。だから、この出張を機に関係解消が自然な流れなのかなと思っています」

「……あいつ、連絡してきてる？」

「いいえ、あんまりこないですね。すごく忙しいでしょうし、私に時間を割く必要も彼にはないのかなって」

　忙しいときでも時間を作るものだというけれど、本当に彼からのメッセージはなく、たまに仕事の連絡があるくらいだ。恋人役としても役目が果たせていない感じだが、これが正しいあり方なのだ。

「……まあ、皐弥が連絡してこない理由を俺は知ってるんだけどさ」

　頬杖を突いて、くすくすと楽しげに笑う片市さんをじっと見る。すると、片市さんは一度視線を合わせたあとに肩をすくめてうどんをまた食べ始めた。

「理由、教えてくれないんですか？」

「うん。……そういえばさ。新年度になったら第六営業部って部屋替えがあるんだよ。いまの仮設からようやく脱却できそう」

「本当ですか？」

「デザイナーも充分な数を入れて、写真家も一年ごとの契約って形で考えてる。皐弥の承認待ちだけどね」

　会議室に間借りしたままではなく、部屋もちゃんと用意をしてもらえるならありがたい。冬場は寒すぎて暖房器具をたくさん入れてもらったほどだ。そして、夏場は暑すぎる。もう少し快適ならうれしいと思っていたので、みんなも喜んでいるだろう。

「……俺は、蓮崎さんを写真家として使えばいいのにって思うんだけどさ。皐弥が絶対にだめだって譲らないんだよ。何度か交渉したけど、最終的には『うるさい』で終わった。ひどくない？」

　むくれる片市さんには申し訳ないが、私の技術が足りなかったのだ。皐弥さんの求めるレベルではなかっただけ。趣味でやっていくくらいでちょうどいいのだ。

「私、歩合給好きですし、営業のままがいいです」

「……営業としても使えるかどうか……」

「え？」

「おっと……いけない。本音が漏れた」

　ガタガタと椅子を鳴らして立ち上がる。血の気が引いて立っているのもつらいくらいだ。

「……私、お役に立てていませんか？」

「んー……そういうわけじゃないんだけど」

「やっぱり、私の成績では全然足りてないんですね……」

「いやいやいや。君はけっこう優秀なほうだと思うよ。飛び込み営業してしれっと契約取ってくるのは簡単じゃないし」

「でも、使えないっていうのは、そういうことですよね」

　他の営業部員がどれくらいの成績を出しているのかはわからない。比較されることがないし、成績の公開もされないからだ。部署ごとのノルマはあっても、個人のノルマがないので自分がどのあたりにいるのかがわからない。

　ただ、上位十名の名前は公開されていて、彼らはすごい、という認識があるだけ。常にトップにいる片市さんがエースだというのも、その情報でわかるだけなのだ。

「えーっと……あんまりツッコまないで？　いまのは俺も口が滑っただけだから」

　ふっと笑う片市さんを見て、「口が滑っただけ」なんて思う人がどれくらいいるだろう。これは、滑らせたと考えるのが正しいだろうか。

「……ひょっとして私、片市さんに嫌われてますか？」

「いや、全然」

「ほんとかなぁ……。片市さんならわかりませんし」

「え、ひどくない？」

　ぶーぶーと文句を垂れる片市さんを横目に、大いにまずいなと俯いた。

　せっかく雪井商事に入社させてもらえたのに、戦力外だなんて合わせる顔がない。もっと頑張らないと。趣味でカメラを構えている場合ではなかった。

　これは、休憩も暢気に取っていられない。すぐにでも営業に出掛けないと。

「片市さん、私、失礼します。仕事しなきゃ」

「いや、蓮崎さん、ちょっと待っ――」

　焦る声を背中で聞き流して踵を返す。

「蓮崎燿良はいるか……!?」

「ここにいました！」

　呼ばれた声に反射的に返事をしてしまったが、周りに笑われたのでたぶんまた変な返事をした。

「そこにいる君は幻なのか？」

　呆れたような、困惑したような声の主は、この一ヶ月ろくに連絡も取り合わなかった皐弥さんだ。

「え……副社長？　お帰りはまだ先だったはずじゃ？」

　思わず片市さんを振り返ったが、真っ赤なうどんと真剣に格闘している。話を聞く気は全然なさそうだ。

　皐弥さんが近づいてきて、私の腕を掴んだ。

「少し話がある」

　こちらの都合を聞くつもりはないようで、有無を言わせずにぐいぐいと引っ張られた。

　食堂を出て、その足でエレベーターホールまで向かう。

「ここではできないお話でしょうか」

「ゆっくり話したい」

「でしたら、仕事が終わってからでも……」

「人事の兼ね合いもあるから、そこまでゆっくりはしていられない」

「それって……戦力外通告……？」

「え？」

　エレベーターを待っている時間がすごく長い。もう、逃げたい気分だ。

「私、営業として全然使えなかった……かな……」

「だれがそんなことを言った？」

「片市さんが……」

「秀介はそういう意味で言ったわけじゃないと思う。とりあえず、副社長室に行くまで余計なことは考えるな」

　エレベーターが到着して、乗るように促されても足は思うように動かない。鉛が付いているように重たくて、それでも引かれる力の強さにのろのろと歩く。

「私、歩合給大好き……」

「知ってる」

「それがなくなったら仕事、楽しくない」

「そこまで好きか」

　皐弥さんは笑っていたけれど、私のモチベーションはそれに尽きるのだ。先月よりちょっと多かったとか、今月はもっと頑張れたとか。些細なことだが、やる気に繋がる。

「また倉庫掃除とか、やだ……」

「そんな陰湿なことをするわけないだろ」

　ぎゅうっと彼の手を握ると、皐弥さんが困ったように私を抱きしめた。

「悪い話をするわけじゃない。ただ、ここですぐには話せないことだから、もうちょっと待ってくれ」

　温かい体温に包まれると、悪い考えなんて全部吹き飛ぶ。もしかしたら、恋人役の解消……だろうか。それは、悪い話ではないかもしれないけれど、いい話とも言いがたい。

　エレベーターが指定階に到着する。まっすぐ副社長室へ向かうと、応接テーブルを挟んで皐弥さんと対峙した。

「とりあえず、座ろうか」

　ソファを促されて腰を下ろす。こういうのは居心地が悪い。なにを言われるのだろうとドキドキしてしまう。

「皐弥さん……話ってなに？」

　彼は、机に置かれたノートパソコンを持ち出し、画面を開いて私へと向ける。

「これを見てくれ」

　見せられたのは、一通のメールだ。

　文面に目を通すと、ある広告賞の受賞連絡のようだった。

「……これは？」

「以前、燿良が撮った写真を使って広告を出しただろ」

「ああ……うん」

「マンションの広告として使ったあの写真を、この賞にエントリーした」

「へぇ……」

　ぼんやりとしながら頷いたが、いま彼はなにを言った？

「あの広告は新聞にしか出さなかったが、反響がすごかった。内覧会の受付を始めた頃は、メールも電話もパンクするかもしれないと泣きつかれたくらいだ」

　何度も目をしばたたかせる。

　そんなことになっていたとは知らなかった。

　でも、内覧会は予定人数を大幅に増やしたと小耳に挟んだし、あのタワーマンションはすぐに完売したとも聞いた。安い価格帯のものではなかったはずだ。それでも買う人がいるんだなと他人事のように聞いていたものだけれど。

「本当はいろんな媒体で広告出せばよかったのかもしれないが、それでも効果はてきめんだった」

「皐弥さん。話が見えないんだけど」

「この広告は、新聞広告として評価され、賞を取った。同時に、クリエイターへの評価もされて、燿良自身も受賞の対象となっている」

「……え？」

　ぽかんとする私を見て、皐弥さんが笑う。

「来月に授賞式がおこなわれる。俺と来るだろ、燿良」

「……ちょっと、意味がよくわからないんだけど……」

「燿良の写真が評価された。燿良の持つ技術や感性も、同時に評価されたんだ」

　私が、評価された……？

「まあ、それが写真家としての評価に繋がるかどうかはわからないが、時彦から面白い連絡があった」

「時彦くんから……？」

「雪井商事の広告写真を撮った写真家を紹介してほしいと言われているんだそうだ。君を紹介してもいいかと、俺に聞いてきたよ」

「私は聞いてないけど……」

「当然だろ。君はうちの社員なんだから、勝手に紹介をされたら困る。人材は宝だからな」

　得意そうに笑う皐弥さんを見て、少しずつ指先が震えていくのがわかった。

　私の仕事が評価された。写真を認めてくれる人がいる。諦めたはずのことが、長い時間を掛けて視界の端にちらついているのだ。

「秀介が言ったって話。なにを言ったかは知らないが、たぶんこのことについても含めた話だろう。君が営業社員として働いてくれるのか、これを機に違う道を選ぶのかは俺たちにはわからないし、引き留める術もないだろうから」

　ぱっと顔を上げた。少し寂しげな顔をする皐弥さんに、首を目一杯横に振って見せる。

「私は、ここで営業として働くよ。歩合給大好きだし」

「わかったって」

「どこへも行かない」

「……そうか。わかった」

　もしも私が認められたのだとすれば、それは皐弥さんが機会をくれたからだ。そうでなければ、私の写真が広告として使われることはなかった。

　時彦くんにもお礼を言わないといけない。紹介をしてくれなければ、きっとこの出会いはなかったから。

「それとな、燿良」

「うん……？」

「俺と結婚する気はないか？」

　ごほっとなぜか咳き込んでしまった。いきなりなにを言うのだろうか、この人は。

「け、結婚って……」

「……あ、違うな。順序立てていかないといけないんだったか」

　この人の場合、すべてを殴り飛ばして飛び越えてくるイメージなので、いまさら順序もなにもないのだが、ここではどういう理屈であんなことを言ったのかは聞きたい。

「燿良はいまも俺の『恋人役』のつもりなんだろうが、俺は燿良を恋人としてしか見ていない。恋人になってくれとは言ったんだが……」

「いつ!?」

　聞いた覚えがないので、思わず腰を浮かせて詰め寄ってしまった。

「燿良が誘ってくれたガード下の飲み屋かな」

「…………」

　記憶を必死に振り絞ったが、覚えていない。お酒も入っていたからなおさら。

「たしか電車が通って、聞こえなかったかもしれないとは思ったんだが……」

「……あった……かも」

　彼の言葉が頭上を通る電車の音に攫われて、聞き取れなかった瞬間があった気がする。でも、彼が特に言い直さなかったので、たいした話ではないだろうと思ったのだ。

「そのあとに誘っても嫌がられなかったから、聞こえたのだろうと思ったし、聞こえていなくても伝わると思ってた」

「伝わらないからね……!?」

「秀介にも言われた。でも、好きでもない女性と関係を持つほど俺も酔狂じゃないし、燿良もそうなのだろうと思ったんだ」

「……全然違うんだけど……」

　いい大人だし、恋人役にもリアリティが必要なのかと思って納得しただけだ。皐弥さんだから受け入れられたところはあるけれど。

「指摘されてすぐに訂正しようと思ったんだが、この広告の件もあったから、現状維持を通すべきだと言われた。俺の恋人だと知られれば、賞そのものに影響はなくても、ありもしないことを噂するやつもいるだろうし、燿良も誤解をするだろうから。それは正解だったかもしれない」

　広告賞に出された写真は、雪井商事第六営業部という名前で出されている。個人の名前はどこにも出ていなかった。

「だから、皐弥さんの名前も伏せてあるの？」

「少し違う。これは、燿良の名前を隠すためだ。蓮崎東也の血縁だと知れると、そこでも厄介ごとが増えて燿良の評価が変わってしまう。だから、伏せた」

　はっとして皐弥さんの顔を見た。

「……どうしてお父さんのことを知ってるの？　……話してないよね？」

「調べればわかる。時彦も情報は惜しまなかったしな」

　父は、輝かしい実績を持つ人だった。ちゃんと写真が評価され、仕事も安定していて、未来を憂えることもなかったと聞いている。

　だから、それらをすべて捨てて小さなフォトスタジオで働き始めたとき、周囲が不思議がったらしい。

　そんな父の経歴を、私はだれかに話すことはなかった。実感できなかったこともあるし、父の栄光は父のものであり、私に関係ないと思ったからだ。

「いろんなものを隠すために、多くのことを黙っていて悪かった」

「……ううん。それはかまわないけど……」

　皐弥さんが立ち上がり、私の隣に立った。

　手を取って、指先にキスをされる。

「燿良。恋人役でなく、俺の恋人としてそばにいてほしい。結婚も、ちゃんと視野に入れて考えてくれ」

「私でいいの……？　皐弥さんなら縁談とか……ありそう」

「恋人がいるって言って断れる縁談が、いまさら降って湧くはずもない。俺は燿良がいい」

　優しく抱きしめられる腕に包まれて、ゆっくりと息を吐いた。

　いつか終わるかもしれないと思っていた関係は、私の想像していたものとは違う場所に着地するようだ。

　彼の背に腕を回し、何度も頷いた。

「結婚のことはもう少し時間がほしいけど、ちゃんと考える。いまは、皐弥さんの恋人になりたい……です」

　その返事に、彼はキスひとつで首肯した。






　仕事が終わったあと、ずっと副社長室に籠もっていた皐弥さんが堂々と私を回収しに来た。さすがに堂々と来るのはやめてほしいと訴えたが、彼が殊勝に話を聞いてくれるとは思えない。案の定、「どうせみんな知ってる」との返答。

　知られていることと、けじめをつけることは別なのだが、足早に社屋を出ようとする彼を止められなかった。

　社屋を出て、タクシーを停めて彼の家へ向かう。このあとになにを求められているかなんて聞く必要もないだろう。

　二人、並んだ後部座席で彼の手は痛いくらいに私の手を握り締めている。

　まるで、絶対に離さないと言いたげで、彼の手を握り返すとキスをされた。触れ合うだけのキスはもどかしくて、何度も引き合うように口づけを交わす。

　言葉はほとんどなく、けれど沈黙の時間も心地いいと思えた。

　タクシーがマンションに到着したあとも、彼は特に言葉を多く話すわけでもなく私の手を引く。エレベーターを待つ間も、乗ってからも、聞こえてくるのは自分の心臓の音だけだった。

「燿良」

　ぽつりと彼が声を落としたのは、最上階に到着して部屋の前に立ったとき。前に立つ彼を、その肩越しに見上げる。

「……なに？」

　少しだけ、声が掠れた。

　玄関ドアが開かれると、強く腕を引かれてたたらを踏む。

　びっくりして体勢を立て直そうとしたが、すぐに彼の身体が押しつけられ、壁際に追い込まれた。

「ごめん、これ以上は無理」

　低く唸るような声とともに噛みつくようなキスをされる。

　頤を掴まれて口を開かせられると、深く舌を差し込まれた。

「んっふ……ぅ……」

　手を壁に押しつけられ、抵抗もままならないままぴったりと口を塞がれる。息をする隙間もなくて頭がくらくらした。

「っは……んっ……」

　深く絡み合う舌が、くちゅくちゅと耳の奥で淫靡な音を鳴らす。

　流し込まれる唾液を嚥下しながら、けれど飲み込みきれない滴が口の端からつっと伝って零れた。

「皐、弥……さ……ん、んんっ……」

　息を継ごうとしてもすぐに奪われて、心拍数が上がっていく。

　弄るように彼の手が身体を這い回る。背中から腰元へ。服の裾をたくし上げて直接肌に触れられると、びくっと身体が跳ね上がった。

「んっ……」

「燿良に誤解されないように……と耐えてきたぶん、ちょっと制御が……」

「……え？」

　思わず聞き返してしまったが、彼は真剣な顔をしている。聞き間違いではなさそうだ。

「誤解……って……？」

「セフレだと思われるのも困る」

　おそらく、彼は彼なりに気を遣ったのだと思う。それはわかるのだけれど。

「あの場合……私はもう飽きられたのかな……と思ってたんだけど」

「……え？」

「だからいつお役御免になるのかなって……」

「……いや、ならないだろ」

　皐弥さんの中ではそうかもしれないが、伝わっていないので意味がないと思う。前から思っていたが、彼はだいぶ言葉が足りない。

　だから暴走した思考をしているように見えるのだ。

「だって、私は皐弥さんの気持ちを知らないもの……！」

　自由になった手で彼の胸を叩くと、機嫌良さそうに笑うから困る。彼のこういう顔が、私はかなり好きだ。

「好きだよ、燿良」

　ちゅっと目元にキスをされた。

　額にも、頬にも口づけられて、くすぐったさに首をすくめる。

「……本当に私でいいのかなって、思っちゃう」

「君の好きなところを滾々と並べようか？」

　シャツのボタンが外されていく。滑るような手つきで前を開かれ、首筋に顔を埋められた。

「そういうのはいらないけど……」

　ちゅっと肌を吸い上げて跡が残ると、満足したような表情で彼が笑った。

「一番好きなところは、俺に臆さないところ……かな」

「……それ、褒められてる？」

　ブラのホックが外され、ぐいと押し上げられる。

「褒めてるよ。顔立ちも好きだし、繊細な感性も好きだよ」

　かぷっと胸先に吸い付かれ、首を仰け反らせた。

「んっあ……あっ……」

　舌先で捏ねられ、ぴくっと身体を震わせると彼の手が下肢へ滑る。スカートをたくし上げ、ストッキングとショーツを引き下ろされると、秘裂に指が沈められた。

「っふ……ん……」

「……期待、されてるって思っていい？」

　ぬるぬると濡れた秘所に触られて意地を張る必要もないだろう。頷くと、片足を大きく持ち上げられた。

「ごめんな、本当に限界」

　甘く掠れる声を零しながら、彼がスラックスをくつろげる。

　その言葉のとおり、限界を迎えそうなほどそそり立つ欲望が視界に入って、喉を上下させた。

「燿良……きつかったら言って」

　腰を掴んで固定され、蜜口に熱を押し当てられるとそのままぬぷぬぷと楔を押し込まれる。

「んんっ……あ、あっ……」

　歓喜に震える襞が雄をきつく締めつけていく。そのたびに彼が眉根を寄せ、苦悶の表情を見せた。

「はぁ……これは……ちょっと……」

　皐弥さんの上擦った声に身体の奥がじんと痺れる。

「……気持ちい……？」

　彼の首筋に腕を掛けて問えば、不遜な笑みを返された。前髪をかき上げて見つめられるまなざしに高揚と期待が大きくなっていく。

「気持ちいいよ。だから、燿良ももっと……」

　ズッといきなり深く挿入され、背中が大きく仰け反った。

「んあぁっ……あ、あっは……」

　深い場所まで熱が届いて、身体の奥が開かれていく。異物を受け入れる快感に身体が震え、息が詰まりそうだ。

「あ、あ……っ、は、……んっ……」

「燿良、顔上げて」

　顎を掬われ、また噛みつくようなキスをされる。

　厚みのある舌を押し込まれ、呼吸もままならずにいるというのに、彼は下から大きく揺すり上げた。

「んっぅ……！　ふ、んんっ……っは……」

　子宮口を強く叩かれ、目の前が白くなっていく。

　自力で身体を支えることもできなくて、壁に身を委ねているとますます彼の律動に翻弄されてしまう。

「っあ、ああ……やっ……深……あっ……」

　床についていた足先も、揺すられるたびに離れてしまうので不安定だ。彼の首筋にしがみつくようにすると、結合がさらに深くなった。

「中、すごい絡みついてくる……燿良は深いほうが好きだよな……」

　彼の声は、耳元で囁かれると奥まで響いてくる。身体を疼かせて、熱を誘う。

「皐弥さん……好き……」

「うん。……俺も」

　キスをねだれば応えてくれる。ぐちゅぐちゅと淫猥な音を立てて交わり合って、夢中で快楽を貪った。

「っあ、あ……んっふ……あぁっ……」

　びくびくと身体が跳ね上がり、下腹部が熱く痺れてくる。

「んっぅ……あ……は、あっ……も……むり……」

　迫る絶頂感を前に身を委ねてしまいたくなる。けれど、彼は自身を一度引き抜くと、背を向ける格好で私の身体を反した。

「燿良、壁に手を突いてて」

　言われるまま壁に手を突くと、腰を突き出すように引かれる。

「あ……待って……これ、恥ずかし……」

「だめ。待たない」

　いたずらをするような吐息を混ぜて囁きながら、熱塊が再び膣壁をこじ開けた。

「っふ……あ、あ……っは、んっぅ！」

　ぬぷぬぷと押し込まれる圧迫感が気持ちよすぎて、自らも腰を揺らして彼を深く受け入れる。

「強く動くぞ」

　髪を払って耳元で囁かれると、期待と驚きに身体が熱くなる。

　いままでだって充分強いと思っていたが、彼がひとつ腰を打ち付けた瞬間、かなり加減をされていたのだと知った。

「っ……あ、ああっ……あ、やっあ……あ、あっは……」

　ずんずんと容赦なく子宮口を穿たれる。脳天まで突き抜けるようなその衝撃は、目の前を真っ白にして思考を奪っていった。

「ああっ、あ、やあっ……深い……あ、んっく……」

「奥が吸い付いてくる気がする……燿良……好きだ」

　荒っぽく乳房を掴んで揉みしだくのに、彼の声はどこまでも甘く優しい。

「は……あ、んっ……私も……好き……」

　しっかりと腰を掴まれ、ぐちゅぐちゅと愛液が混ざって泡立つ。頭がくらくらして、髪を振り乱すように首を左右に振った。

「んっぅ、あ……ああっ……待っ、皐弥、さん……激し……」

　パンパンと肌がぶつかり合って揺すり上げられる。加減も容赦もなく突き入れられて、お腹が中から壊されそうだ。

「もっと感じて、燿良……」

　彼の手が下腹部を撫で、そのまま秘裂を弄った。

「あ……だめ、そこ触ったら……」

　肉芽を摘ままれ、身体が大きく仰け反る。

「っ……ふ、あ、ああっ、あ、んっぅ……あ、やぁっ……」

　きゅうきゅうと肉壁が蠢いて、内側の熱をきつく締めつけた。その瞬間、皐弥さんが息を詰めたが、打擲は緩むどころかますます激しくなる。

「あっ、あ、んっ……たか、みつ……さん……あ、んっく……ああっ！」

　ゴリゴリと子宮口を擦るように腰を回され、その動きに合わせようとすると意地悪をするように激しい抽送へ変えられる。感覚が追いつかなくて、身体を支えるだけの力も入らなくってずるずると壁を伝って膝から崩れ落ちた。

「燿良、もう少し頑張って……？」

　甘えるような声とともに耳を舐められる。

　彼がねだってくれるなら拒みたくないし、このままもっと彼と深く交わっていたかった。

　夢中で頷くと、床に両肘と両膝を突かされた姿勢にされて再び抽送が始まる。

「んあっ……あ、あっ……は、あ……っ」

　背中側を擦られるせいか、背筋にぞくぞくと甘い感覚が這った。ふるりと身を震わせ、逃げようと身をよじると、皐弥さんに両腕を掴まれて後ろに大きく引かれる。

「あ……これじゃ……」

　より強く交わるためだとわかって彼を振り返ると、強引に唇を塞がれた。

「もっと感じて」

　このままだと彼に本当に壊される気がする。けれど、そうなってもいいとも思うのだ。好きな人に征服されるということは、きっとこういうことなのだと思う。彼になら、どれだけ好きにされてもかまわない。

「うん……もっと、して……？」

　彼が喉を上下させたのがわかった。

　腕を引かれたまま、パンパンと激しく肌をぶつけ合う。深い場所を叩かれるたびに息が詰まって苦しくなるが、それさえも愉悦の一部だ。

「ああっ、あ……は、んっ、……っく、は、ああっ……」

　髪を振り乱し、快楽のままに喘ぐ自分は理性なんてなくなってしまったのかもしれない。それくらい、深い快感に押し流されていく。

　ずんずんと抽送を繰り返され、下腹部がきゅうきゅうと攣縮を繰り返す。

「っあ……あ、ああっ……も……イっちゃ……あ、んっ……」

「いいよ……イって、燿良」

　うなじをかぷっと噛まれるのが、まるで合図だったように感覚が一気に弾けた。

「……っ、あ、は……っんふ……あ、ああ……っ！」

　ズッとひときわ大きく突き入れられた瞬間、絶頂の渦に落とされる。

　ガタガタと身体が激しく震え、内側の熱塊をきつく締めつけた。

「ッ……燿良……」

　ひどく上擦った声で名前を呼ばれたあと、大きな異物が引き抜かれて背中に欲望を吐き出される。

　生温かい熱を感じながら、ぐったりと床に倒れ込むとすぐに身体が抱き上げられた。

「悪い……服、汚れたかも」

　皐弥さんの膝の上に乗せられ、どちらからともなくキスをした。

「うん……そうだね……」

「……なんで、あと少しが我慢できないかな、俺も……」

　私の頭を撫でながらうなだれる皐弥さんは、ちょっと可愛い。

「寝室まで本当に、あと少しなのにね」

「燿良とやりとりしたら、会いたくなって仕事にならないからメッセージも送らずにいたしな……」

「だから全然連絡くれなかったんだ……」

　頭がぼんやりして、思考がうまく働かない。

　彼の胸元に頬を寄せて擦り寄ると、ぎゅっと抱きしめられた。

「秀介としか会話しなかったかも。あいつは雑に送っても大丈夫だから」

　そのせいで片市さんがやつれていたのかと思うと気の毒になる。

「……正直、私もこんなところでするとは思わなかった……」

「ごめん。……本当に耐えられなかった」

　もう少し場所は考えてほしいとは思うけれど、それだけ求められるというのは幸せなことなのかもしれない。

「いいよ。……皐弥さんと触れ合えてうれしい」

　ぎゅっと抱きつくと、肩を強く掴まれた。なんだろうと思って首をかしげる。

「燿良。……ベッドに行く？」

　思わず吹き出してしまったが、私は即座に頷いた。

　彼ともっと深く繋がっていられることがただ、幸せだと思った。
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　一月下旬におこなわれた広告賞の受賞パーティーは、ロボットのようにカクカクして終えた記憶しか残っていなかった。

　皐弥さんがすべて対応をしてくれていたので、その隣でペコペコ頭を下げるだけになっていた。美味しい食事もたくさん提供されていたのだが、無心でシーフードサラダのイカばかりを食べていた気がする。

　……私、華やかな場所に行くと毎回記憶が飛んでない……？

　ずぅんと一人で落ち込むこと、一週間。自己嫌悪が著しい。

「そういえばさ……」

　第六営業部が正式な部署となるので引っ越し作業をしていた午後。周囲がバタバタしていても片市さんは仕事に追われていて、いまもパソコンを前に自席で資料作りに励んでいた。

「皐弥がそろそろ戻ってくるよね」

「そうなんですか？」

　片市さんの隣で段ボールに荷物を詰め込みながら相槌を打った。

「うん。いい契約ができたからすぐ戻る、って」

「また買収とか提携ですか？」

　雪井商事での、皐弥さんの権限は当然ながら大きい。社長が、皐弥さんに社長の座をそろそろ渡したいと考えているらしく、静観していることも要因だろう。

　買収や提携も皐弥さんが提案して説得し、契約を結んでくる。

　おかげで雪井商事のグループ企業はかなりの数になったし、いまもその数は更新され続けている。

　大きな企業と提携するのではなく、小さな企業が主なターゲットのようだ。

　力はあるのに伸び悩んでいる企業を見つけては、提携して雪井商事がバックアップする。資金繰りに行き詰まっていて、あとがなくなった企業も実力が彼に認められれば多額の援助を受けることができるし、働いている人を守るために買収することもあるようだ。

　彼は、人材は宝だと言っていた。それを証明するように手を差し伸べている。

　こういう人の下で働けるのは幸せだなと思う。この人のためにもっと頑張ろうと思わせられるのだ。

「そうみたい。俺も、役員の説得に駆り出されたからなぁ……」

　そういえば、いつだったか片市さんがげっそりして会議を終えて帰ってきたことがあった。朝は元気だったのに、会議後は三日くらい徹夜したような顔だったので、周りがすごい励ましてたっけ。

　どんな会議だったのか気にはなったけれど、私が聞けるような内容でもなさそうだったので、スルメを差し出すだけに留めたのだった。

「実を結んだならよかった」

「お疲れ様です。スルメ――」

「もういいよ、スルメは」

　いつもの日常を繰り返していく。第六営業部あらためコスメ事業部の新しい部屋に移っても、こんなふうに他愛ないやりとりを続けていくのだろう。

「燿良、いるか!?」

「名前で呼ばないでって何度言えばわかるんですか!?」

　反射的にそんな切り返しをしてしまったが、ここではもう見慣れた光景だろう。

　声のほうへ顔を向けると、皐弥さんの姿を部屋の入り口で見つけた。

「いま帰った。それで燿良」

「名前……！」

「悪い。それより、話があるからちょっと来てくれ」

　本当に悪いと思っているのだろうか。

　もう、とふてくされながら部屋を出ていく彼のあとをついて出た。

「おかえりなさい、皐弥さん」

「ああ。すぐに戻れてよかった」

　彼が受賞を知らせに帰国したあと、翌日には支社へ戻っていった。その後、授賞式の日に戻ってきて、最終便でまた支社に戻って……といった具合で、本当にバタバタしていたのだ。

「私も、皐弥さんに早く会えてうれしいよ」

　彼の隣に並んで顔を見上げると、なんとも言えない微妙な顔をしていた。

　あれ。ひょっとして皐弥さんは会いたくなかったかな。

「……燿良」

　人けのない場所まで来ると彼が足を止める。それに倣って私も足を止めると、皐弥さんが一度深呼吸した。

「よく聞いてくれ」

　いったいなにを言われるのだろうか。

　戦々恐々とするが、いまの皐弥さんは副社長の顔をしていた。

　プライベートのときの彼は柔らかい表情をする。でも、仕事で副社長の役目を背負っているときは、一分の隙もないといった風情だ。目つきもだいぶ鋭く感じる。

　いまの彼は、少しの変化も見逃さない副社長の顔で間違いがなかった。

　姿勢を正し、彼と対峙する。

「海外のデザイン会社と提携することが決まった」

　これは、雪井商事にいればよく聞く話。きっと、経営が危うい会社だったのかもしれない。

「業績にまったく問題はなく、人材も豊富だ。才能ある若者がこぞって門を叩くような会社で、一流デザイナーやフォトグラファーが在籍している。俺たちが手を出す必要なんてない会社を、口説いてきた」

「……え？」

　そんな会社に雪井商事が介入する必要は、本当にまったくない。

「そんなことを……どうして……？」

「どうしても、そのデザイン会社の力がほしかった。俺たちでは到底できないことをやれる事務所だから」

　苦笑いを浮かべて、皐弥さんが息を吐く。

　ゆっくりと視線を動かして窓の外へ投げたあと、再び彼が口を開いた。

「提携に際して、ほしい人材がいると言われた。俺としては、雪井商事の人材を渡したくないから断るつもりだったが、もしかしたらこれは大きなチャンスになるのかもしれないとも思った」

　じっと彼を見つめ、なにを言おうとしているのかを探る。

　ここまでの話では、デザイン会社が提携の話を呑む代わりに、雪井商事の社員を寄越せ、ということだ。そして皐弥さんはそれを拒もうとした。

「向こうの会社が要求したのは、過日の広告賞で受賞した写真を撮ったフォトグラファーだ。……つまり、燿良がほしいと言われた」

「私を……？」

「そうだ。だが、この会社にとって君を手放すことは損失になる。おそらく、相当大きな」

　そんなことはないだろう。私は営業としても並程度だし、他にできることはない。写真もきっともう、趣味でしか撮らない。

「……正直、迷った。燿良のためには先方の条件を呑むのがいいのかもしれないと思ったから。だが、俺は燿良個人のために会社へ損害は与えられない。雪井商事の名前にあぐらをかいていた連中を、ようやく納得させられたんだ。その功労者である君を手放せない。君は役員への切り札になるだろうから」

「それは……買いかぶりすぎだよ。あれは偶然で……」

「それでいい。偶然を手にできる運の強さがある。ならば、それも実力のうちだ」

　目を左右に泳がせ、皐弥さんの言葉の意味を考える。

　彼は、私になにを伝えようとしているのだろうか。

「俺は蓮崎燿良という写真家以外の手札がほしくて提携を持ちかけた。だが、向こうには見抜かれていたのかもな。提携すれば燿良を引き抜かれて損失が出る。かといって提携は諦められない」

　皐弥さんが深く息を吐いて言葉を続けた。

「だから、君に辞令を出す。買収した企業のひとつに移ってもらう。そこは経営の立て直しもいまだにできていないし、君の好きな歩合給制度もない。でもこれは命令だから、辞令を受けられないのなら退職届を書いてくれ」

「え……？」

「君が雪井商事にいる限り、写真家としてまた起用する可能性がある。そうなれば、デザイン会社との提携条件に触れる可能性があるから、ここに置いておくわけにはいかない。でも、君は俺の力の及ぶ場所に置いておきたい。……俺が出せる答えはこれが精一杯だ」

　つまり、そのデザイン会社と提携をするために私は実質的に切られた……ということだ。

　邪魔になってしまった。

「……そっ……か……」

　視界がじわじわと滲んでくる。

　私が雪井商事にいること自体がおかしな話だったのだ。それなのに、当たり前だと思っていた。来年も、再来年も、いつまでもあの場所で働いていけると信じていた。

「仕方……ないね……」

「どうする？　辞令を受けるか、受けないかは決めていい。そこまで俺には君を縛ることはできない」

「……歩合給がないなら辞めようかな……スルメとビール三昧ができないのは悲しい……」

　別に歩合給がなくてもできる贅沢だけれど、雪井商事の傘下にいることがつらくなる日が来るだろう。あの楽しかった日々を思い出してしまう。

「なら、退職届を出してくれ」

「うん……わかった……」

「急な話だし、こちらの勝手な都合で君を解雇するから、次の就職先を斡旋する」

「それは、辞令とほぼ同義なのでは……？」

　こめかみを押さえた。

　皐弥さんの気持ちはうれしいけれど、それでいいのかな。

「クリフフォートデザインという企業を紹介する」

「……え？　えっ!?」

　クリフフォートデザインは海外の有名なデザイン事務所だ。それこそ皐弥さんが言ったような、優秀な若手が門を叩き、一流デザイナーやフォトグラファーが在籍する――。

「皐弥さん……もしかして提携先のデザイン事務所って……」

　彼が笑みを浮かべた。不遜で、でもどこか得意げなその顔に目を細める。

「クリフフォートデザインだ」

　その言葉を聞いた瞬間、一気に血が頭から下がっていくのがわかった。

「ね、ねえ。私、皐弥さんがなにを言ってるのか全然わからない」

「向こうの社長とは、燿良をクリフフォートに在籍させること、他にも優秀なデザイナーがいれば紹介をすることで、業務提携は円満に話が進んだ」

「う、うん……」

「でも、君は絶対に断るだろ。写真より歩合給だと言うくらいだし」

「そりゃあ……写真家になったら世界中を飛び回ることもあるから、収入が安定した仕事に就いていたい」

　私が望むのはそれに尽きる。

「俺は、燿良のその才能を雪井商事に留めておくのは惜しいと思った。うちにいれば確実に安定した生活は送れる。でも、燿良が持って生まれ、育んできた感性を生かすことはできない。君は、君の見る美しいものを、もっと表現していくべきだ」

「認めてくれるのはうれしいけど――」

「不安定な生活が嫌だと言うのなら、俺は君に安定を贈る」

　手を取られ、ドキリと心臓が跳ねた。それはきっと、予感だったのかもしれない。

「俺と結婚してくれ。俺のそばで、ずっと自由にカメラを構えていればいい。君のすべてを俺が支えるから」

　左手の薬指に指輪が滑った。
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　彼は、私の返答さえ自分のものにしてしまうのだろう。

「そんなの、甘えてるだけだよ……」

「俺は君に多くのことを教わった。楽しいと思えることがなかった俺に、楽しいと思える時間をくれた。俺にまっすぐ意見してくるのも君くらいだ。君を手放す気はないし……どちらかといえばこれは投資だな」

「投資」

　思わず反芻してしまった。

「雪井商事の仕事は優先的に受けてもらえるように話しているし、会社としても損失は極めて少なくなる。なにより俺が、世界に羽ばたく燿良を一番見てみたいんだ。そのための投資」

「羽ばたけないかも。地面でバタバタしてるかも」

「そのときは俺が羽をやるよ。自家用ジェットを買うかな……」

「違うの、皐弥さん！　そういうことじゃないの。物理的に飛ばさないで！」

　なんで自家用ジェットを買う話になるのだろうか。でも、彼らしいといえばらしいか。

「燿良。写真、続けろよ。当面はいまより給料は下がるかもしれないが、クリフフォートから声がかかったのは事実なんだ。それを受け入れてみたらどうだ？」

　世界中から一流の人たちが集まるデザイン事務所が、私を引き抜こうとしたのは本当のことのようだ。

　カメラを久しぶりに構えたとき、とても楽しかった。何枚も写真を撮って、どんな世界を切り取ろうかと考えると気持ちが昂ぶった。賞をもらえてうれしかった。

　諦めたくない夢を、もう一度手にしてもいいのだろうか。

「……私に、できるかな……」

「できるよ。できなかったら、無職になるだけだ。俺に養われるだけは嫌だろ？」

「あー……それは嫌かも。贅沢ばかりさせられそう」

「だったら、できるかできないかじゃなく、やるしかないよな。君はもう退職届を書くと決めたんだし」

　遠くを見た。これは、撤回なんてさせてくれない感じだ。

「……わかった。やってみる」

「向こうにはそう返答しておく。俺もしばらくは海外支社勤務になるから、一人にはしない。安心していいから」

「うん！　精一杯頑張ってみるね！」

　彼に頭を撫でられ、その手に擦り寄る。

　過去に置いてきた夢は、思いがけない形で新しい道を示すことになった。

　――翌春。

　拙い英語と古びたカメラを手に、私はクリフフォートデザインで写真家としての一歩を踏み出すことになったのだった。
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